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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　①




　宮く内ない庁ちようの神しん霊れい班はんが霞かすみヶ関せきの外れなら、ここはそのど真ん中……の、地下の地下。

　中央合同庁舎二号館に、警察庁の心しん霊れい班はんはある。だが心霊班なんて名前、一いつ般ぱんの職員でさえ知っているはずもない。表向きのプレートには特別資料室係。もちろん通常扱あつかわれるような資料は、他ほかの資料室にきちんと保管してある。

　ちょっとした図書館ほどもあるここに集められているのは、そこに保管されなかった資料。各都道府県警の未解決事件において支し離り滅めつ裂れつで体をなさぬと見なされた証言や、どうにも辻つじ褄つまの合わぬ調書、科学捜そう査さが匙さじを投げた証しよう拠こ物件。それらがいよいよ廃はい棄きされる前の最後の砦とりでが、この特別資料室。

　無論、その中の大半は本当に無意味なものなので、そのまま本当に破棄される。

「ふう……」

　部屋の隅すみ、最後の段ボールを山に積んで、美み奈な子こは大きく溜ため息いき一つ。今日も段ボール十数箱。廃棄決定の資料であった。

　地下深くなので、窓もない。風通しは調子の悪い空調任せ。もっとも地下なので、年間通して特別暑いことも、特別寒いこともないのが幸いか。

「お疲つかれ様です北きた大おお路じさん。コーヒー淹いれましたから、一息入れましょう」

「あ、はい、辰たつ巳み警部」

　オフィスから顔を覗のぞかせた彼が、今の美奈子の直接の上司である。まだ三十代後半、バリバリのキャリアらしいがそれを鼻に掛かける風でもなく、ハンサムでいつもにこやかで、でもなぜかこんな地の底でくすぶっている。名前は辰巳竜たつ矢や。

　ほとんど自分と彼しかいないようなオフィスに戻もどり、コーヒーを一口。

「しかし北大路さん、次長のお嬢じようさんだと聞きましたけど……なんでまたこんな辺へん鄙ぴなところに」

「あはは、まあ、色々ありまして……」

　訳はあったが二ヶ月もの間、失しつ踪そうの如ごとき休職をしたのだ。首が飛んでいないのがまさに親の七光り的な話であり、中央、それも警察庁内に飛ばされるという……よくわからない左さ遷せんのされ方で今に至っていた。そもそもこの間まで署で制服を着て落とし物など扱っていた平巡じゆん査さの自分が、役員しかいないような警察庁に私服で通っているというのが意味不明。

　まあ、この地下深くは役員とは最も縁えん遠どおいような部署なのだが。

〝美奈子殿どのは親おや父じ殿と仲が悪いでござるからな……さりとて目に入れても痛くない娘むすめ、嫁よめのもらい手が見付かって落ち着くまでは、目の届くところに置いておきたいという親心でござろう〟

「あんたうっさい」

　腰こしに下げた十手が喋しやべる。名は岡おか丸まる。北大路家に江え戸どの昔から伝わる由ゆい緒しよ正しい十手である。

「なるほど、岡丸さんの言う通りです。ここならそうそう危険な仕事があるわけでもないですからね」

　あるとすれば積みすぎた段ボール箱に押し潰つぶされるか、段ボールを積む拍ひよう子しに腰を痛めるか、といったところだろう。それくらいこの資料室係には何もない。

　外に出ない分には。

「ただいま戻りました、辰巳警部」

　その外から、一組の男女が戻ってくる。

　まだ警察学校を出たてのような彼は敷しき居いを跨またぐなり几き帳ちよう面めんに敬礼し、もう一人の女は禁きん煙えんパイプを咥くわえたまま自分の席にどっかと腰を下ろすなり、苛いら立だたしげに言った。

「また宮内庁の奴やつらに先越こされましたよ。何とかしてくださいよ係長」

　二人とも、この資料室係……心霊班の同どう僚りようだ。

「まあまあ、関せきさん。おかげで我々はこうしてのんびりできてるんです。宮内庁の皆みなさんには感謝こそすれ……」

「甘い！」

　関慶けい子こ警部補。二十代の後半で、パリッとしたスーツ姿はいかにもやり手の女刑けい事じ……といった風だが、やはりこんな地下深くにいる。顧かえりみるに制服ではない自分などは、刑事というより新米教師みたいな風ふ情ぜいなのだが……それは経験や貫かん禄ろくの差というものだろう。

「そんなんだから係長はいつまで経たっても係長なんですよ！　毎回毎回空から振ぶりの現場に出て行く身にもなってください！」

　慶子が禁煙パイプを嚙かみ砕くだきそうな勢いで上司を指差すが、当の辰巳は苦く笑しようしながら落ち着いたメタルフレームの眼鏡を押し上げるのみ。

「しかし私は出世とかに興味ありませんし……あ、藤とう治じ君もどうぞ座って。コーヒー淹れますよ」

「は、恐きよう縮しゆくです」

　藤治鉄てつ彦ひこ巡査。年ねん齢れいも警官としても美奈子より一年若いのだが、若さに似合わぬ落ち着きで自分のデスクに戻る。あまり体面を気にしない慶子と違ちがって、こちらは何だか警官以上に軍人のようなお堅かたい風情があった。

　長官官かん房ぼう総務課特別資料室係、通つう称しよう心霊班。以上四名がその面子メンツであった。

「係長がよくても私らの出世は!?　上司が進んで部下にお茶出しなんてしてるから……もう、私がやります私が。美奈子さんはお茶菓が子しお願いします」

「はい、了りよう解かいです」

「いえ、北大路先せん輩ぱい。でしたら自分が」

　先に席を立った鉄彦が戸と棚だなに向かう。

　なんやかやで、一同で誰だれもいない来客用のテーブルに集まり、ソファにかけてコーヒータイム。それがまあ、いかにこの部署がヒマかということの証明でもある。聞いた分には、ヒデオたちの方も日中はこんなものらしい。

「だいたいアレが来てからが悪いんですよ。美奈子さんの知り合いだっていう、あの目付きの悪い。何かっていうとあの巫み女こさん連れて歩いて……何者なのよアレは」

「はい？　いえ、何者……と言われましても」

　慶子が身を乗り出した分だけ、美奈子は背を反らせる。慶子はここだけの話と言わんばかりに、声を潜ひそめてくる。

「だってあの目付き、絶対何人か殺してるでしょ？」

「え？　あ、はあ……」

　自分も初対面のときはそうだった。そのように思った。割といつも冷静な岡丸でさえ、江戸時代の人斬りとか何とか称していた。得てして警察官とはそういう人種なのだと、美奈子は思い知らされる。

「で、ですけどあの……関さん。人を見た目で判断するのは……」

「いいえ、これは私の勘かんよ美奈子さん。刑事としての、また女としての勘！」

　公式な役職は資料室係ではあるが、霊れい的てきな云うん々ぬんに関しては私服捜そう査さ員。要は刑事なのである。実際、彼女はここに流されるまでは地方の捜査課にいたと聞く。もっとも向上心の強い彼女としてはこんな閑かん職しよく、そうでも思わなければやってられない側面もあるのだろう。

　慶子は厳おごそかな表情で、元のようにソファにかけ直す。

「実は美奈子さん、私、気付いてしまったのよ……係長も、鉄くんも聞いてください」

「おや、また関さんの名推理が始まりますか」

「そこ、係長。茶化さない」

　にこやかな辰巳にぴっと指差し、釘くぎを刺さし。慶子は小さく咳せき払ばらいを一つした。

「いいですか？　まず、私たちが心霊班であることが警察内部でもほとんど知られていないように、宮内庁の神霊班も一いつ般ぱん的にはその存在自体が知られていないわけです」

　それについてはここにいる各人自明なので、誰ともなく無言で頷うなずく。

「つまり大量殺人を犯おかした彼は、その秘ひ匿とく性に目を付けた……」

　一気に論理が飛ひ躍やくした。というか。

「あの……それってヒデオさんが犯罪者であることは前提というか確定というか……」

「そこは勘よ、美奈子さん」

「はい……」

　刑事モードの慶子は、割と周りが見えなくなる。ということは、ここに来てからの数ヶ月で、美奈子もよく知っていた。

　慶子が鉄彦に水を向ける。

「はい、つまりどういうことかしらワトソンくん」

「……つまり、一般社会から身を隠かくす意味で神霊班に潜せん伏ぷくしていると？」

　この鉄彦も、ヒデオほどではないが、あまり表情を変えないタイプの寡か黙もくな青年であった。慶子の話に興が乗ったというより、先輩に聞かれたから答えたといった風情にしか見えないが、それを慶子は我が意を得たりと感じ入ったように、腕うで組ぐみして大おお仰ぎように頷く。

「素す晴ばらしい、さすが我が心霊班のホープ。個人での逃とう走そう、潜伏にはどうしても限界があるけど、国自体が存在を秘匿している組織であれば……」

〝そうは申せど、ヒデオ殿どのは鉄彦殿と同じ実直な若者でござ〟

「甘い、岡丸さん！　お江戸の昔と違って、今の世の中は盗ぬすみ殺し火付けなんて目に見えて分かり易やすい犯罪だけじゃないのよ!?　どんなにまともそうに見えても、深層心理で何を思っているかなんてわかったものじゃない……」

　ワイドショーのインタビューなどで犯人のことを聞くに当たり、「とてもそんなことをするような人には見えなかった」。

　よく聞く言葉ではあるが……美奈子は言った。

「でも……見るからに悪人面づらの人が凶きよう悪あく犯というのも、逆に聞きませんけど……」

「それはマスコミが取り上げていないだけ」
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　さも当然というように慶子が返してきた。

「そ……。そうなんですか？」

「見るからに悪人が捕つかまっても、面おも白しろくないでしょう。一見害のなさそうな真面目まじめ人間が凶悪犯罪を犯すからこそ、善良な一般市民は、なぜそんな人が？　どうしてこんなことを？　わぁこわーい！　と思ってつい見てしまうわけ。凶悪さならそこらの暴力団の方が、よっぽどヤバイにもかかわらず！　チンピラが悪いことしたって、チンピラだから、で終わりでしょう」

「はぁ……、なるほど……」

〝確かに江戸の昔もヤクザ同士のチャンバラよりは、庶しよ民みんの間で起きた不可解な事件についての方が、瓦かわら版ばんはよく売れたようでござった。言い得て妙みような話でござるな〟

　なるほど。暴力団が拳けん銃じゆうを撃うったところで、ニュースとしては事件現場を映しただけで終わりである。コメンテーターが犯人像について根ね掘ほり葉掘りと突つっ込むことはほぼ皆かい無む。

〝奇き抜ばつな事件に関心を持つ民衆の心だけは、今も昔も変わらぬでござるか……〟

「そういうことです。……じゃなくて、マスコミはどうでもいいんです。問題は川かわ村むらヒデオというあの男。きっと……」

　禁きん煙えんパイプの吸い口をカリカリと嚙かみながら、慶子が推理モードに入ってしまったところでノックの音が聞こえてきた。




　　　　②




　入ってきた一人は、少し前に東京湾わん横断道路について意見を求めに来た、内調の頸くび城き敬けい志しという男だった。笑うとどこか軽けい薄はくな雰ふん囲い気きが、美奈子としては苦手なタイプであった。

　もう一人は、なぜかその内調でアルバイトをしているという女子高生で、桃もも条じよう千ち影かげと言ったか。鈴すず蘭らんの知り合いで、まあいわゆる一いつ般ぱん人とは違ちがうらしい……ということだけ知っている。

　にこやかに辰巳が席を立つ。

「どうぞ。こちらに掛かけてください。今お二人の分のコーヒーを持ってきますよ」

「いえ、今日は簡単な用件……」

　頸城が断ろうとしたのを、千影が遮さえぎった。

「いいじゃないの。用件は簡単で、どうせ私たちも暇ひまなんだから。立ったままじゃ逆に気を遣つかわせるわ」

　物もの怖おじしない千影に比べ、大人として弁わきまえた様子の頸城は困ったように肩かたをすくめる。

「……それでは、お言葉に甘えていいですか？」

「どうぞどうぞ」

　席を空けた辰巳が戸と棚だなに向かい、新しいカップを取り出す。

「うちの係長、コーヒー淹いれるのが趣しゆ味みなもので。付き合ってやってくださいな」

　そんな慶子の言葉通り、オフィスに置いてあるコーヒーメーカーやカップ類も備品ではなく、彼の私物であった。辰巳はまだサーバーに残っていた分を注ぎ、スプーンをソーサーに添そえてすぐに戻もどってきた。ミルクと砂糖の可愛かわいらしいポットはすでにテーブルに出ている。もちろん辰巳の私物である。

「それで、ご用件というのは？」

　コーヒーと引き替かえるように、頸城がＡ４の封ふう筒とうを辰巳へ手て渡わたした。

「先日ニュースで少しだけやっていた、ロッジの爆ばく発はつ事件についてです」

　慶子が聞いた。

「ガス爆発が起きた、ってあれですか？」

「ええ。ガスタンクが爆発しただけにもかかわらず、ロッジの辺り一面が絨じゆう毯たん爆ばく撃げきでも受けたようになっていた……という、あれです」

「え……、そうなんですか？」

　美奈子は、慶子と顔を見合わせた。そんな詳しよう細さいな事こと柄がらまではテレビでも新聞でも見なかったように思う。

「さあ……鉄くんは？」

「自分も、ニュースで軽く触ふれられているくらいしか見た覚えがありません」

　コーヒーカップ片手の千影が言う。

「それは報道に規制がかかったからよ。私も詳くわしくは知らないけど、現実に有り得ないでしょ」

　恒こう常じよう的に人が暮らす家でも、プロパンのボンベはせいぜいが二本。もし頸城の言葉通りなら、普ふ段だん人のいない山小屋に、建屋の周囲三六〇度を焼き払はらえるほどのガスタンクがあるわけがない。

　仮にその事実だけが報道されたとしても、ではなぜそんなことに……となるだろう。実はテロリストのアジトだった、などと面白おかしく書き立てられた日には、近きん隣りん住民の不安を無む駄だに煽あおるのみ。

　辰巳が封筒から取り出した書類に目を通しながら言った。

「ああ……この件なら宮内庁の那な田たさんから伺うかがっていますよ。少なくとも心霊班うちが扱あつかう案件ではありませんね」

「なるほど、ご存知でしたか。では本当に大したものではないと思われますか」

　頸城の言葉に、面おもてを上げた辰巳が聞き返す。

「どのような意味で？」

「我々が捜そう査さに当たった自衛……」

「頸城。内部情報よ、それ」

　千影がやや鋭するどく釘くぎを刺さす。

　自衛……と言いかけた。現場の調査に自衛隊が出たということだろうか？　警察にも爆発物処理班があるというのに？　だとすれば確かに、それだけでただごとではない。不ふ発はつ弾だんでも埋うまっていて、暴発したのだろうか。

　そんな風に勘かん繰ぐる美奈子たちを余よ所そに、辰巳はあっさり頷うなずいた。出てきたのは不発弾よりもっと物ぶつ騒そうな言葉である。

「ええ、それも那田さんから聞いています。あそこの森もり君の話では、なんでも迫はく撃げき砲ほうだったそうですね」

　テロなんてものじゃない。戦争に使うための兵器だ。しかし美奈子たちの驚おどろきを余所に、辰巳は言葉を続けた。

「明らかな重火器となれば、ことは警察の手に余る問題です。だから自衛隊が出た……恐おそらく、調査に当たったのは富ふ士じ見みの四○普では」

　やや舌を巻いた様子で、頸城が頷く。

「なるほど、蛇じやの道は蛇へび……つまりあそこも桃条さんの言うところの、ジャンルが同じなわけですか？」

「能の登と一いつ佐さのところは人外の脅きよう威いに対する特とく殊しゆ部隊で、那田さんのところは害をなし得うる神しん霊れいへの対策班。うちは心霊現象に対する調査班です」

　だから向こうの班とはよくバッティングする。今日も慶子が嘆なげいていたように向こうに先を越こされることもあれば、その逆もまた然しかり。こちらが調査を進めているうちに原因が解明され、そして解決してしまい、そこに向こうが訪おとずれることもある。宮内庁の扱う神霊が、こちらの言う心霊現象の根本であるのだから、仕事がかち合って当然なのだ。

　もっとも自衛隊にまでそんな部隊があることは、美奈子も初耳であったが。

「……全すべてオカルトでしょう」

　頸城が付き合い切れぬ雰ふん囲い気きたっぷりに嘆たん息そくして見せた。彼はそこまで超ちよう常じよう現象というものを認めてはいないらしい。

　そんなわけだから、彼の前では岡丸もおいそれと喋しやべろうとはしない。知らぬ者は知らぬままでよい。そのスタンスだけは、神霊班も心霊班も変わりはない。

「まあ、普通の人から見ればそうでしょうね」

　辰巳は苦く笑しようしてコーヒーをすするが、頸城は納なつ得とくの行かない様子で言葉を続ける。

「ともあれ……オカルト絡がらみにもかかわらず重火器という明確な兵器が使用されたというのも、何だかおかしくありませんか。それとも世の中には、現代火器を用いるようなお化けもいるんですかね？」

「それは内調としての？」

　視線を上げた辰巳に念を押されると、頸城は軽い口調でかぶりを振ふった。

「……いえ、今のは僕自身の個人的な疑問です。聞かなかったことにしてください。深入りすると戻もどってこれなくなりそうだ」

「ええ、それがいいでしょう。まず確実に戻れなくなります」

　辰巳が一いつ瞬しゆん見せた冷たい目の輝かがやき。意味深な笑いに、なぜだか頸城もよく心得たように首しゆ肯こうした。

「とりあえずの情報を資料としてまとめたので、オカルト的な見地から気付いた点などあったら教えてもらえますか」

　そのときにはすでに一通り読み終わったように、辰巳は書類の角を揃そろえて封ふう筒とうに入れ直す。

「今のところは特に。何か気付いたら連れん絡らくしますよ。これはうちで預かっても？」

「ええ。それはもともとそのために持ってきた所しよ轄かつ署しよの資料です。ここは特別資料室係、でしたね」

「はい、では確かに引き受けました」

　つまり、それは警察内ではそういう事件ということだ。廃はい棄きされる前の最後の砦とりでとして、ここに流れ着いた事件資料。選より分けるには早すぎる気もするが、裏向きには防衛省と宮内庁の方であらかたの見当が付いているというのなら……。つまりは、それが情報操作というものだろう。

　慶子が尋たずねる。

「でも意見……ということは、その自衛隊とは別に、頸城さんたちも内調として捜そう査さを？」

「いえ、僕たちの場合は捜査と言うより、国内におけるありとあらゆる事こと柄がらを把は握あくするのが仕事なもので。先回の横断道路の件もそうでしたが、専門ではない分野については戸と惑まどうばかりです」

　千影が思い出したように頸城に問いかける。

「そう言えばあれ、結局どうしたの？」

「桃条さんから聞いた通りに報告を上げたよ。そして宮内庁からの報告と一いつ致ちしたらしい。なんて言ったっけね、彼……暗殺者みたいな声の。やはり凄すご腕うでなのかい？」

　暗殺者？　と宮内庁の面子メンツを思い起こして、美奈子は首を傾かしげた。答えはすぐに千影の口からもたらされた。

「ああ。ヒデオのことね。川村ヒデオ。確かに知ってる人たちからの評価は高いわね」

「なるほどね。あのときはそういう依い頼らいの番号に間ま違ちがってかかってしまったのかと」

　冗じよう談だんめかして頸城が笑うのにつられ、美奈子もつい口を出してしまった。

「ヒデオさん、静かに喋りますからね。電話口だとそんな風に聞」

「わかったわ美奈子さん、大量殺人犯がどうして安あん穏のんと社会に潜せん伏ぷくしていられるかと思ったら、彼にとってはそれが日常だからよ!!」

　慶子に火が点ついた。

「はい？」

「殺し屋よ、殺し屋！　ただの殺人犯じゃなく、彼にとってはそれがビジネスだった！　だから罪の意識もなく、高飛びなんかもすることなく平然と社会に潜ひそんでいられるんだわ！」

　なぜだか千影が乗ってくる。

「ヒデオがどうかしたの？」

「アレは絶対何人か殺してる目だと話していたところなのよ！」

　大おお仰ぎように顔を向けた慶子に、千影が少し沈ちん黙もくする。

「確かに……何百人殺やってるって言われても違い和わ感ないわね」

「ほら！」

　と、慶子はまた美奈子に向き直る。

　頸城まで興が乗ったように、千影に聞く。

「僕は電話口で話しただけだけど……そんなにヤバイのかい、彼？」

　千影はクールな表情のまま両手にしたコーヒーカップをくるくる回し、その水面を見み詰つめる。

「さあ。殺したか殺してないかはともかく……別な意味では確実にヤバイわね」

　その冷たい表情がシリアスで、美奈子は思わず口を挟はさんだ。

「ちょ、ちょっと、なんですかあなたまで。皆みなさんも落ち着いてください。そんな声や見た目だけで良いの悪いのと、ヒートアップしすぎです。この中ではヒデオさんと最も面識のある本官が断言しますが、ヒデオさんは少し誤解されやすいだけの、ごく真面目まじめな……！」

「へぇ」

　千影がまるで挑ちよう発はつするように薄うすく笑い、コーヒーカップから視線を上げる。

「な、なんですか……」

「別に。蓼たで食う虫も好きずきって言葉を思い出しただけよ」

「なっ、何を言って、どういう……！」

〝どうもこうもでござる。美奈子殿どのは顔に出で易やす〟

　頸城に聞こえぬ程度の声で言った岡丸をテーブルの足に叩たたき付けて黙だまらせ、話題を変える。

「ヒデオさんが人殺しと言うなら、まず証しよう拠こを出してください」

　千影は言った。

「私は人殺しだなんて言ってないわよ。別な意味でって言ったでしょう」

「だったらどういう意味でですか」

「妖よう精せいさんを連れてるのよね。中学生くらいの女の子の姿をした、電子の妖精さんと……」

　他ほかの一同が得も言われぬ痛ましげな表情になるが、美奈子はヒデオの名めい誉よのために言い返す。

「そ、それはウィル子さんでしょう！　ウィル子さんは本官もよく知って」

「電子の妖精さんと。小学生くらいの、ゴスロリの妖精さん」

　は？　と、千影以外の全員がそんなような表情になった。

「だから、見た目小学生くらいの女の子の、ゴスロリの格好をした妖精さん」

「え……本官知りませんよ、そんなの。大体なんです、ゴスロリの妖精って」

　ウィル子と似たようなので知っていると言えばエリーゼくらいのものだが……彼女はゴスロリと呼ぶには少し違う気がする。

「私だって知らないわよ、妖精さん本人が言ってたんだもの。でも随ずい分ぶん親しげだったわよ？　なんて言ったかしら。彼の欲よく望ぼうと願望がそのまま表面化した、みたいな」

　はあ!?

「ああ、あとそうそう、彼の部屋に行ったときに」

「行ったんですか!?　女子高生が何しに!?」

「私一応、ハタチ超こえてるから。それはともかく、向こうの神しん霊れい班の歓かん迎げい会かいっていうから、翔しよう香かさんと睡すい蓮れんと一いつ緒しよに行ったときに……見てしまったのよ」

　すっ、と言いたくなさそうに千影が視線を逸そらす。さも大変な秘密を知ってしまいましたと言わんばかりに。

「な、何を見たって言うんですか……」

「エ○ゲ」

　……。

　…………。

　………………。

「……そ、それはつまり、あの、あれですか。いわゆる非実在の女の子をああのこうのとどうにかこうにか……」

　顔を赤らめあたふたとする美奈子とは対照的に、千影は真しん剣けんな面おも持もちで首しゆ肯こうした。

「そうね……今にして思えば、妖精さんも普ふ段だんは現実世界には存在しない、ある意味での非実在……。もう彼の脳内では、現実と非現実の区別がつかなくなっているのかも知れないわね……」

　どっかーん。

「特に神霊班なんて現実の職場自体が、表向きには非実在なのよ。今では姉属性だけでもずぼらタイプの翔香さん、愉ゆ快かいタイプの葉は多た恵えさん、大人しいタイプの世よ見み子こさんと揃そろってしまっているわ。デレるかはわからないけどツン系で巫み女こさんの睡蓮に、妹タイプの妖精さんが二人も揃ってパーフェクト。いつ自分がゲームの中の主人公だと錯さつ覚かくしてもおかしくない、非常に危険な環かん境きよう下かに置かれている……と、言えるんじゃないかしら」

「……。」

　確かにヒデオは寡か黙もくである。言うなればどこか内向的な風もあると言えなくはない。そして神霊班の女性陣じんも、どういうわけか粒つぶ揃いと言えなくもない。

「……行きましょう、関さん！　一人の未来ある若者を、本官たちが救うんです！」

「わかってくれたのね美奈子さん！」

　やおら意気投合した女二人でガッと握あく手しゆを交かわし、上司である辰巳を睨にらむかのように向き直る。

「「ちょっと行って逮たい捕ほしてきます」」

「いやいや、待ちなさい二人とも」

　甘い！　と、慶子がテーブルを叩いた。

「さっきの私の話を聞いていましたか係長！　ホシは宮内庁神霊班という影かげの組織に潜せん伏ぷくすることで表社会から身を潜ひそめているんですよ！　となればそれを逮捕できるのは、同じ対霊れい的てき組織にいてそれを知っている、かつ警察官である私たちだけなんです！」

「であるならば、心霊現象について六法全書が適用されないからと高を括くくっている犯罪者については、本官たちこそがその唯ゆい一いつの法であることを示さなければなりません！」

　二人一緒に大きく頷うなずき、踵きびすを返してそのまま出て行ってしまった。

「あ……二人とも、ちょっと……！　ああ……、あ……。どうしたもんだか……」

　立ち上がるよりも早く二人の姿が廊ろう下かに消えてしまったので、辰巳は諦あきらめたように椅い子すに掛かけ直した。

　静かに成り行きを見守っていた鉄彦が、特に気にした様子もなく言う。

「その川村ヒデオという人が何者かは知りませんが……先せん輩ぱい二人が逮捕したところで、その後が続かないでしょう」

　裁判所を通さないということは、ヒデオを捕つかまえたところで裁判は行われず、そうして量りよう刑けいが決められなければ刑務所にせよ拘こう置ち所にせよ受け入れる道理がない。

「まあ、それはそうなんですが……。まさか向こうのオフィスに殴なぐり込んだりはしないでしょうねぇ……」
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　夜。

　いつかとは別の都内の海かい浜ひん公園には、心ここ地ちよい潮風がなびいていた。

「情報ではこの辺りのはずですが」

　睡蓮が立ち止まる。彼女は視覚よりも先に、気配のようなものでその存在を突つき止める。だがこうして現場に出向いたところで、どうやらそのアンテナが反応しないらしい。

「……お前も探しなさい」

「探しては、いるのだが」

　ヒデオもサングラス越ごしにぐるりを見み渡わたすが、レンガ敷じきの歩道と、サイクリングコース。穏おだやかな波の音と……数キロ先のメガフロント。他ほかに目に映るものといえば、夜空ぐらいか。

「先に見付けられたら、びーむを撃うつ権利を与あたえましょう」

　そんな鋭するどい視線で期待を込こめられても。

「君が感じ取れないようなものが。僕に見えるとも、思えない。そもそも今回の情報では、特大の霊……ということだった」

「……確かに、そんなものが浮うわついていれば見み逃のがしようもありません。今回は空から振ぶりだったということですか」

　宮内庁にもたらされる情報の大たい概がいは正確だが、それでもこういったことはよくあった。

「あるいは……先を越されたのかも知れない」

「警察の心霊班……。それとも、ふぉーすですか」

　無む駄だに緊きん張ちよう感を伴ともなっているヒデオの図星を指すように、彼女は言った。

「いもしないものを心配しても始まりません」

「しかし。彼らがいつ現れるかは、わからない」

「ならばそのときでいいでしょう。ふぉーすにしても、傭よう兵へいにしても、所しよ詮せんは人の子です。頭か心臓を貫つらぬけば死ぬ程度のものですが……カミはそうは行きません。お前は、もっと畏おそれ多いモノに向かっていることについて、自覚と誇ほこりを持ちなさい」

　ヒデオとは逆に、さほど危機感もない様子で睡蓮は言った。実際、彼女の胆たん力りよくには感心するより他にない。フォースとの初戦では肋あばらを折られ、先回は爆ばく撃げきまで受けたというのに、なお危き惧ぐする様子がまるでない。根本的に、世の中の捉とらえ方が違ちがうらしい。

「……」

　実際、いもしないものを心配しても、というのは彼女の言う通り。それに無駄にあれこれと心配してしまうのは、引き籠こもっていた頃ころからの悪い癖くせだ。思い直して、ヒデオは頷いた。

「わかった。そう、しよう」

「そうしなさい。あるいは単に、また向こうに流れていったのかも知れません」

　睡蓮はメガフロントの方を見やる。

　最初の仕事の時に習った通り、霊はわだかまることもあれば、流れたり、流されたりすることもある。最近、どうもそのべくとるがあの海上都市に向いているらしい……というのは睡蓮の見解なのだが。

「いないのであれば、いつまでもこうしている理由はありません。引き上げますよ」

「ああ。わかった……」

　サングラスを外したヒデオが睡蓮と共に引き返そうとしたとき、足音が聞こえた。夏服、略帽ぼう姿の二人の婦人警察官。見知った顔が、ヒデオと睡蓮のすぐ目の前までやってくる。

「まんまとガセネタに引っかかったわね！」

　向こうの心霊班の、関慶子という女性と。

「ヒデオさん……いえ、川村ヒデオ！　あなたを逮捕します！」

　そして警察手帳を目の前に突き付けたのは、岡丸片手の美奈子だった。

「……何をしたのですか、ヒデオ」

「いや。そのような覚えは、何も」

　ヒデオは睡蓮から、二人の婦人警官の方へ向く。いつものスーツではなく制服姿なのは、霊れいの調査ではなく逮たい捕ほが目的だからのようだが……。

「一体。なんの、理由で」

　美奈子が言う。

「ヒデオさん、なんでも最近、ウィル子さん以外の幼い妖よう精せいさんを手て籠ごめにしたそうですね!?」

　手籠め。

　……手籠め？

「それ……私のこと？」

「「おおっ」」

　突とつ如じよ現れたノアレの姿に、二人の婦警が一歩後あと退じさった。

「た……確かにゴスロリっぽいみたいね美奈子さん！」

「というかそれ以前にギリギリじゃないですか太ふと腿ももの辺りが！」

　何だか辟へき易えきとしたようにノアレが呟つぶやく。

「……なによ、小学生がアシを見せちゃいけないって法律でもあるわけ」

「あ、ありませんけど！　常識的に！　というかなんでそんな無駄にベタベタとヒデオさんにくっついてるんですか！」

「くっついてるんじゃなくて、取り憑ついてるの」

　美奈子と慶子が、頭の上に？を浮うかべる。

「私が手籠めにされてるんじゃなくて、私がヒデオを手籠めにしているのよ。ねー、ヒデオ？」

　べたべたと顔や頭を触さわられて、げんなりとヒデオは答えた。

「……不本意ながら。ウィル子に感染されたかの如ごとく。今は、このノアレが」

　美奈子が聞いた。

「じゃあ……その。幼女愛好癖へき症しようとかいう嫌けん疑ぎは」

「いえ。そういう症状を宣告されたことは。特に」

　というかそれは罪状ではなく病状の話ではないのか。

　今度は慶子が聞いてきた。

「過去に殺人や、殺人の依い頼らいを請うけ負ったことは!?」

　イラッ。

「人を疑う前に、そんな可能性のある人物を今まで野放しにしていたとしたら、それはまず警察権力の無能を疑ってしかるべきではないのですか」

「う……、いや、しかし……」

「内部の図書券麻雀マージヤンすら摘てき発はつできない国家権力に疑われるようなやましいことは、善良な一市民として何一つ身に覚えがありません」

「うう……」

　やたら鬼き気き迫せまるヒデオの眼力に気け圧おされるように、慶子も押し黙だまった。

　完かん封ぷう勝利。

〝こういうやりとりは聖せい魔ま杯はいの時に何回も見たから。飽あきてるのよね、私〟

　姿を現してはいるが、喋しやべるのも面めん倒どうといった風ふ情ぜいのノアレの声が、裡うちに聞こえる。確かに美奈子自身とのこうした掛かけ合いは、大会の受付時から幾いく度どかやってきたことだ。

　それでも美奈子は、食い下がらんばかりに詰つめ寄ってくる。

「大量殺人、および幼女愛好癖症についての嫌疑についてはわかりました」

　当たり前だ。

「しかしヒデオさんの部屋に大量のアダルトゲームが隠かくされていたとの証言があります！」

　……。

「ありません」

「いま間があった！」

　慶子が大声で指を突つき付けてきたものだから、ヒデオの心臓がドキリと跳はね上がる。

「今のは明らかに噓うそをついた反応だわ！　こう見えても捜そう査さ課にいた経験があるのよ私！」

　!?

「殺人は犯おかしていない、シロ！　幼女に対して嗜し好こうはない、シロ！　でも今の美奈子さんの質問に対する返答は、明らかに様子が違ちがったわね!?　クロ！」

　まずい。今まで大たい概がいの相手は目付き口先であしらうことができたが……元刑けい事じ？　つまり本物の悪党の目付きにも慣れているから光学的なハッタリは通用しないし、仕事柄がら、噓を見み抜ぬくプロでもあるということ。

　初めての手合いだ。

「何を、馬ば鹿かな。そもそもアダルトゲームなどというものは、独り身の寂さびしいヒキオタニートがやるものであり、国家公務員、すなわち勝ち組である僕には必要のない悪あしきものだ」

〝……また派手に言い切ったわね〟

　全国一千万ニートへの体面よりは、今は我が身可愛かわいさだ。同志たちであればきっと許してくれるに違いないし、証しよう拠こがなければ、つまりはモノがなければ検挙される謂いわれはない……。

　勝てる！

　そんなヒデオの毅き然ぜんとした態度に、美奈子の表情がぱぁっと明るくなった。

「そ、そうですよね！　本官としては、ヒデオさんがそんなやましい心の持ち主だなんて思っていませんでしたし、その言葉を聞けただけで充じゆう分ぶん……」

「へぇ」

　何だか薄うすら寒い声と一いつ緒しよに、ヒデオの肩かたに手が置かれた。睡蓮にしては様子がおかしいと振ふり返ると。

「ないのね？　じゃあこれから行って、部屋を少し見せてもらいましょうか」

（ッ……!?）

　桃条千影。女子高生姿のトレジャーハンターが、跪ひざまずけ虫ケラめと言わんばかりの凄すさまじく冷たい笑えみを浮かべ、そこに立っていた。
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　ハメられた……!?

　いやいや、落ち着け。落ち着け。

　片やトレジャーハンター、機先を制して相手を追い詰める天才。片や元刑事、虚きよ々きよ実々を見抜く職人。動どう揺よう、ただそれだけで追い詰められる。

「……なぜ、ここに」

「馬鹿みたいに速いパンダトレノ追いかけてたらここに着いたのよ」

　ああ……どこかの豆とう腐ふ屋みたいな美奈子のクルマか……？

「よく言うよ、君が元げん凶きようみたいなものじゃないか」

　言ったのは千影の後ろ、仕立てのいいスーツ姿の青年だった。

「？　そちらは」

　ヒデオとしては今は誰だれかなんてどうでもよかったが、話題を逸そらすか時間を稼かせぐくらいには使える。

「ああ、その節はどうも。あなたが川村さんですか。僕は以前、電話で話させてもらった頸城という者です」

　ああ。

　確かに聞き覚えがある。あのときはわざと慇いん懃ぎん無礼を装よそおったような言葉に、妙みようにイラッとしたものだが……なんだろう。実際見ても、想像とあまり大差ないというか。イケメンでリアルが充じゆう実じつしてそうっぽい。

「こちらこそ、どうも。あのときは、おかげさまで」

「いえいえ。実際何があったかは知りませんが、あれ以来あの一帯での事故は激減しましてね。大したものです」

　やはり……こうして笑った様子。妙に薄っぺらいような笑顔えがおが、常に本心を別に隠してそうな。なんか軽そうでいけ好かない感じだった。

「頸城のことはいいのよ。さっそくあなたの部屋に行きましょうか。ちょっと行って部屋を見せてくれれば、身の潔白が証明できるわ」

「……今は勤務中であり、名な護ご屋や河かわ先せん輩ぱいの許可なくみだりに私事を持ち出すわけには」

「わたくしは構いませんが」

　空気を読め、先輩！

「しかし、睡蓮」

「わたくしとしても、謂われのない罪状で後輩を咎とがめられたとなれば黙だまってはいられません。やましいことがないのであれば、はっきりと証明してみせれば良いのです」

（……。）

　酔よっぱらっていた彼女は、あの歓かん迎げい会かいの夜のことをほとんど覚えていない。

　慶子がずいと進み出る。

「大きく出たわね神しん霊れい班！　じゃあもし良からぬブツが発見された場合は！」

「このヒデオを、わたくしが先輩として一から叩たたき伏ふせてやりましょう」

　叩き直すんじゃないのか。

　まあどちらにせよいつものことだと思うけれど。

「その代わり。ヒデオの身の潔白が証明された場合は、わたくしの指導を意味なく疑ったということです。お前たちには名めい誉よ毀き損そんでそれなりの覚かく悟ごをしてもらいますが、よろしいですね」

「いい度胸じゃないの、受けて立つわよ！」

　慶子が俄が然ぜん胸を張る。

　千影もまた、ヒデオにとっての逆風が吹ふいていることを読み、勝ち誇ほこったようにほくそ笑む。

「さぁて、名護屋河先輩の許可も得られたことだし……それじゃあ行きましょうか」

「……ないものは、ないのです。いいですか、ないものをないと証明しろというのは、一いつ般ぱんに悪あく魔まの証あかし」

「ま、まあまあヒデオさん」

　美奈子が間を取りなす。

「ないならないで、あの……お邪じや魔まするお詫わびに、本官が夕飯なんか作ってあげようかと……」

　……。

「あ。いえ。夕飯は、その」

「もう食べてしまいましたか？　じゃ、じゃあ、簡単にお夜食でも……最近はお料理の勉強もしてて、肉じゃが以外にも何か食べたいものがあったら」

「やむを得ません。ヒデオ、それで手を打ってやりましょう。ちょうど小腹も空すいたことですし、わたくしは粉こ吹ふきいもで結構です」

　睡蓮が先に頷うなずいてしまった。

（……）

　心苦しい。

　自分を信じて夕飯まで作ってくれようという美奈子の心こころ遣づかいや、先輩としてかばい立てしてくれる睡蓮の心意気。一方で、かつて千影に一いつ杯ぱい食わされた教訓を生かせぬまま、未いまだブツを手元に残しておいてしまったやましい自分。

　いや、ゲーム自体に罪はないにせよ。

（……ないに、せよ）

　そして良心の呵か責しやくに耐たえかねたヒデオは。

（…………）

　ヒデオは。

「……少し、待っていてください」

「え？　は、はい……」

　きょとんとする美奈子に背を向け、さも電話がかかってきましたと言わんばかりに携けい帯たい電話を取りだし、その場から少し離はなれる。

　そして耳に当てながら、さもそれとなく歩いてさらに距きよ離りを置き。

　口パクをしながら、さらにさらに距離を置き。

（……。）

　あるところから、猛もう然ぜんとダッシュした。

「……っは!?　逃にげたっ!?」

　最初に気付いた慶子の声に、みんな一いつ斉せいに追いかけてきた。




　　　　◆




　どさくさで姿を消したノアレが話しかけてくる。

〝また呆あきれるほど直接的な手段を取ったわね……〟

　世の中にはついていい噓うそもあれば、知らない方が幸せなこともある！

〝それはヒデオにとっての話でしょ〟

　そんなわけでヒデオは走りながらも、携帯から聞こえるコール音にまだかまだかと気持ちを逸はやらせる。

　あの人なら。

　あの人ならいたいけな男心というものを多分なんとなくわかってくれるに違ちがいない……！

《はいはいお待たせしました、葉多恵ちゃんですよー》

「川村ですが、葉多恵さんは今どちらに……！」

《はい？　部屋でメイツの改良品を試作しているところですけど》

　まだ諦あきらめてないのかこの人。

　いやそれはともかく、葉多恵はオフィスでのお茶ちや汲くみ以外に、あのアパートの管理人のような真ま似ねを那田から任せられていたはずだ。オフィスビルはほむらの縄なわ張ばりとか何とかで。

「葉多恵さん、アパートのマスターキーは持っていますか……!?」

《はいはい。それはまあ、一応管理人さんですから》

「では折り入ってお願いが！　時間がありません、僕の部屋から……！」

　電話をかけるフリ、という意表を突ついて距離を開けておいたため、後続との距離はいくらかある。電話の向こうの彼女のおかげで、足あし腰こしも幾いく分ぶん鍛きたえられているが……睡蓮辺りが本気になったら、まず逃げ切れまい。公園を抜ぬけて、遮しや蔽へい物の多い街中に戻もどり、なるべく細い路地を駆かけ抜けていく。

　事情を聞いた葉多恵は怪あやしげな笑い声を上げていた。

《……ふっふっふー。なるほどなるほど、男の子としての事情は察しましたよー。でもいいんですか、この葉多恵ちゃんにそんな大事な弱点を晒さらしてしまって》

「新型メイツ完成の暁あかつきには、実験台にもなる覚かく悟ご……！」

《はいはいー。今の会話、ばっちり録音しましたからねー。それではー、ふふっ♪》

　なんでこう、底が知れないんだろうこの人。

　とりあえず携帯を畳たたみ、走ることに集中する。これで捕つかまったとしても、最悪の場合の保険はかけることができた。

〝ヒデオ。あなたは今、我が身可愛かわいさに悪あく魔まに魂たましいを売ってしまったのよ。それがどれだけ矛む盾じゆんに満ちた行こう為いかわかる？〟

　知らん!!

　入り組んだ街並みのおかげで、とりあえず姿はくらますことができたものの……呼吸を落ち着けるため、ビルとビルの狭はざ間まにあるゴミ箱の陰かげに身を潜ひそめる。

　プランは二つ。

　一つはせっかく距離を置けたのだからこのまま逃げ切り、今日のことはなかったことにする。なかったことになるかどうかはともかく、時間が経たてば向こうの執しゆう念ねんも薄うすれ、千影も証しよう拠こを処分されたと諦めるだろう。そうなれば改めてシラを切り通す余地も生まれるというものだ。

　もう一つは、葉多恵のおかげでせっかく保険ができたのだ。今かかってきたのは実家からの聞かれたくない電話だったとかなんとか大ボラ吹ふいてそれとなく姿を現し、自信たっぷりにアパートへ戻り、美奈子の手料理のご相しよう伴ばんに与あずかる。みんなと一いつ緒しよにおいしく食べて大団円。

　……よし、これだ！

「美奈子さんは私から離れないで！　桃条さんと頸城さんはそちらの路地の捜そう索さくをお願いします！」

　少し離れたところから慶子の声が聞こえる。

「なるべく動き回ってホシを警けい戒かいさせ、足を止めさせてください！　いま本庁と所しよ轄かつに応おう援えんを要よう請せいしたので、一帯はじきに封ふう鎖さされるはずです！　こちらは警察です、近きん隣りん住民の皆みなさんは外出を控ひかえてください!!　不ふ審しん者を見かけた場合はただちに一一〇番へ通報をお願いします!!　現在この近くに非常に凶きよう悪あくな……!!」

　……。

〝一千万ニートを敵に回して悪魔に魂を売った結果がこれね。で、何が大団円ですって？〟

　ごめんなさい。

　しかし。しかし、このままゴミ箱の陰に隠かくれているところを発見されるのはうまくない。これ以上騒さわぎが大きくなる前に、もう罪を認めて自首した方が……と思ったとき、数人の足音が近付いてきた。

「ちょっとちょっと、なんでこんなときに凶悪犯なんて出てくるのよ……！」

「参ったな……こんな時間だ、見付かったらまず間違いなく僕たちも補導される」

　どうも高校生くらいのグループのようだ。

　しかしどこかで聞いたような声……。

「隊長さんたちに助けに来てもらおうか……？」

「だめよミズキチ、おじさんたちなんてモロに不審者丸出しじゃないの。ミイラ取りがミイラになっちゃうのがオチよ」

「やれやれ……天使ってのは、退たい屈くつだけは与あたえてくれないらしい」

　!!　世界観か!?

「!?　誰だれだ、そこにいるのは！」

　随ずい分ぶんと勘かんのいいナイトの声に、ヒデオはサングラス姿で颯さつ爽そうとゴミ箱の陰から立ち上がった。

「よく、見付けたものだ。さすがと言わざるを得まい」

「「「「魔ま眼がん!?」」」」

　驚おどろいたか。こんなときにこんなところで鉢はち合わせてしまうとは、もちろん自分も驚いた。

　先日、一応の会話はできたが……あんな別れ方をした後だ。四人が咄とつ嗟さに身構える。

「まあ、待て。こんな街中でドンパチもないだろう。そもそも君たちに対して敵意がないことは、前に説明したはずだ」

　丸まる腰ごしで戦う雰ふん囲い気きもないヒデオの言葉に、四人はそれぞれの顔を見合わせ構えを解くが、ナイトだけが険しい視線のまま問い詰つめてきた。

「……なぜこんなところにいる、魔眼。俺たちの後をつけていたとでも言うのか……」

「答える義理はない」

「ッ……！」

　まさかエ○ゲの存在を問い詰められた挙げ句、いま方々で走り回っている警官の捜さがしているホシが自分だなどとは夢にも思うまい。いや、是ぜ非ひ思わないで欲しい。

「君たちこそ。なぜ、こんなところに」

　リーダー格のメガネ……霧きり也やが答えた。

「……この先の公園に、特大の霊れいがいるという情報があった。それで……」

「ああ。それなら、ガセだ」

　四人がぱちくりと沈ちん黙もくした。

　特大の霊。という大おお雑ざつ把ぱな情報は、他ほかならぬ自分を誘おびき寄せるために心霊班がまいた噓うそ。もっともその情報がどのような経路で、彼らに漏もれたかも関心事じ項こうではあったが……。

　ポニーテールの美み野の里りが疑わしそうに口を尖とがらせる。

「どうしてそんなことが言えるのよ」

「同じ情報を得た僕たちが、先に確かく認にんしてきた。なんなら、君たちも行ってくればどうだ」

　そう言うと少年たちは、途と端たんに歯切れが悪くなった。表には警察がうろうろしている。時間はもう深夜。なんの理由があれ、見付かればいい顔はされないだろう。

　そのとき、しゅうっ、と何かのすれる音と、直後に身軽な足音が聞こえた。真横に人ひと影かげ。

「ホールドアップ」

　くぐもった声。銃じゆう口こうをこめかみに当てられ、ヒデオは両手を上げた。慎しん重ちようにそちらへ視線を向けると、サブマシンガンを構えたガスマスク。ビルの壁へき面めんにはロープが一本。四階はあるビルの屋上から、一息に降りてきたらしい。

「おおー……。おじさん、ちょっとかっこいいじゃない……」

「お兄さんはすごくかっこいいんだ。それはともかく……、レイス目当てのはずが妙みような獲え物ものが引っかかったな。どうする？」

　すたっ、とガスマスクよりもさらに軽い着地音。

「ほーるどあっぷ」

　ロープすら使わずに高空から舞まい降りた睡蓮の薙刀なぎなたが、ガスマスクの真横からその喉のど笛ぶえにあてがわれる。

「ほーるどあっぷです。両手を上げなさい」

「俺の指はまだ引き金にかかってるぞ」

「自分の命より他人の命が大切ですか」

「お嬢じようちゃんに人が殺せるのか？」

「お前も一いつ端ぱしの悪党なら、わたくしの目を見て判断したらどうです」

　そんな鬼き気き迫せまるやりとりの最中に美奈子と千影たちが到とう着ちやくし、状じよう況きようを見て絶句した。

「ちょっと……どうなってるんですかこれ……!?」

　ガスマスクはバンザイしたヒデオの頭を、そのガスマスクの喉元を睡蓮の薙刀が。

　しかし路地自体は、大人三人が横に並べるかどうかといった程度のもの。向こうにフォースが四人。こちらに美奈子たち四人だが、その間に人ひと質じちの取り合いのような厄やつ介かいな三角関係ができあがっている。

「どうやらヒデオはこの者たちの動きに気付き、あの場を離はなれたようです」

（……。）

　少し待っていてくれと電話を取る。

　その場を離れる……。

　電話越ごしに何かに気付いた自分は、咄嗟にあの場を離れた！

　そして名護屋河先せん輩ぱいが女め神がみに見える!!

「……その、通りです。このような火器武装した相手では、あなた方は丸腰同然……。かと言って事情を話したのでは、警察としての正義感から、放ほうっておいてもくれなかったでしょう」

　美奈子がかぶりを振ふった。

「な……、そんな、だからってヒデオさんがそんな危険な目に！　あなたたちは一体何者」

　その美奈子の声を搔かき消すような声量で、慶子が怒ど鳴なった。

「こら!!　高校生たち、この辺じゃ見ない制服ね!?　学校と名前は!?」

　フォースの四人がビクリとする。

　あれだけの能力を持った彼らであっても、こういう直接的な現実を突つき付けられるのは弱いらしい。警察官の詰きつ問もんに、たじたじと仲間同士の顔を見合わせるばかり。

「そこのあんたも!!」

　？
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「な……なに？　俺か？」

　明らかに自分を一いつ緒しよくたにされたことに、ガスマスクが困こん惑わくした声を出す。

「その子たちの仲間でしょ！　ふざけた格好して、ゲームごっこのつもり!?　モデルガンは人に向けるもんじゃないわよ!!　学校と学年、名前!!」

（……）

　この平和な日本のことだ。フル装備のベテラン兵士が実銃持ってうろついているとは、通常考えられることではない。これが派手なスーツで安物のピストル片手なら、まだ説得力もあろうものを……ガスマスクまでしていたのでは、常識人が見たらやはりコスプレでしかない。

「俺の声がガキに聞こえるかおい!?」

　彼にもプロとしての美学やプライドがあるらしく、甚はなはだしい勘かん違ちがいに慶子に気を取られた瞬しゆん間かん。

「岡丸!!」

〝承知でござる!!〟

　一瞬の隙すきを突き、日本刀ほどの長さに変じた美奈子の十手が、ガスマスクの手にするサブマシンガンを真上に払はらい上げる。だが手放させるには至らなかった。ヒデオは身を捻ひねって美奈子たちの方へ一歩下がるが、銃口がずれた瞬間には、ガスマスクは素す早ばやくサイドアーム……ホルスターから大型拳銃を抜ぬき出し、サブマシンガンとピストルの二丁ちよう態勢に変じて睡すい蓮れんと向かい合っていた。拳銃は睡蓮の眉み間けんに、サブマシンガンはヒデオたち集団の方に。

　初めて出会った公園、先日の山小屋での里さと八やとの格かく闘とう、そしてまた先の気配もないラペリング降下と、この今の危機回かい避ひ能力。エリーゼ興業の傭よう兵へいたちも、ここまでこなれた動きだっただろうか。地下にいた頃ころ、あの大たい佐さの体たい捌さばきも何度となく目にしたことがあったが……このガスマスクの方が、若い分だけより俊しゆん敏びんにも見える。

　ナリはふざけていても、やはり本物ということだ。

　じり、と睡蓮が詰つめ寄ると、じり、とガスマスクが後あと退じさる。

　慶子が呼んだという応おう援えんだろう、賑にぎやかなサイレンの音が、遠方から多数聞こえてきていた。隠おん密みつを旨むねとする彼らは、包囲されればそれまでだ。

「……おいボーイスカウト、なんとかしろ。このままじゃ一いち網もう打だ尽じん……」

　ナイトたちはひそひそと小声で話し合っている。

「？　おい、聞いてんのか。お前らのチカラでだな……」

　何やら話がまとまったらしく、少年たちは四人で頷うなずき合う。すると突とつ然ぜん美野里が、ガスマスクを指差し泣き出した。

「私たち、塾じゆくの帰りにこのおじさんに脅おどされたんです～！」

　その美野里に脇わき腹ばらを肘ひじで突かれ、リボン付きの水みず姫きはあたふたと言う。

「え、えっと……おじさんは、隊長さんだぞ～……！　とかなんとか言ってて……」

　霧也が優等生っぽさ満点の雰ふん囲い気きで説明する。

「その……下手に刺し激げきすると、どうなるかわからなかったものですから」

　最後にナイトが言った。

「人は誰だれでも、心の奥底に闇やみを抱かかえながら生きているものさ」

　そして高校生たちはもう一度みんなで頷き、ガスマスクを指差す。

「「「「不ふ審しん者です」」」」

「……。」

　ガスマスクをしていても、その下の表情がどんなだったかは想像に容易たやすかった。

「ファアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアックっっっ!!　てめえら裏切りやがったなッ!?」

　知りません知りません、誰ですかあなた、近寄らないでください近寄らないでくださいと冷たく首を横に振ふる高校生たち。

　慶子がジャラと手て錠じようを持ち出す。

「さあ、話は署で聞きましょうか」

「……」

「さあ！」

「……Ｉ　ｃａｎ　ｎｏｔ　ｓｐｅａｋ　Ｊａｐａｎｅｓｅ。ワタシニホンゴワカリマセーン」

　思いっきり流りゆう暢ちようなネイティブの発音と、外国人にしか出せないカタコトの日本語なのだが……やはりガスマスクを付けていて見た目が伴ともなわないので、いまいち説得力がない。

「さっきまで思いっきり喋しやべってたじゃないの!!」

「知るかボケぇこのファッキンども！　覚えてろこんちくしょう!!」

　フォースの四人を押し退のけるようにして、プロの傭兵は逃にげ出してしまった。

「あ、こら待ちなさい!!　待てぇ!!」

「ちょっと、関さん！　一人じゃ危険です、本官も……！」

　慶子と美奈子がそれを追いかけていってしまった。

　残るは……。

「ええーと……じゃああたしたちもこれで！」

　美野里の声を合図にしたように、高校生たちも一目散に逃げてしまった。

　まあ……結果オーライか。

「……よかったのですか、ヒデオ」

　呼ばれ、睡蓮を振り返る。

「お前が気付いて、お前が追っていたのではないのですか」

　ああ。表向きは……そうなっているのだった。この睡蓮のおかげで。

「いや……いずれまた。会う機会も、あるだろう」

「そうですか。しかし、誰からの電話だったのです。誰でも構いませんが、連中のあじとでも摑つかめないものなのですか」

「それは。その。まあ、今回はたまたまだったというだけであり」

　当然だが、よくわからないような表情で千影が言う。

「……結局なんだったの、あれ。あなたたちの知り合い？」

「知り合いというか……、まあ、そんなわけで」

「なに？」

　ヒデオは声を潜ひそめ、つい、正直な気持ちで言った。

「いい加減、諦あきらめてください」

「いいわよ別に。肝かん心じんの北大路さんはどこかに行っちゃったし、それなのに暴あばいても面おも白しろみがないもの」

　……。

　やっぱり確信犯かコイツ。

「というか……彼女じゃないの？」

「……何が、ですか」

「だから、彼女と付き合ってるんじゃないの？　あなた」

「いえ、まったく」

　くたっ、と千影が項うな垂だれ、片手で顔を覆おおった。

「それじゃあ彼女の目の前で証しよう拠こ品を押おう収しゆうしても全くなんにも面白くないじゃないのよ馬ば鹿からしい……紛まぎらわしい……徒労だわ……」

「……君」

　クールな様相は影を潜め、疲つかれた表情を上げる千影。

「なによ」

「性格が、悪すぎませんか」

「そう？　雨降って地が固まることもあるわよ。そんなことで別れるようなら、そもそもその程度の関係ってことでしょ。私がやっているのは可愛かわいい悪戯いたずらよ」

　なかなか難しい哲てつ学がくに、そういったこととは無む縁えんなヒデオはぐったり肩かたを落とす。

　とりあえずはうやむやの内に一難去ったので、千影たちとも別れ、睡蓮とクルマに向かうことにした。

　不審者としてすげ替かえられた上にフォースからも見限られたガスマスクには、ありがとうごめんなさいとしか言う他ほかない。捕つかまって欲しいような、捕まったら可哀かわい想そうなような、複雑な心境であった。

「しかし」

　駐ちゆう車しや場への道すがら、睡蓮が唐とう突とつに言った。

「度胸だけは大したものですね、お前は」

「……」

「公園で連中に囲まれたときもそうでしたが、ああして生殺与よ奪だつを握にぎられた上で平素でいられるのは、並なみ大たい抵ていの胆たん力りよくではありません」

　そうだろうか。

　別に、度胸なんてあった覚えがない。勇気を振ふり絞しぼった覚えもない。

「それはたぶん……、現実味が。ないからかと」

「現実味？」

「カミさまにせよ、傭よう兵へいにせよ、そしてさっきの銃じゆうにせよ……映画か何かの中の話みたいだ」

　平和すぎる、この現代日本という括くくりの中では。危機というものは物語の中では消費し尽つくされているにせよ、リアルではない。あまりに希き薄はくなのだ。不良に絡からまれたり、部屋の証拠物件を暴かれたりする方が、よほど容易にその後を想像できて身がすくむ。

　自分が死ぬところは想像できないが、誰だれかが傷付いたり、いなくなったりする光景を思い浮うかべるのは簡単だ。

　そんな自分本位な感覚なのかも知れない。

「では、少し思いを改めなさい。次から何かに気付いたときは、わたくしにも一声かけてから行くように」

　痛み入る。

「それは……、確かに。申し訳なかったと」

「わたくしは殺すことには慣れていますが、助けることには不慣れです。次も、今日のようにうまくいくとは限りません」

　ヒデオは小さく頷うなずいた。

「ありがとう」

「何がです。お前を助けたのはわたくしではなく、あの警官でしょう」

「いや……それでも。いろいろと」

　名護屋河先せん輩ぱいのことは、これからもっと敬っていくことにしよう。勘かん違ちがいではあるが、単身敵に向かっていく程度に気き概がいのあるやつだと……買ってくれているのだから。その期待を裏切らないよう、もっとしっかりしようと思う。




　　　　⑤




「……ワッペンに犬の顔三つ……そうです。ええ……間違いありません。わかりました、詳くわしくは書類の形で報告を上げます……はい、それでは」

　電話の向こうは本部長だろう。妙みように真面目まじめな顔で通話を終えた頸城が、携けい帯たいを懐ふところに収めて小さく溜ため息いきをつく。千影は愛車にもたれかかって、キーを弄もてあそびながらそんな様子を眺ながめていた。

「私も思ったんだけど……あれ、高校生の変装なんかじゃないでしょう。動きが普ふ通つうじゃなかったわ。何者？　有名人？」

「まだ裏が取れたわけじゃないよ」

　頸城には言うつもりがないようなので、千影はそれ以上深くは突つっ込まずにクルマに乗り込んだ。

　思い出したような口調で頸城が呟つぶやく。

「ただ……そうだね」

「なに？」

「もしあいつらが関かかわっていたとしたら、ロッジの爆ばく破は事件……不思議でもなんでもない。宮く内ない庁の彼らは、とんでもないものを敵に回しているかも知れない。仕し事ごと柄がら付き合いがあるのなら、桃条さんも注意した方がいい」

　仕事以外はいつも取って付けたような笑顔えがおでへらへらとしている彼が、珍めずらしくそんな言葉を口にする。

「じゃあ一つだけ聞かせて」

　頸城は「あいつら」と言った。つまり単独一人の殺し屋か何かではない。そしてワッペン付き。部隊章だ。どこかの国の特とく殊しゆ部隊なら、それを特定されるようなものは身に付けまい。となれば傭兵部隊。そう思ってカマをかけた。

「具体的にはともかく……木き島じま連隊とどっちがヤバイのかしら」

「……同等、としか言えないかな。今のところは」

「そう」

　そしていつもの彼の笑顔に戻もどった。どこか嬉うれしそうな、なのに壊こわれたような。

「なんの理由かはともかく、傭兵部隊なんてものを入国させた時点で負けは確定しているのさ。この日本という国はね」

「同感ね。そして神しん霊れい班が関わっているなら、あの傭兵もオカルト絡がらみであることを祈いのるばかりよ」

「……どういうことだい？」

「最悪、私たちが出られる目もあるということだから」

　わずかの間。

「……そう言えば桃条さん、内調の方はアルバイトって言ってたけど、本職は？」

「あなたこそ、オカルトは畑違いって言ってたけど専門は？」

　そうしてまた、少しの沈ちん黙もく。

「確かに、それもそうだ」

「ええ。そういうことでいいでしょ」
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　翌日。の、夜。

「そんなわけで、昨夜ご迷めい惑わくをかけたお詫わびと言ってはなんですが……」

「はあ……、それは。どうも」

　ヒデオのアパートに、大量の食材を買い込んだ美奈子がやってきて、手料理を作ってくれた。慶子の方も一いつ緒しよに、わざわざ菓か子し折おり一つ持ってきてくれた。今日は二人とも私服のスーツ姿である。

　不ふ審しん者は結果的にいたにせよ、高校生相手にいきなり機動隊の出動を要よう請せいしたのはやり過ぎだとか何とか始末書を書かされ、二人で謝りに行けとこっぴどく怒おこられたらしい。

　ヒデオとしては三人の先輩がこちらに来てからというもの、こうして夜に暇ひまな日も増え、有り難がたい話である。

「それでは、結局。あのガスマスクは……」

「目下逃とう亡ぼう中よ。ほんっと最近の子供ときたら、逃にげ足だけは速いんだから……」

　慶子が憤いきどおった様子でグラスを傾かたむける。

　ヒデオも彼の素す顔がおを見たわけではないが……少なくとも、高校生、ではないと思う。

「まあまあ慶子さん、本官もあのときはすっかり動転しちゃいましたけど、子供の悪戯いたずらならそれに越こしたことはないわけで……」

　今回はまだ、その事実は伏ふせられることになった。

　恐おそらくあの隊長の腕うでなら、あの状じよう況きようからでも何らかの手段は講じることができただろう。それをしなかったのは、やはり存在の隠いん蔽ぺいのためと考えるのが妥だ当とう。

　あそこで発はつ砲ぽうしたとなればその瞬しゆん間かん警察の全すべてが敵になり、以後の行動が著いちじるしく制限されることになるだろうが……不審者の悪戯であるうちは、このように済んでしまうのだ。戦せん闘とうの身のこなしもさることながら、隊長だけあってその辺りの打算もできているに違ちがいない。

　強敵と言うべきだろう。

　だが……本当に敵である必要はあるのだろうか。少なくとも、少年たちとは和解の目がありそうだった。傭よう兵へいたちだって、傭やとわれの身であれば雇やとっている人間がいるということ。雇い主の意志さえ変われば、彼らとも戦う理由はなくなるはず……。どうにかして今度は、そのクライアントと接せつ触しよくはできないものか。

「ヒデオさん？」

　美奈子の声に、意識を引き戻す。

「あの……、お口に合いませんでしたか？　それとも、何か嫌きらいなものでも……」

「いえ。そんな、とんでもない」

　遠えん慮りよしていると思われるのも悪いので、勢いよく食べ始める。普ふ段だんが出来合いのものばかりだと、ただ手料理というだけで食が進む。

　……メイツは別にして。

　チャイムが鳴ったのはそのときだった。少し席を外し、玄げん関かんへ赴おもむく。

「どうもどうもー。おや、来客中でしたか？」

「お気になさらずに。警察庁の方の、心霊班の方々です」

「ああ、それはそれは。いえ、簡単な用件なんですが……例のコレ、いつまで預かっていればいいものかと」

「！」

　両手にしているのは、昨日、持ち出してもらった証しよう拠こ物件数本。

「い……いや、それは。今はさすがに、その」

　やりとりから何やら怪あやしい気配を嗅かぎ付けた二人の官憲が、ものすごい勢いで狭せまい廊ろう下かをやってくる。

「「警察の者です!!」」

「は、はい」

　と突つき付けられた警察手帳に目を丸める葉多恵。輝かがやかしいソフ倫りんマークを見やった慶子が、葉多恵に確かく認にんする。

「これらは、あなたが彼から預かったもので間違いありませんね？」

「えー、はい。昨夜いきなり電話を受けまして……まあ、何やら押おう収しゆうされるとコトなような話でしたので、隣りん人じんのよしみと言いますか……」

「はい、容疑者確保！」

　がちゃん！　と、慶子の手によって本気で冷たい手て錠じようをかけられる。

　そして手錠よりも冷たい目で振ふり返った美奈子が言った。

「ヒデオさん、正座してください。いつか道を踏ふみ外してしまう前に、現実と非現実の区別について、本官が一晩かけてよくよく説教くれてあげますので。関さんはカツ丼どんの出前をお願いします」

「了りよう解かいです。二次元愛好癖へき症しよう、虚きよ偽ぎの証言、隣人女性へのセクハラまがいの証拠物件の押し付け……いやあ川村さん、こりゃ長い夜になりそうだわねえ」

（……。）

　ドナドナと奥に引きずられていくヒデオを見ながら、うるうるとした目元をハンカチで押さえた葉多恵が言う。

「ああ、ヒデオさん、いい人だったのに……たまにはメイツの差し入れに訪おとずれますので、どうかお元気で……」

　ハンカチひらひら。

「わざとでしょ……」

　忽こつ然ぜんと姿を現したノアレに、葉多恵はケロリと笑った。

「おやおや、そんな滅めつ相そうもない。預かってくれとは言われましたが、誰だれの目から隠かくしたいのかまでは聞いていませんでしたからねー。尋じん問もんに次ぐ尋問、心身共に疲つかれ果てたところに温かい[image: ]ニユーメイツを押し込めば、さすがのヒデオさんも虜とりこになってくれるに違いない……ふふふ」

「大たい概がいねえ、あなたも……」

　ノアレが肩かたをすくめる。




　美奈子の説教は、本気で夜明けまで行われたのだった。







[image: 彼と彼氏と彼女の事情]
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　埠ふ頭とう。

　アクアリウムⅡ世号から見れば麓ふもとのような堤てい防ぼうの隅すみに、釣つり人びとが一人。ビールケースをひっくり返した上に腰こしを下ろし、キリキリとリールを巻いては、釣り針ばりに餌えさが残っているのを確認し、また投げる。

　そこに女が一人。

「……何してるの、ヤンキー？」

「見りゃわかるだろクラウツ。釣りだよ、釣り」

　女の方はそういうのを聞いたのではなかった。男はビーチサンダル、デニムのハーフパンツにアロハシャツを着てストローハットを被かぶっているのだが、釣りをするのに、なぜガスマスクが必要なのかが不思議なのだった。

　ただし口の先に吸収缶かんは付いておらず、ぽっかり開いた穴にはスルメの切れ端はしが刺ささり、もごもごと上下している。

　ちら、と傍かたわらの女を顧かえりみたそのガスマスクも同じようなことを言った。

「……お前こそ何してるんだ」

　記き憶おくにある限りいつも武装ＳＳの格好をしている女が、今日は珍めずらしく涼すずしげな色合いをしていた。薄うす手でのロングスカートとブラウス、カーディガン。そしてさもアクセサリーですと言い張るような鉄十字のペンダントと、頭の上には旧ドイツ軍のヘルメット。

「え？　あたし？　あたしはほら、お出で掛かけするから。いぇいいぇい」

　マックルイェーガー・ライネル・ベルフ・スツカ。長いのでマックルと呼んでいる、瞳ひとみも髪かみも鉛なまり色した女が愛想よく笑う。

　女は格好を見せ付けるように両手を腰に当て、海に向かって自信たっぷりに言った。

「要するにほら。あれ。ＯＤＡってやつ」

「それを言うならＰＤＡじゃなかったか」

「二人が言いたいのはＴＰＯのことですか」

　やってきたのはスラックスに半はん袖そでシャツの副長だった。

「「わかってるってジョンブル」」

　心外と言わんばかりの二人の言葉に、副長は肩をすくめる。

　傍らのクーラーボックスに釣ちよう果かはまだなく、数本の缶ビールだけが氷に埋うもれるように日ひ射ざしに汗あせを搔かいていた。そしてガスマスクの口元から生えたようなスルメだけが、もごもごと上下している。

　キリキリと釣り上げたのはゴム手て袋ぶくろ。

「……いいんだよ。こうやって海を綺き麗れいにしてるんだよ。いま流は行やりのエコロジーなんだよファック」

　誰だれも何も言っていないのだが、ガスマスクは一人そんな言葉を吐はき捨て、生気のない獲え物ものを横に投げ捨て、新たな餌を付け直す。再び針を投げ、缶ビールをすする。

　慣れたもので、缶ビールの口には太めのストローが刺さっており、スルメと入れ替かわりのようにマスクの横から飲むのだった。

「で、お前らどこに出掛けてくるって？」

「出掛けるのは彼女だけです」

　副長はそう言って備品の報告書をガスマスクに差し出す。

「え～。何よぅ～。みんなで一いつ緒しよにお出掛けしましょうよぅ～。どうせあなたたちも暇ひまなんでしょ」

「俺は東京湾わん清せい掃そうプロジェクトに忙いそがし……ファーック!!」

　釣り上げた長なが靴ぐつを、傍らに投げ捨てる。そろそろガラクタの山ができあがりつつあった。

「ファッキンジャップ!!　海汚よごしすぎだクソシツトが!!　あーもうやめだやめ。んで、どこ行くって？」

「うん、うん。ま、せっかく日本に来たんだし、観光でもしようかなって。アキハバラ、だっけ。アジア一の電気街」

[image: ]

「そうか。俺は帰って寝ねる」

　マックルが口を尖とがらせた。

「そんなだからミノリにオジサンって呼ばれるのよ？」

「あんな人間しかいねぇようなとこ見て何が面おも白しろいってんだ。だったらボーイスカウトたちと行ってこい」

　竿さおを畳たたみクーラーボックスの蓋ふたを閉めていると、副長が答えた。

「今日は平日です。彼らは学校じゃないんですか」

「そんなもん俺が知るか」

「もう、わかったわよぅ。あたし一人で行ってくるから」

　どん、とスクーターが降ってきた。地上三十センチほどの低空から。

「「……」」

　ガスマスクは副長と共に絶句する。

「どう、どう。黄色で可愛かわいいでしょあたしのツンダップ。じゃ、そういうわけで」

　彼女の性格を表すような陽気な黄色いスクーターは、彼女を乗せて白はく煙えん残し去っていった。

「……今のはどういう手品だ」

「さあ。自分にはなんとも」

　男二人が肩かたをすくめる。
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　たまの休日。

　とはいえ平日の休きゆう暇かなど遊びに誘さそう相手もなく。

「そう？　試ためしに誰かに電話してみればいいじゃない」

　君と違ちがっていい大人はみんな真面目まじめに働いているのです。電話して断られたら得も言われぬほど寂さびしくなるとかではなく。

「鈴すず蘭らんとか貴たか瀬せとか、明らかに暇人でしょうに」

　だから、たまの休日をハリウッドアクションさながらに過ごす謂いわれはない。

　そんなわけで身支じ度たくを済ませたヒデオはアパートを出た。

〝つまーんなーい……〟

　強い日射しを避さけるように、ノアレの姿がどこぞへと搔き消える。

　そう。もう夏である。

　見上げても東京の空、田舎いなかほど突つき抜ぬけるように青くはない。薄うすぼんやりとした、それでも眩まぶしい空の下。道路のアスファルト、ビル群のコンクリートからの照り返しにももう慣れた。

〝ちょっとくらい日焼けしたら？　海とか〟

「一人で、行って。どうしろと。目に付いた端はしから、カップルにテロ行こう為いを仕し掛かけろとでも言うつもりか」

〝あら、面白そうじゃない。江えノ島しまとか行きましょうよ。ヒデオが望むなら手伝うわよ？〟

　そんな場所へ行った暁あかつきには、本気で負のオーラが噴ふき出しそうで困る。

　かと言って東京近辺の海水浴場なんて知らない。睡すい蓮れんと東京湾のあちこちを回ったが、あらかた堤てい防ぼうというイメージしかない。

〝そう言えばお盆ぼんはどうするの？　実家には帰らないの？〟

「勘かん当どうされた身に、何を」

　そんな他愛たわいのない会話を繰くり返しつつ、地下鉄に乗り、平日も休日もないような雑ざつ踏とうの駅に降り立つ。

　今や東京でも有数の観光スポットとなった秋あき葉は原ばら。私服も、スーツ姿も、外国人も。人は多いが、それでも渋しぶ谷やや新宿辺りよりは、自分寄りな気配の若者が多いので、居たたまれない感が少なく心ここ地ちよい。

　ところが、珍めずらしくノアレの不服そうな声がする。

〝……やな感じ〟

　何が？

〝昔の、もっとアナーキーでアングラな雰ふん囲い気きの方が良かったわ。バッタ品に偽にせブランドに海かい賊ぞく版ばんに、そういう露ろ店てんがごろごろ幅はばを利きかせてて……〟

　闇やみの精せい霊れいには、そんなアンダーグラウンドでダークサイドな頃ころの記き憶おくが心地よかったのだろう。

〝……で、何か買うの？〟

　なんだかんだで、はや数ヶ月もお役所勤めである。別に外食もしないし、洋服代もほとんどかけない、晩ばん酌しやくもしない。お給料もいくらか貯たまったので、先からの懸けん案あん事じ項こうである自転車を買おうと思ったのだった。

　今は家電屋でお酒や自転車が買えるというよくわからない世の中なのである。

〝自転車？　貴瀬からあんないい自動車もらったじゃない〟

　遠出ならそれでも仕方ないが、あんな燃費の悪いものを徒歩でも通える距きよ離りの通勤に持ち出したくはない。

〝そう。エコロジーですこと〟

　と、なんだか肩をすくめるような仕草を感じた。

　そうしてヒデオがやってきたのは割と新しくできたらしい、ビル一つ丸ごと家電屋というバシバシカメラ・マルチメディアＡＫＢ。そもそも店名はどう見てもカメラ屋なのに主力商品が家電でマルチメディアでなぜか自転車もスポーツ用品も扱っ……。

〝文句があるなら来なければいいじゃない〟

　ごもっとも、とヒデオは素す直なおに頷うなずきつつ、店に入りエスカレーターへ向かった。
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（……）

　電動アシスト自転車が主力商品な辺りに、電気屋は電気屋なのだと妙みように納なつ得とくした。

　それはそれとして、急な坂道があるわけでもなく、スーパーでカゴいっぱいに買い物するわけでもない。普ふ通つうの自転車でよいのだ。あまり高級品な必要もないし、スポーティーでなくてもいい。ふらっとコンビニにも行ける、いわゆるママチャリで充じゆう分ぶん。メーカーとかよく知らないが、ブリヂストンとか聞いたことのある名前ならまあ妥だ当とうではなかろうか。

（……）

　近くに店員はいない。

　他ほかのお客さんに商品説明をしているようだ。

　まああれか。

　邪じや魔まをするのも悪いし。

　というか。

　うん。

　そんな有名なメーカーのリーズナブルな自転車ならここでなくてもホームセンターでも売ってるだろうし、そんなに欲しければインターネットでも注文できるだろうし、無理に店員さんに声をかけなければならない謂いわれはないし、なければ明日あした死ぬというものでもないし、今までだって充分徒歩で通勤していたわけで、店員さんも忙いそがしそうなんだから、今日のところは現物見れたってだけでまあいいんじゃないでしょうか。

　さーて……帰ろうかな。

〝何しに来たのよ……〟

　店員さんが忙しそうなので、そこは社会人の気き遣づかいというか。

〝……私が出ていって店員を呼んでこいとかそういう話？〟

　小学生に店員を呼んでもらうほど落ちぶれた覚えはない。

〝……〟

　覚えはないんだ。いいか。そもそもカメラ屋にしたってバシバシだけということはなく、ヴィッグカメラという選せん択たく肢しもある。ならば他店てん舗ぽを見て回った上で価格を検討する権利や自由くらいあってしかるべきだとは思わないか。

〝なんか昨夜インターネットで熱心に見てたけど、事前に調べた上でここにしたんじゃなかったの？　ハカク．ｃｏｍだっけ〟

　完全に読まれていた。

〝ヒキコモリかヒトミシリか知らないけど、難なん儀ぎなものねぇ……っと〟

　不意に、ノアレが喋しやべるのをやめた。

　人の気配を感じたヒデオが横を向くと。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「っ……」

　すぐ側そばに、女が立っていた。やや暗い色の銀ぎん髪ぱつと、同じ色の瞳ひとみがどこか神秘的で印象的な、外国人らしき女性。そしてなぜか大戦中の兵隊のようなヘルメットを被かぶっているのが、印象以上にインパクトがあった。

「あ。いえ。まあ」

「うん、うん。難しそうな顔してたから具合が悪いのかと思ったけど。察するにこの自転車を買おうかどうか迷ってた感じ？」

　随ずい分ぶんと気さくに、親しげに。

「あ、そういえば、ね、ね、知ってる？　昔の日本には、なんだっけ。ジルバラッド？　銀輪部隊なんてカッコイイ部隊があったのよね！」

　屈くつ託たくもなく人好きのする笑顔えがおでよく喋る。

　いやしかし銀輪部隊？　え？

　そうこうするうち、他の接客が終わった店員がやってきた。目を付けていた自転車を勧すすめられるまま購こう入にゆうしたヒデオは、レジでお金を払はらい、届け先の伝票を書いたのだった。

　成り行きではあったが、結果オーライである。

「その。どうも」

「え？　何が？」

　ヘルメットの彼女はニコニコと笑っている。確かに端はたから見れば何がどうもかという話ではあるが、いつものように散々悩なやんだ挙げ句結局買わない状じよう況きようを脱だつしたのは彼女のおかげ。

　自転車売り場を出たところで、その彼女が言った。

「ところでここ、なんてとこ？」

「？　ここは、バシバシ……」

「いやいや。そうじゃなくて。えーと、通りの名前とか、番地とか」

　彼女がポケットに差していた観光ガイドと、目的地らしい住所を記したメモを取り出す。

　ヒデオ自身、そんなしょっちゅう秋葉原を訪れるわけではなかったが、外国人観光客よりはと地図とメモとを見比べる。

「……これなら。駅の、向こう側かと」

「あー、うーん、そっかー。反対方向に来ちゃったわけね」

「よかったら。案内、しますが」

　自転車を買えた恩もある、と自然と口にした言葉だったが、言ってから、これではまるでナンパではないかと気付き冷や汗あせ半分。

「あ、ほんと？　じゃあ行きましょうか」

　意外にも、笑顔の彼女はあっさりと頷うなずいた。
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「いやー、本当はもうちょっと詳くわしい仲間と一いつ緒しよに来るはずだったんだけどね。東京湾わん清せい掃そうプロジェクトがどうとか言ってて、これだからアミーは全く……」

　日ひ射ざしは強い。

　しかし日焼け避よけのための帽ぼう子しとしては、明らかに軍用っぽいヘルメットというのはどうなんだろう。コスプレにしては、衣服はまともだし。ペンダントからして、ファッションの一種……例えば何かのバンドの影えい響きようとか？

「あ、そういえば自己紹しよう介かいがまだだったわね。あたし、マックルイェーガー・ライネル・ベルフ・スツカ。長いからマックルイェーガーでも、マックルでもいいわよ」

「これは、どうも。僕は、川かわ村むらヒデオと、言います。ヒデオで」

　当然のことながら、名前からしても外国人のようだ。ヘルメットは少し妙みようだが、一回聞いただけでは覚え切れない長い名前、貴族とか、そういういいところのお嬢じよう様さまなのだろうか。

　……以前会った錬れん金きん術じゆつ師しの少女も、確かそんな感じだったし。

　家電屋やＤＶＤショップの呼び込みやら、メイド喫きつ茶さの看板持ちやら、またはよくあるティッシュ配りやら。賑にぎやかな雑ざつ踏とう縫ぬい縫ぬい、歩いていく。交差点を幾いくつか進み角を曲がると、彼女の目的らしいお店が見えてきた。

　店の入り口からして迷めい彩さい服なんかが置いてあり、中に入るとエアガンやらモデルガンやら。てっきり店を間ま違ちがえたかと思ったが。

「おー！　おおぉー！」

　無む邪じや気きに目を輝かがやかせるその喜び様を見ると、どうやらこのミリタリーショップで合っているらしい。

「うん、うん。すごいわね！　へー、すごくリアル！」

　マックルはショーケースに並ぶエアガンを見て、目をきらきらさせていた。店員を呼ぶと気に入った端はしから持ってみたり、ライフルを構えてみたり、スコープを覗のぞいてみたり。

「こちらはブローバックの商品になってますから、撃うち応ごたえも……」

「え、ブローバック？　オモチャなのにスライドも……」

　ショーケースのものではないが、試射のためのも何種類か用意してあるとのことで、二階のシューティングレンジにまで通される。

〝置いてけぼりね、ヒデオ〟

　いいじゃないか、日本の良い印象を持って帰国してもらえればそれで。彼女は喜んでいるのだし。

「うん、うん。楽しいわね、コレ！　眺ながめるだけじゃなくてちゃんと撃てるっていうのがまた……」

　マックルは店員や、コアなミリタリーファンだろう他の客らが感心するほど様になった姿でハンドガンを構え、十数メートル先の的にＢＢ弾だんを撃ち放っている。

　ロシアやアメリカには観光客向けに実じつ銃じゆうを撃たせてくれる施し設せつがあると聞くが、案外、この彼女もそんな気分なのかもしれない。

　例えば銃じゆう犯はん罪ざいなどが起きやすいアメリカなどは、防犯上の観点からあまりに外観のリアルなモデルガンはオモチャとして流通できないらしい。先日美み奈な子こたちがガスマスクの得物をオモチャと勘かん違ちがいしたのと、正反対の状況が起きかねないからだろう。

　そんな外観はもちろんのこと、一発撃つたびにスライドが後退し、さながらのショックを手の平に伝える。一いつ般ぱんに実銃の流通が許されない、平和な日本社会ならではの真に迫せまるオモチャである。

「ね、ね。ヒデオはハンドガンだったらどれが好き？」

　一階店てん舗ぽ部分に戻もどって来るなり、マックルに突とつ拍ぴよう子しもない質問をされた。中学生の一時期、友人らとはそんな話題で盛り上がったような気もするが、そう詳しいわけでもない。

「……。まあ。その。ベレッタ、等」

「うん、うん。やっぱりハンドガンって言ったらベレッタ、ガバメント、トカレフが世界基準よね！」

　そうなのだろうか。よく知らないが。

「じゃあ、これにしようかしら！　ワンポイントが付いててカワイイし！」

　端はたから聞けばまるで靴くつ下したでも選ぶような声でマックルが選んだのは、サムライエッジの名前で有名なゲームタイアップ商品のベレッタであった。

（……）

　エアガンの値段なんて気にしたこともなかったが、結構、お高かった。
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「ほんとはあれもこれも欲しかったんだけど、もうちょっと見て回りたいしね！」

　あれもこれも。

　そのクラスのエアガン二、三丁ちようで、自分が注文したような自転車が買えてしまうのだが、結構裕ゆう福ふくなのだろうか。それとも役所勤めの割に自分の給金が安いのだろうか。

「ヒデオはまだヒマ？　もうちょっと一緒に見て回りましょうよ」

　ミリタリーショップを出て、エアガンの入った袋ふくろを片手にマックルは上じよう機き嫌げんだった。こんな笑顔えがおで誘さそわれたなら、たとえ睡蓮に今すぐ呼び出しを受けたところで自分は携けい帯たいを即そく切りすることだろう。

〝葉は多た恵えなんかいつもこんな感じで笑ってるじゃない〟

　イロモノは除外する。

〝……〟

「ん？　どうしたの、ヒデオ」

「いえ、何も」

　そのとき電話がかかってきた。

《もしもし、ヒデオですか。わたくしです。姉上のところまで少し運転手を》

「忙いそがしいので」

　クッと力を込こめてボタンを押し、通話を切った。

〝……本気ね、ヒデオ！〟

　わたくしわたくし詐さ欺ぎなどに騙だまされない、そんな強い自分でありたい。

「え。ヒデオ、忙しい？」

「いえ、いえ。つまらない勧かん誘ゆうの電話だったもので。では、どこに行きましょうか」

「といっても、あたしもこの町のことはよく知らないし」

　そうだった。

　ここは自分がリードせねば。

　とはいえ、いざそうなると電気屋、ゲーム屋、同人屋以外に簡単には見当たらないのも秋葉原。普ふ通つうの女の子であれば、服屋とかブランドショップとか……というのもガールフレンドがいた例ためしのない自分の偏へん見けんかも知れないし、他ほかにデートスポット……否いな、これは断じてそんな不純なものではなく異国の方に日本の良い思い出を作ってもらうための観光ガイドであり……云うん々ぬん。

「お。ねえねえ、あれ。ゲームセンターっていうのよね？」

　マックルが指差したのは、まさしくそれであった。

「日本人って、みんなこう、画面見たり見なかったりしながら、ものすごい勢いで踊おどったり叩たたいたりするのよね！　ヒデオもできるの？」

　無理。

　と、声より先にかぶりを振ふる。いわゆる音ゲー。リズム系のゲームのことだろう。アーケードで？　人前で？　誰だれに見られるかもわからないのに？　この自分が？

　ハハハ、冗じよう談だんではない。

「あー、うーん。そっかー。みんながみんなできるわけじゃないのねー」

　マックルの期待に満ちた視線が、ややしょんぼりしたものになる。いけない。

「……いや、しかし。他の誰かが、そのようなプレイをしている可能性も」

「ほんと？　じゃあちょっと覗のぞいてみましょうよ！」

　入ることにした。

　都会のゲームセンターではよくあることだが、雑居ビルの中、ゲームのジャンルごとに数フロアに分かれている。

　クレーンゲームやら件くだんのリズムゲームやら、恒こう常じよう的に人気のあるものは下の方の階に集まっているのだが……覗いてみても、生あい憎にくとそのようなスーパープレイヤーは見受けられなかった。

　しかしマックルは見るもの全すべて珍めずらしいように、あれを見てこれを見て……結局のところ。

「!?　ね、ね、ヒデオ！　あれなに、アレ！」

　急にマックルが目を輝かがやかせたのは、ピストル型のコントローラーを持ち、画面に向かって狙ねらいを付ける体感型のガンシューティングゲームだった。

　お金を入れると、足を肩かた幅はばに、半身に構えて。

「おおー、すごいすごい、ちゃんと狙ったところに弾だん痕こんが……。ね、ね、ヒデオ。左上の、かけるいくつってなに？」

「ええ、と。恐おそらく、得点の。倍率ではと……」

　説明しながら、ヒデオはあっけにとられていた。その倍率部分ががんがん跳はね上がっていく。

　マシンガンの如ごとき連射速度でありながらも、ブレのほとんどない、凄すさまじい命中精度と反射神経、そして的確なリローディング。

「あはは、面おも白しろい！　ねえ見て、ほら、ほら！　股こ間かん撃うつとちゃんと押さえて痛がってる！　ひょっとして倍率っていうのも上がってるのかしらこれ！　あははっ、あははははははははっ！」

　目の据すわった年とし頃ごろの乙おと女めがひどく笑いながら人型モンスターの股間に超ちよう連射をかまし続けるという悪あつ鬼き羅ら刹せつのような光景を眺ながめつつ……ヒデオは彼女がプレイしている間、自じ販はん機きでジュースを買って一息つく。

「そんな一いつ般ぱん人の変装で、この俺を欺あざむけるとでも思っていたのか……魔ま眼がん！」

　全身の穴という穴から飲みかけのジュースを噴ふき出しそうになった。
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（……。）

　偶ぐう然ぜんとは時に恐ろしいものである。

　声の方を振り返ると、フォースの一人。彼ひ岸が士しナイトがそこにいた。いつもの制服ではなく、黒尽ずくめのラフな上下。シルバーアクセサリーと共に、内側に着た赤いＴシャツがアクセントになっている。

「よぉ、ナイト。どうしたんだよ。知り合い？」

　上の階から下りて来たお友達らしいのが二人ほど。ただしいつもの真面目まじめそうな連中ではなく、派手なサングラスに真っ赤な髪かみのと、赤いバンダナを頭に巻いたラッパーのようなスタイルのと。しかも二人ともが腕うでに、片や鮮あざやかな和彫ぼり、片やトライバルの入れ墨タトウーなどしたくらいにして。

「だめだぜ、カツアゲとかよ。リュウに怒おこられっちまうよ」

「俺はこいつと話がある。お前ら先に行ってろ。ネオン用のパーツはもう買ったんだろ」

「いいけどさ、何？　そいつにインネンでもつけられたわけ？　だったら俺らも」

「俺は大だい丈じよう夫ぶだ。いいから行け」

　ナイトがやや大きな声で睨にらみを利きかすと、二人の仲間は驚おどろいたように。

「お……おう……、わかったよ。けど、なんかあったら電話よこせよ」

「じゃ、またパーティーでな」

　とりあえず。囲まれて小こ遣づかいをせびられるような状じよう況きようではなくなったが。

　ヒデオは未いまだ口に含ふくんだままだったジュースを思い出し、落ち着いて飲み込み、できるだけ泰たい然ぜんと口を開いた。

「……学校は」

「あの二人は中退。俺は夜からだ。それがどうした」

[image: ]

　中退はともかく……夜？　夜学？　定時制……見た目によらず苦労しているのだろうか。

「お前こそ保護司でもあるまいし、そんなことを聞くためにわざわざ俺をつけてきたのか？　なんの目的だ。あいつらはフォースとはなんの関かかわりもない。仲間に手を出すというなら、こっちも黙だまっちゃ……」

　待て、待て、落ち着け。

　と、ヒデオは手を上げてジェスチャーした。

　何の因果か知らないが、まあ、せっかく明るい内に会えたのだ。会いに来たと思ってくれているならそれも好都合だ。

「……君たちの方は、どうなったかと。こちらの立場は明かしたはずだ」

「……」

　先日は美奈子、慶けい子こらと一いつ緒しよの上に、ガスマスクが横やりを入れてきたせいで話がこじれたが……こうも人通りの多い日中の街中であれば、傭よう兵へい部隊も出てはこれまい。

　これはチャンスだ。

「あのときは。僕の、独断だったが……あの後、上司にも話は通した。君たちの話が真実ならば、こちらから、君たちに対してアクションを起こす理由はない。そういう方向で、一いつ致ちした。……君たちの、方は」

「俺たちが精せい霊れいの力を使えること。そして霊の存在を知っていることは、極ごく秘ひ事じ項こうだ。それはつまり、その力をよく知らない者たちに……例えば軍事目的などで悪用されないために……と。俺たちは上から説明された通りの、良い方向に受け取っていた」

　受け取って……いた？

　ナイトはヒデオの表情を読んだように言葉を続けた。

「が……もしもそれが逆だったら」

「逆……、とは」

「お前たちに会ってから、俺たちの間にある疑念が生まれた。シリンダーに捕つかまえた霊が実際にはどうなっているのか……それを見た者は、俺たちの中にはいない」

「……つまり。本当に霊が浄じよう化かされ、自然に還かえされている場面を見たことは……ない、と」

　ナイトは渋じゆう面めんで頷うなずく。

「そうなると、極秘事項という話も逆に考えることができるようになるだろう」

　悪用を未然に防ぐため、ではなく。

　知られてはいけない何かだから、極秘裏りに進めている……？

「……それを。君たちは……組織の中の誰だれかに。確かく認にんしてみたのか」

「俺たちも馬ば鹿かじゃない」

　？

「実際にそうだった場合。真実を知ること以前に、俺たちがそうした疑念を抱いだくこと自体が既すでにやばいんだ。俺たちは、その核かく心しんにかなり近い場所にいる。精霊というチカラを手にしてしまった俺たちが、同時にそんな疑いを持ってしまったと知られたら」

「……消される……、と」

「さすがだな、魔眼。お前が過去にどんな商売をしていたかは知らないが」

　……。

　どうせ殺し屋とか暗殺者とか思ってるんだろあーあーはいはい。

　半ばの軽けい蔑べつすら感じられるナイトの視線に諦あきらめ半分、ヒデオは軽く嘆たん息そくした。

　ともかく、確かめようとする行こう為い自体、言葉自体が、確認しなければ気の済まないような疑念を抱いてしまっている証明になる。

「自前の兵隊なんてものを用意している時点で、その隠かくしたい真実が明らかになることを、最終的には武力を使ってでも阻そ止ししようとしている。そういう風にも考えられるだろう」

　ロッジで自分が至ったのと同じ結論を、彼らは既に持っているようだった。そして彼らは正義感溢あふれ、血気盛さかんであると同時、とても慎しん重ちようだった。

　なんだか、ほっとしてしまう。

「……まあ、今のは全部霧きり也やからの話だ。そして全すべてのことを最悪の方向に仮定した場合の話だ。今はまだ、お前たちの話が真実という裏付けすらない」

「情報がない……か」

「ああ。だから俺たちが、俺たち自身の目で納なつ得とくできる何かを得ない限りは……俺たちは今まで通りの霊の保護を続けていく」

　それが結果的に、そして現実に、どのような目的に利用されているかはともかく。

　なるほど、情報がない。こればっかりは仕方がない。知ろうと思えば、他ほかならぬ彼ら自身の首を絞しめることになりかねないのだから。それをまさか自分が確かめてくれとも言い出せない。

　いや、ちゃんと霊が自然に還っているならそれでいいのだ。彼らの上層部が何かの気き紛まぐれで、こんなふうになっているのだよ、と工場見学か何かでもさせてくれればいいだけの話なのだが……やはりあのプロの傭よう兵へい集団が不気味に過ぎる。

　用心するに越こしたことはないにしろ、日本国内に実じつ銃じゆうを持ち込ませている時点で違い法ほう……やり過ぎのきらいもあるのではないか。あるいはその程度のイリーガル、雇やとい主はなんとも思っていないのか。そういう不気味さだ。

「……わかった。だが、しかし。そうなると、僕たちがこうして話をしているのも……」

「ああ。知られれば、うまくはないだろうな……」

　と、辺りをうかがうようにナイトが視線をやった先。鮮あざやかなガンコントローラーさばきにいくらかギャラリーの集まった中央、目立つヘルメット姿の女に目を見張る。

「ッ……！　あいつ、は……！」

「？　知り合い、なのか」

　そんな何気ない言葉に、ナイトは大おお袈げ裟さに手を振ふり払はらった。

「!?　お前こそ、知り合い……なのか!?」

「……いや。まあ。今日。すぐそこで、知り合っただけで」

　スタッフロールが流れているところを見るに、初プレイながら全ステージをクリアしてしまったらしい。ギャラリーからは感かん嘆たんの声と、まばらではあるが拍はく手しゆまで起きていた。ふと観客を振り返ったマックルが、それが自分への歓かん声せいだと気付き笑顔えがおで軽く手を振った。

「や、や。どうも、どうも。ありがとう、ありがとう」

　いい汗あせを搔かいたと言わんばかりに、とても満足そうに戻もどってきた。

「いやー、楽しいわねあのゲーム……あれ、ナイト？　偶ぐう然ぜんね！　ヒデオと知り合いだったの!?」

　そんな明るい声とは裏腹に、空気が一気にぎくしゃくとした。

　ヒデオは、彼女がフォースの関係者なのかと勘かん繰ぐり。またナイトは、彼女が魔眼たちの関係者なのかと疑い。マックルだけが、わけのわからないように小首を傾かしげる。

「……実は二人とも、仲が良くない知り合いとか？　あ～、う～ん、だめよ。いくらあたしが可愛かわいいからって、そんなケンカとかしちゃ……」

「「違ちがう」」

「おおうっ!?」

　同句同音の否定にひどくショックを受けたように、マックルが一歩後あと退じさる。

「あ。いえ。つまり、その。可愛い、という部分にかかる言葉ではなく」

「勝手に言ってろ……」

　慌あわててフォローするヒデオと対照的に、ナイトは吐はき捨てるように踵きびすを返した。

（……）

　まあ、ナイトについては必要にして充じゆう分ぶんな話は聞けた。今はこれ以上は聞くこともないし、聞くべき情報もないだろう。彼らは今まで通りの理念で今まで通りの行動をする。そしてまたそうである限り、こちらから敵対する理由はない。ならば彼らと神しん霊れい班が争う謂いわれは、やはりどこにもないはずだ。

　そうして三人でぎくしゃくしたまま、なんとなく表に出るなり、エアコンのない、蒸むし暑い夏の熱気が襲おそってきた。

　ナイトが路ろ駐ちゆうしていた大型バイクに跨またがり、顔を隠すように赤いバンダナマスクを巻く。

「……とりあえず、こそこそと後をつけ回すのはやめることだ」

　先回は目標が同じだったからともかく、今回も全くの偶然なんだが……。

　ヒデオが何か言おうとする前に、Ｖｍａｘのプレートを打たれた単車はドロドロという低い排はい気き音を残して走り出してしまった。

　と、すぐにパトカーのサイレンが聞こえてきた。

《そこのノーヘル、左に寄って止まりなさい。止まりなさい……！　おい、止まれ!!　止まれと言ってるのが聞こえんのか!!》

　まるで他ひ人と事ごとのようだった。

　ナイトはそんな警告を振り返りもせず、対向車線の渋じゆう滞たいをすり抜ぬけるように逆走してパトカーをまき、そのまま走り去っていった。

「一二〇〇ｃｃもあるんですって、あのバイク。で、ミノリが言うには、いつもメガフロントでケンカごっこしてるんですってね。色付きカラードギャングとかなんとか」

（……）

　わかったことが一つある。

　てっきり学校の休み時間とか一人で机に座ってるタイプかと思ったナイトは、ガチの不良だった。お友達の姿からして。保護司なんて言葉からして。ノーヘルで警察無視するとかからして。

　色付きギャングというのは初耳だったが、今の若い子たちの間では、暴走族やチーマーではなく、そういうのが流は行やっているのだろうか。

「……あっ、と。ごめん、ごめん。ずっと荷物持たせっぱなしで」

「いえ。どういたしまして」

　マックルがゲームをしている間預かっていたエアガンを、彼女に返す。

「ゲームの方は。楽しかったですか」

「うん、うん。ありがとう」

　彼女は二つ返事に頷うなずいた。そして。

「エアガンもゲームも、銃じゆうが娯ご楽らくになってるなんて、日本は平和ないい国ね」

　ヒデオにしてみれば……いや、当の日本人からすれば何ら変へん哲てつのない日常。行き交かう人の波を眺ながめながら、彼女は感かん慨がい深げにそんなことを言う。

　詮せん索さくするのもどうかと思い、聞きはしなかったのだが……情勢の難しい国から来たのだろうか。そうしてフォースとの関係も聞こうか迷ってるうちに、振り返った彼女がまた笑う。出会ったときから変わらぬ笑顔に、また戻って。

「今日は付き合ってくれてありがとう。あたし、友達と夕食の予定があるからもう行かなくちゃ」

「そう、ですか」

　偶ぐう然ぜん出会っただけのまさに行きずり。何を望むべくもないのだが、寂さびしくもあり、また寂しく思う自分がどこか浅ましく。

　実際、彼女のあけすけな笑顔には、別れ難がたい、そんな魅み力りよくがあるのだった。

「そうだ。ヒデオ、携けい帯たい電話持ってたわよね。あたし、まだしばらく日本にいるんだけど、よかったらまた一いつ緒しよに遊びましょうよ」

　ヒデオは即そく座ざにそれを取り出していた。

　簡単に電話番号だけを交こう換かんする。

「じゃ、またね！」

　変わらぬ笑顔えがおで手を振ふり、マックルは雑ざつ踏とうの中へと消えていく。

　ナイトの知り合い……フォースとも何らかの関連があるのだろうか。それとも本当にただの知り合いなのだろうか。結局聞きそびれてしまったが、連れん絡らく先を手に入れたのは大きな前進だった。

　いや、個人的な感情は抜きにしても、何かの手がかりになるかも知れないじゃないか。

　彼女の姿が見えなくなる頃ころ、呆あきれたような声が聞こえてきた。

〝……どう見てもイロモノでしょうに〟

　どこが。

〝普ふ通つうの女の子はエアガン買うためだけに秋葉原まで来ないし、来たとしても初めてやるシューティングゲームでダントツのハイスコア叩たたき出して帰ったりしないわよ〟

　たまにはそういう普通の女の子だっている。いま現にいた。

〝じゃあ極きわめつけ。仮にそんな女の子がいたとして、平然とヒデオに声をかけることはないわ〟

　……。

　自分は目付きが悪い。

　普通の女の子は目付きの悪い男に自分から声をかけない。

　故ゆえに自分に声をかけてくる女の子はイロモノである。

　証明終しゆう了りよう。

「……。」

　あの大会からこっち、薄うす々うす感じていた根本的に根源的な何かを指し摘てきされたヒデオは、せっかくの休日にもかかわらず……絶望感を抱かかえて、かつてなく俯うつむきながら家路に就ついたのだった。
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　数時間後、都内某ぼう所しよ。

　最高級ホテルの中にある、東京の夜景を一望できる最上級レストラン。

「やーやー、お待たせお待たせ。入り口でドレスコードなんて言われちゃって。なんでこんなめんどくさいお店にするのよぅ」

「はぁ？　ドレスも何も、あんたがそんな野暮ったいもの被かぶってるからでしょーが」

　ミスリル銀の精せい霊れいに指摘され、マックルはヘルメットを脱ぬぎ椅い子すにかけた。個室の外、ドアの両りよう脇わきには外国人ボディーガードが二人。やってきたウェイターは、中にいるのが若い女と、さらに若い銀ぎん髪ぱつの少女の二人だけなのをちらと見る。

　要はそういうクラスのお店。店員もボディガード程度は見慣れていても、そうしてセッティングされた会食の中心人物がうら若いレディーだけ……というのが意外なのだった。しかしそこはそれ、よく教育されたプロであるので表情には出さない。

「お飲み物はいかが致いたしましょう」

　広げられたメニューを見ることなく、マックルは言った。

「シュタインベルガー。なかったらヱビスでいいわ」

「……と、せっかくだからロマネコンティでも頼たのんでおきなさい。わたしはエビアンで」

　便乗するようにエリーゼが言う。外見上の制約からである。前者が本命、後者は建前として。

「バタバタするのも面めん倒どうだから。料理はまとめて持ってきて」

　かしこまりましたと一礼をして、ウェイターが出て行った。

「しかし今いま頃ごろどこの鉄火場かと思ってみれば、まさか日本に来てたとはね。スイス並みにあんたとは縁えん遠どおい国でしょうに」

「そうでもないわよ？　ジャパニーズマフィアはいるし、ロシアンマフィアも入ってきてるし、朝ちよう鮮せん半島はいつまで経たってもきな臭くさいまんまだし、オキナワまで足を延のばせば……」

「そ。まあ、他ほかならぬあんたがそう言うなら、それなり物ぶつ騒そうなのね。今はなにしてるわけ？　観光？」

「うん、うん。ま、とりあえずはそんなところかしらね。今日はアキハバラに行ってきたわ」

「へぇ、噂うわさの電気街ね。どうだったのよ」

　簡単な雑談を交かわしているうちに、飲み物と料理とが運ばれてくる。傍はた目めから見ればファミレスで仲の良い姉し妹まいが食事しているようにも見えるだろうが、一皿が数千円からの料理である。

　そうして会食も半ばに差し掛かかった頃。

「で、どうするの？　一応作ってみたけど、買うの？」

　エリーゼが切り出す。話は商談に移った。

　マックルが細い葉巻を咥くわえて火を点つける。

「買うわよ。８８ミリアハトアハト十門。そう言えばほら、前言ってたティーガーⅡは？」

「ああ、あれ？　作ったは良いけどおシャカよ、おシャカ。もう完かん膚ぷ無きまでにね。大会が終わったらあんたに売りつけるつもりだったのに、とんだ大赤字だったわよ」

　エリーゼはその大会のこと、大会での小大会のことを搔い摘つまんで説明した。

「ヘブライの方も南米の方もそうだけど、やっぱり古い神ってのはヤバイのよ。そもそもの生まれが今みたいに平和だの健康だの安全だの思いやりだの、そういう生なま温ぬるい価値観の上に成り立ってないしね、あいつら」

「え。でもすごいじゃない。エリーゼはそんなのにケンカ売って生き残ったのよね？」

「ま……まあ、それはほら、パートナーとか、時の運とか、そういう状じよう況きようがいろいろ味方してくれたから」

「あのエリーゼがね～。謙けん虚きよになったわね～」

「はぁ？　わたしは昔っから謙虚だっての、ったく……」

　酒に赤らんだような顔で、複雑そうな表情で、エリーゼはもくもくと料理を口に運ぶ。

　マックルは思い出したように呟つぶやいた。

「……なんて言ったっけ？　ほら、新しい神さまになった精霊のパートナー」

「？　ウィル子の……川村ヒデオ？　あいつがどうかしたの？」

「あ、やっぱりね。なんだか取っ憑つきやすそうだったし」

「どこかで会ったわけ？」

「昼間。さっき言ったアキハバラでね」

　紫し煙えんをくゆらせてマックルが頷うなずくと、エリーゼは呆あきれたような表情でグラスを傾かたむけた。

「へえ……世間なんて狭せまいわね。ま、あいつの場合はそういう体質というか運命というか。ウィル子からしてほとんど偶ぐう然ぜん取り憑いたとか言ってたし」

「でも、その精霊ってもう神さまになったのよね？　今って何か憑けてるのかしら」

「噂じゃ闇やみの精霊らしいわよ。わたしは会ったことないけど」

　そして空になっているマックルのグラスに、ロマネコンティを傾け注ぐ。

「闇？」

「アーリマン……の、自じ称しよう、端たん末まつとかなんとか。聞いた話だけどね」

「なんだかすごそうね」

「肝かん心じんの召しよう喚かん師しがあのヘタレなヒデオじゃ、大したことはできないでしょうけどね」

　そう言ってエリーゼはまたグラスを一口。

「単刀直入に聞くけど。あんた、何考えてるワケ？」

「ん？　何って？」

　とぼけるように見えたのか、聞こえたのか。エリーゼはさらに問う。

「一つだけならコレクションの名目も付くでしょうけど、高こう射しや砲ほうを十門も。なんに使うのよ」

「そりゃ、ま。ドンパチとか」

「そうよね。他に使い道がないから兵器って言うわけだし。でもなんでまたわたしなんかに頼むのよ。以前のあんただったら自前で……」

　言いかけ、気付き。

　そんなエリーゼの表情を、マックルが笑った。

「つまり、以前のあたしじゃないのよね」

「……そう」

「どこもかしこも共存共栄、安全、安心、健康、平和、平和、平和。エコロジー、ってね」

　自らが司つかさどるものを人に信じられてこその精せい霊れいであり、神なのだ。

　ぷかぷかと紫煙を浮うかべるマックルが、遠く夜景を見み詰つめながら自じ嘲ちようする。

「銃じゆうが相棒。銃に命を預ける。一発の弾だん丸がんに奇き跡せきを願う……そんな信しん仰こう、今じゃハードボイルドの世界だけなのよ。そのハードボイルドも下火になった今じゃあ、幻想フアンタジーって言うのかしらね」

「ミスリル銀だって同じよ。わたしは元々トールキン以来の存在だもの。彼が私の造物主、創造主、唯ゆい一いつ神。彼の世界が私の全すべて。あんたは元からこの現実の世界に居場所があったんじゃないの」

「そして現実に憧あこがれるのは、今や銃を持ったこともない若者だけよ。本当に頼たよってくれる、他ほかに頼るものもない民族主義者は、銃を持った途と端たんにテロリスト扱あつかい。それでもって国連決議と空くう爆ばくだけで片付けられたんじゃあ、何が何だか……」

　マックルの声こわ音ねや表情にわずかの不安を感じたエリーゼは、あたかも説得するように言った。

「……〝精霊の庭〟に戻もどればいいじゃない。特Ｓ級って言っても、それはこっちをうろついてるときに限った話でしょ」

　現存している特Ｓ級の災さい厄やく指定は三名だけ。

　電子の精霊、Ｗｉｌｌ．ＣＯ２１。金毛九尾び、セリアーナ・ヴァーゼンシュタイン。そして銃の精霊……いまエリーゼの目の前にいる、マックルイェーガー・ライネル・ベルフ・スツカ。いや、ウィル子がその指定を受けると同時に天界へ帰属したことを考えれば、実質二名。
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「それじゃ死を認めるようなもんだって、エリーゼ自身が言ったんじゃない」

「それは……そうだけど……」

　だからエリーゼは抗あらがった。

　戦場で。社会で。財界で。やがては、あの都市。あの大会で。

　そして幾いくつかの出会いがあった。

　考えは、変わった。

　今この部屋にいるのは、そうした札付きの家いえ出で娘むすめが二人だけ。

「……だからってあんた、マックル。妙みようなこと考えるんじゃないわよ。人間同士が勝手に始めたことに首突つっ込むならともかく、あんた自身が火種を起こしたなんて言ったら。今度こそシークレットガーデンが黙だまってないわ」

「何が聖せい霊れいよ。加護を受けただけの人間が、神さまそのものに敵かなうわけないじゃない」

「だからあんた、その神さまとしてのチカラがもう残ってないんでしょうが」

　マックルは小さく笑ってグラスを呷あおり、空になったそれを差し出し。エリーゼはむすっとした表情で、そこにワインを注ぐ。

「人間ひとり、精霊の種類一つが問題なんじゃないのよ。わたしはあの大会でそれを思い知らされた。だから、とにかく大勢の信仰……なんて考え方はやめたのよ」

「ま、ま。それはわかってるって。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫」

　頷うなずきながら、マックルはエリーゼのグラスに返へん杯ぱいする。

「さっき、言ったじゃない？　憧れるのは銃を持ったこともない若者だけだって。今日、エアガン売ってるお店にも行ったけどね。やっぱり、薄うすいから」

　思いが。言い換かえれば信仰が。

　かつて一命を賭とすような修しゆ羅ら場ばでのみ、その思いを受けた銃の精霊にしてみれば。安あん穏のんとした平和の中でのそれは水で薄めたどころではなく、水に一ひと滴しずくを垂らしたが如ごとき薄さだったに違ちがいない。

　そしてマックルは呟つぶやいた。

「……平和って、いいわよね」

　それはあたかも観念し、諦てい観かんに心中を吐と露ろするようだった。どこか寂さみしげですらあった。

　エリーゼは小さく頷く。

「そうね。戦争とは言わないけど、邪じや悪あくとの戦いでもなきゃミスリル銀も無用の長物。それでも、平和はいいものよ。わたしも最近、やっとそう思えるようになったわ」

　特に、何に、ということもなく。

　二人の戦神は、互たがいのグラスの縁ふちを合わせた。




　　　　⑤




　二人の精せい霊れいが会食を終えた同じ頃ころ。

「……コンペティション、ですか」

　霞かすみヶ関せき。ある一角を占しめるビルの高層階に、四人の男が集つどっていた。

　一人は内閣官かん房ぼう長官、篠しの田だ泰たい助すけ。

　一人は陸自第四〇普ふ通つう科連隊長、能の登と直なお巳み。

　一人は警察庁特別資料室係長、辰たつ巳み竜たつ矢や。

　そして宮内庁神しん霊れい班局長、那な田た蒼そう一いち郎ろう。

「つまり我々に技能を競きそわせ、手っ取り早くどこに統一するか決めようと？」

　那田の言葉に、官房長官は軽く手を上げた。

「そう悪く言わないでください。まずはあくまでも目に見えるデータとしての評価基準を頂きたいという、それだけのことでして」

　省庁再編の流れは、遅おそまきながらオカルト方面の役所にも及およんできていた。それら三つの部署をいずれかに統一し、予算の緊きん縮しゆくと効率化を進めようというのがその狙ねらいだ。

　昨今、那田が忙いそがしいのもこの話のためだったが、無論簡単には進まなかった。

　最も大規模な編成、かつ装備が可能なのは自衛隊。ただそれだけに、派は遣けんまでには大々的な判断が必要であり小回りは利きかない。

　次にそこに人間が関かかわっていた場合に、唯ゆい一いつの落としどころとして逮たい捕ほ権を行使できるのは警察庁のみ。もっとも昨今、そうした案件は少なく、故ゆえに心霊班は若じやつ干かん名の部署に留とどまっている。

　最後に宮く内ない庁であるが……。

「非常に尋たずねにくいのですが……」

　官房長官も政治家だ。縦割り組織の横の繫つながりの悪さ、有り体ていに言えばライバル意識。仲の悪さは百も承知の上で言った。

「現段階で。現場レベルでの責任者である、あなた方三人の見解で結構ですが……霊的現象というものが有事に達した場合に、最も有効な組織というのは、どこになるんでしょうか」

　齢よわいは五十半ば、階級は一いつ佐さ。短たん髪ぱつ、白髪しらが交じりのごま塩頭の能登が答える。

「有事のレベルによりますな」

「では……考え得うる、最悪の事態……」

　官房長官は手元の資料を半信半疑に見み詰つめながら言った。

「例えば、この……邪じや神しん、とでも言うのですか」

　すると官房長官の懸け念ねんをよそに、敵意剝むき出しの言い合いは起こらなかった。

「それなら那田さんのところしか手に負えないでしょう」

　能登があっさりと告げ、辰巳も首しゆ肯こうした。

「ですね」

「……なるほど。やはりこの……名な護ご屋や河かわ家、ですか」

　那田が引き取る。

「そうです。しかし彼女は本来、我々のような公僕が従えるべき人材ではありません。今はなし崩くずし的に組織に所属してもらっているだけのことです」

「仮に警察か、自衛隊に再編されるとなった場合は……」

「彼女自身が認めないでしょう。しかしその場合でも、それ以前のようにご下命となれば出てもらうことは可能です」

　自衛隊の出動に要する大々的な判断以上に、政府としてはことが難しくなる。

　より安定した組織力を持てるのは自衛隊。

　万一の際に逮捕権という切り札を持てるのは警察。

　南北朝の昔から日本のオカルトに最も精通し、かつ絶対的な災さい厄やくに対して対たい抗こうし得るのは宮内庁。

　まあ、ノウハウくらいならよその部署へ持って移動することはできるにせよ、結局はそれぞれに見合ったそれぞれの役、仕事があるから今まで分かれたままでやってきたのだ。そしてそれなりの棲すみ分けもできているから、ライバル心なんてものもさほどない。だから言い合いも起こらない。

　まあ、部下に個性的な人物、向上心の強い人物がいた場合に……そうした錯さつ覚かくが引き起こされることはままあるにせよ。

　一方でこの三人ともが、もし本当に再編されるとなれば……落ち着くところは警察だろうと踏ふんでいた。

　宮内庁神霊班は、元々は自らが出動するためのような組織ではない。そうした神霊規模の災厄を調査し、必要であれば神殺し四家と呼ばれる家々にご下命を伝える。そうした、政府との仲ちゆう介かい役に過ぎない部署だったのだ。

　そして自衛隊だが、能登の率いる四○普、猟りよう科教練もそもそもの出自は霊的現象のようなあやふやなものへのそれではなく、魔ま人じんや魔物と呼ばれる人外の脅きよう威いへの実験部隊。無論、実験部隊故にその専門性の方向を転てん換かんすることも可能だろうが……いくら組織力があろうとも、オカルトのメインステージとなる日常的な茶さ飯はん事じに、いちいち総理大臣の判断を仰あおいではいられない。そこに臨機応変に対応できなくては意味がなく、またそれができるのは神霊班や心霊班のような少数精せい鋭えいの強みでもある。

　辰巳が言った。

「それで、コンペの内容ですが……具体的には何を競わせようと言うんですか。実質的な戦せん闘とう技能のようなものであれば、うちは今からでも白旗を揚あげさせてもらいますよ」

「まあ、辰巳さん、そう言わずに。コンペというのはいささか口が滑すべった感もありましてね」

　話を聞く三人もいい大人の公僕だ。

　政治家のこうしたはっきりとしない物言いにも慣れていた。

「……そうですね。合同訓練、ということならばいかがです」

　そう言って官かん房ぼう長官は手元の内線を呼び出した。

「実は今日集まってもらったのは、再編云うん々ぬんよりも是ぜ非ひ会ってもらいたい方がいまして」

「我々に……？」

　誰だれともなく呟つぶやき、三人は顔を見合わせる。

　言ってしまえばここにいるのは皆みな、同じ穴の狢むじなだ。業界内での有名人ならおおよそ顔は知っている。にもかかわらず、官房長官がもったいぶるような人物。心当たりがなかった。

　その様子に、官房長官は真しん摯しな表情を見せ、身を乗り出して声を潜ひそめた。

「……できれば、あなた方には真しん偽ぎを確かめてもらいたい」

　直後。

　軽いノックの後に入ってきたのは、口元と顎あご先に軽く髭ひげを蓄たくわえた、身なりの良い男だった。

「初めまして。鳳おおとり重工業の甲こう山やまと申します」

　それまで国が管理統制してきたオカルトの世界に、科学を以もつて民間企き業ぎようが参入する。

　これが、その第一歩となった。




　夜の教室に控ひかえめなチャイムが鳴った。

「お、っと時間ですね。それでは皆さん、今日の授業はここまでです。お疲つかれ様でした」

　若い教師が、自分よりも年配の生徒たちに起立と礼の挨あい拶さつをする。定時制の夜間学校であるが、中ではナイトが一番若かった。ナイトから見れば祖父母と呼べそうな年代の人もいる。

　義務ではなく、望んで学びに来ている人たちだからこそ、通常の学校にはない授業への熱があった。生徒にも、教師にも。

「どうだいナイトくん、一いつ緒しよにご飯食べていかんか？」

「すみません、今日は約束が」

「おー、なんだ、コレか？　ああ？　おいちゃんがもっと良いところ連れてってやろうか」

「だめだってトクさん、今の若い子は立ち飲み屋もキャバクラも行かねぇんだから。なあ？」

「ナイトくんね、これ四国の親しん戚せきから送ってもらったハッサクだけど、良かったら持ってって」

　実際、親族の間での孫か甥おいっ子のような扱あつかいを受ける。

「これからまたアルバイトかい？」

「いえ、今日は仲間と。それじゃ、ありがとうございます」

　まるまると大きなハッサクのいくつか入ったビニール袋ぶくろ片手に、教室を後にする。

　通りに出ると、授業の終わりを見み越こしたように電話がかかってきた。美み野の里りからだった。

　話は魔眼について。そしてフォースについて。

《……で、やっぱり霧也たちはね、様子見ってことにしようって言うのよ》

「いいんじゃないか。それでその話は終わったはずだろう」

《もうー、ナイトまで。魔眼の言ってることが正しいかどうか、気にならないわけ？》

　明らかにむくれた声が返ってきた。

《実際問題、私たちって集めた霊れいがどうなってるか知らないじゃない》

　昼間、魔眼とも話したことだ。自分たちは任務で回収した霊を、シリンダーごと研究者へ渡わたすだけ。その中の霊が、実際にどこでどう浄じよう化かされ、どこの自然へ放されているかを見届けたことは一度もない。

《それを確かめるだけでもいいと思わない？》

　霧也の判断から、もし甲山からそのことについて聞かれるようなことがあった場合……、あの山さん荘そうでの会話については真に受けていないことにしようと、フォースの中で決めていた。聞いていないことにするのが一番簡単なのだが、ガスマスクがどう報告したかはわからないからだ。

　もちろん魔眼が噓うそをついていない確証もない。こちらの内情を知っていて、不和を引き起こそうとしている可能性もなくはない。

　いや、結局は何をするにも情報がないのだ。判断材料、基準がない。魔眼たちに対しては、一応の敵というフィルターがかかっている。しかし甲山からフォースに与あたえられている情報も、よくよく考えれば曖あい昧まいで、判然としない部分が多い。

　魔眼という外因にちょっと揺ゆさぶられただけでそうと感じてしまうほどに、フォースの四人は何も知らないのだった。

　だから霧也は待つことを判断したのだろう。フォースとしての任務をこなす中で、決定的な何かを得られるそのときまでは、今まで通りに過ごし、様子を見ようということだ。

「余計なことをして副社長に怪あやしまれたらどうする。あるいは、そうした状じよう況きようを引き起こすことが魔眼の狙ねらいだったとしたら……」

《もう、霧也と同じことを言う》

　明朗快活、裏表はなく、思ったことは口に出し、気になることは知らなければ気が済まない。美野里はそういう性格のようだった。

《船の一番下の階。立ち入り禁止のラボ。あそこが怪しいと思うんだけどなぁ……？》

　同意を促うながそうとする、探さぐるような口調だった。携けい帯たいを持つ手とハッサクを持つ手を入れ替かえ、ナイトは小さく嘆たん息そくする。

「……忍しのび込むつもりか？」

《さっすが現役不良少年。話がわかるっ♪》

　霧也も水みず姫きも、名の知れた私立通い。どちらかと言えば、いいところの子息で息女。そもそもが二人とも、甲山とはフォースへ入る以前から政財界のパーティーで顔見知りだったというほどだ。

　その点、美野里はごく普ふ通つうと呼べる類たぐいの女子高生。自分は言わずもがな。

（……魔眼……か）

　魔眼の言葉の真しん偽ぎを量る。

　それはつまり、奴やつの人となりを知る一助にもなるだろう。

「……わかった、そのときは俺も付き合う。ただし霧也たちにもう一度話してからだ」

《えー？　だから、霧也はダメだって……》

「俺たちは仲間だ。仲間が認めないことを無断で行うとしたら、それはただの裏切りだ」

《ああ……うん……そっか。そうだよね……》

　謎なぞの解明に夢中になるあまり、そこまで考えは回っていなかったのだろう。美野里は思い直し、納なつ得とくするような声だった。

《……ナイトってさぁ。不良だし変なことも言うけど、妙みようなところで真面目まじめよね。兄きよう弟だい仁義とか？》

「さあな。俺は自分に正直でいたいだけさ」

《……ああ、うん。じゃあ……、まあ、あんたからも説得してくれるってことでオーケー？》

「ああ……」

　軽く相づちしたところで、ナイトは人ひと影かげに気付いた。

「……天使が降ってきたらしい。またな」

《は？　天使って、またあんたわけのわから》

　美野里の言葉半ばに通話を切り、そのままの速度で、こちらを見やる少女の横を通り過ぎる。

　少女はすぐに踵きびすを返し、ナイトと横並びに歩き始める。

「挨あい拶さつくらいしてください」

「なんの用だ、マリア」

「ご挨拶ですね」

　美しく整った顔立ちではあるが、人形のように全くの無表情。今日は今日で違ちがう高校の制服姿。夜風に揺れる鮮あざやかなほど深しん紅くのセミロング、誰だれか一人でも振ふり返りそうなものだが、街行く誰一人として気にも留めない。

「退たい屈くつですし、姉ばかりがフラフラと下界で遊んでいるのも癪しやくなので」

「面おも白しろいことなら、他ほかに何か見えないのか。空の上から」

「生あい憎にくとそこまでは目が良くありません」

　輪っかもなく、羽もないのに天使を名乗り、そのくせ名前は聖母マリアときた。

　だが充じゆう分ぶんだった。その大おお袈げ裟さなほど行き過ぎたうさんくささが、逆に神秘性を感じさせる。精せい霊れいなんてありもしない存在を、初めて感じたときのようなそれ。人間にはない何かを秘ひめ、人間ではない何かと信じさせるに充分な。だからきっと、天使なのだろう。

「……今は退屈ですが、そう遠くないうちに。あなたの周りは忙いそがしくなります」

「それを俺に教えて、それで」

「からかい甲が斐いのない人ですね。だからこそ、見てて面白いのですが」

「魔眼。宮内庁。フォース。オートライン。精霊。天使……何か関係があるというのか？　まさか、世界が滅ほろびるわけじゃないだろう……」

「……鋭するどいですね」

　目を見開いたナイトは思わず足を止め、ババッと彼女を振り返った。

「あなたのそういうところを、私はとても気に入っています」

「冗じよう談だんはいい！　どういうことだ!?」

　彼女は無表情のまま、一つ首しゆ肯こうした。

「今すぐにということはありません。この世界は、過去にあったいかなる時代よりも盤ばん石じやくです。ただ、それだけに……今この時代が一度誤った道を進み始めれば、その軌き道どうの修正は数世紀に亘わたって困難になるでしょう」

「……俺たちがその間違った道を進もうとしている、というのか？」

　夜は更ふけたが人通りがないわけではない。だというのに人々は、歩道の真ん中に立ち尽つくし、真顔で向かい合う二人を見向きもしない。

「……かも、知れません。未来を視通すことのできる唯ゆい一いつの仲間が、深い眠ねむりについてしまっているのではっきりとはわかりませんが……案外。この世界に暮らしている人間あなたたちの方が、薄うす々うすとでも肌はだに感じているのではありませんか」

「御ご託たくはいい。要点を言え、マリア。お前はなぜ俺に付きまとう！」

「万が一。いえ……万々が一。人類がそのような道程を辿たどろうとしたとき、あなたには私の手て駒ごまになって欲しいのです」

　予想だにしない言葉だった。

「手駒……だと？」

「時代がそのような道を選ばなければ、それでいいのです。だったらこの先も、世界は万ばん事じが平へい穏おん無事でしょう。ですが、その万々が一……億分の一という確率が訪おとずれたときのため。この世界に暮らす者として、考えておいてください。ナイト」

　図太い四気き筒とうの音が近付いてきた。

　ノーヘル、赤いバンダナマスク。劉リユウが単車の後部座席を親指で示す。

「よう、ナイト。パーティーが始まっちまうぜ」

「いま行く」

　ナイトは歩道からガードレールを乗り越こえ、シートに着く。振り返ると、マリアの姿はもうどこにもなかった。

「どうした、また天使とお喋しやべりか!?」

　７５０ターボは交差点を折り返すなり、猛もう然ぜんと加速し始める。穏おだやかだった夜風は、瞬またたく間に嵐あらしのような轟ごう風ふうへと切り替かわる。

「そんなところだ！　よほど退屈ってのが嫌きらいらしい！」

「モテモテだなぁ、ナイト！」

「昔っから、厄やつ介かいごとには好かれるタチなのさ……！」

　若者たちは、その夜もメガフロントに群れ集つどう。

　あたかも、それが時代の向かうベクトルなのだと言わんばかりに。
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　八月。

　埼さい玉たま県けん富ふ士じ見み市、第四○普ふ通つう科連隊駐ちゆう屯とん地ち。ここに、非公式ではあるが、その筋からは猟りよう科教練と呼ばれる実験部隊が置かれている。

　隊舎の一室、選えりすぐった十名前後の前で、能の登と直なお巳み一いつ佐さは短なごま塩頭を撫なでながら言った。

「……とまあ、言ってしまえば警察と宮く内ない庁、民間企き業ぎようとの交流会だ。質問は」

　真っ先に手を上げたのは三つ編みお下げ。切れ長の目と、少しばかりのそばかすの上にレンズの広いメガネをした、若い女性Ｗ自衛Ａ官Ｃだった。煙草たばこを咥くわえ、ライターを探しながら能登は言う。

「なんだ天あま白しろ」

「ここは禁きん煙えんです、連隊長」

　天白花か果か菜な三さん尉い。生き真面目まじめそうな風ふう貌ぼうに違たがわず、防衛大学を首席に近い成績で上がってきた秀しゆう才さい、エリートである。

　彼女の学級委員のような風ふう体ていとその声こわ音ねに、能登は深々と溜ため息いきをつきながら、煙草を元の箱に収めた。

「……で、なんだ？」

「交流と言うより、他部隊との合同演習のように聞こえましたが」

「まあ……そうなるかも知れんな」

「……。随ずい分ぶんと曖あい昧まいですね……」

　今回部隊を率いる花果菜の表情は自然、複雑なものになった。指揮官としての経験が浅い分、どちらかといえば不安が勝まさっている。

「そう厄介なもんじゃない。この国におけるオカルト部署の再構成リストラクチヤリングの話は以前から話している通りだが、そのためにここで一いつ旦たん、民間企業も含ふくめた全部署の能力を把は握あくしておきたいというのが政府の意向だ。そして何をやるかは、政府のお偉えらいさんたちが決める。まだこちらには知らされていない」

「はぁ。なるほど……」

「だからそんな顔をするな。豪ごう華か客船で、無人島のプライベートビーチで、海水浴をするくらいの時間もあるそうだ。泳ぎたい奴やつは装備に水着も入れて行って良し」

　喜ばせようと言った能登の言葉が、花果菜の表情をさらに難しくする。

「そんな、税金の無む駄だ遣づかいのような真ま似ね……」

「いや、それがそうでもない」

「？」

「船も島も費用も全すべて、さっき言った民間企業……鳳おおとり重工が出すらしい。よほど国に売り込みたいものがあるようだな」
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　神しん霊れい班オフィス。

「……そういったわけで豪華客船に乗り、無人島で訓練を兼かねた合同コンペを行うことになった。水着も持って行って良し。というかせっかくだ、日ひ頃ごろの慰い安あんもかねて持って行くといい」

　繁しげるが軽く手を上げた。

「合同コンペっすか？　コンパじゃなくて？」

「なに、したければすればいい。うちを除いた綺き麗れいどころは警察の心霊班から二人、自衛隊からは恐おそらく一人。現役の警察官と自衛官相手にどこまで通用するか……狭せまき門だと思うがね」

　既すでに諦あきらめたような半笑いをする繁をよそに、今度は翔しよう香かが声を上げた。

「あたしゃイヤですよ。なんだってこうただでさえ暑いのに、わざわざさらに暑い南の島なんかに行かなきゃならないんですか」

「長は谷せ部べ君たちはどちらかと言えば指導側、インストラクターとして入ってもらう。警察官も自衛官も徒手格かく闘とうについては多少の訓練を積んでいるだろうが、君たちほど長たけた者はいないだろう。里さと八や君にしても国内では数少ない実戦経験者だ」

　ヒデオはおずおずと口を開いた。繁、世よ見み子こを含めて代表するように。

「僕、たちは」

「必然、訓練される側になる」

　不安そうな表情で手を上げたのは世見子だった。

「けど、あの……前も言いましたけど私たちの相手はいわゆるオバケで、戦うのとかそういうのは……」

　那な田たが呟つぶやくように言った。

「ただの霊ならば現体制で既に充じゆう分ぶん対処できている。しかしこの先、人体を操あやつり危険を引き起こすような霊が現れたならば？　オートラインにはそうした危険をも想定した上で万ばん全ぜんのサービスを提供できる用意がある……。これが先ほど言った、民間企業の代表からの言葉だ」

「「「オートライン……？」」」

　那田を除いた神霊班の面々は、それぞれに顔を見合わせている。

　一度背もたれに身を預け、那田は続けた。

「霊の増加傾けい向こうについて反論の余地はない。一方で霊が人体に取り憑ついた事例は、古来の文ぶん献けんを見れば数多くある。今でこそまだ霊体の段階で対処できているが、この先さらに霊が増加し、今までのような未然の対応が及およばないような事態に陥おちいれば……そうした可能性。霊に取り憑かれた人間相手に、戦せん闘とうに及ぶ可能性も無視できまい。政府共々、そういう見解で一いつ致ちした」

　つまり現状のみならず、今後起こり得うる危険まで想定した上でのコンペティション。

「そして、これは内調からの情報だが……件くだんの武装集団と、フォースという名の高校生四人組は、そのオートラインの子飼いと思われる。そして恐らくは、そのフォースの方を今回の合同訓練に投入してくるだろう」

　睡すい蓮れんが口を挟はさんだ。

「呉ご越えつ同どう舟しゆうしろとおっしゃるのですか」

「私としては我々の関係が呉越かどうかを、今回の訓練で明らかにしたい。そう思って今回の訓練に賛同した。ヒデオ君の言うように、これまでの諍いさかいがただの無知や誤解からきたものであればそれに越こしたことはない。実際に襲しゆう撃げきされた君たちの心情も理解はしているつもりだが、今回はそのように納なつ得とくしてもらえないだろうか」

　特に、睡蓮とヒデオへ向けたような言葉だった。

「というより……本心はともかく、その疑念を払ふつ拭しよくするために向こうから接せつ触しよくしてきたのだと私は見ている。ことさら今回は警察庁と防衛省、内閣府からも数名が視察として同行する。今回に限っては、向こうもそう物ぶつ騒そうな動きは見せないと思うのだが……どうかね」

　それはそれで、何かの前まえ触ぶれのようにヒデオの耳には聞こえてしまうのだが。

「……まあ。僕は、構いませんが」

「良いのですか？」

　念を押すような睡蓮へ、ヒデオは首しゆ肯こう。

「傭よう兵へいたちはともかく。高校生の、彼らとは。そろそろ顔見知りだ」

「……わかりました。お前がそう言うのなら良いでしょう。本当に、神経が細いのか肝きもが太いのか、よくわからぬ男です」

　そう言う睡蓮の方こそ、必要以上に忌き避ひ、懸け念ねんする様子もなく、誰だれが何者であろうと揺ゆるがぬ自信を見せていた。だからこそ、ヒデオとしても一層に心強く思うのだった。

　そうして一行はわずか二日ではあるが……東京のことを葉は多た恵えとフリーの退魔師に任せる形で、霞かすみヶ関せきを離はなれることとなった。
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　同じ頃ころ。アクアリウムⅡ世号のオペレーティングルームでも、甲こう山やまからフォースたちに向けて同じ話がなされていた。

　最初に質問したのは霧きり也や。

「……つまり僕たちが魔ま眼がんと呼んでいた彼の言う通り、彼らは本当に政府側の人間だったわけですか」

「そういうことだ。内閣官かん房ぼう長官まで出てきたときは……正直、私も驚おどろいたがね」

　朗ほがらかな表情で続いたのが水みず姫き。

「良かった……じゃあ、あの人たちとはもう戦わずに済むんだね」

　つられるように美み野の里りが笑う。

「で、この合同訓練で、そういう偉えらい人たちにあたしたちの実力を見せてあげようってわけね！」

　甲山はそれを否定する。

「いや、君たちの真の実力については、今まで通り不用意には見せないようにしてもらいたい。精せい霊れいの存在……ましてやそれを人間が使用するなどということは、まだ公おおやけには知られていないものだ」

　これまでの誤解を水に流す場。遺い恨こんの手打ちの場。一方で政府側には、魔眼たちの報告から、フォースがそうした不可思議なチカラを持っていることも知られているはずだ。

　ナイトが静かに言った。

「……今回の合同訓練を利用して俺たちのチカラを見定めた上で……使えそうなら狙ねらってくる可能性もある」

「そういうことだ。政府が素す直なおに君たちの存在を認めてくれるならいいが、軍事目的で利用されるわけにはいかない。魔眼や巫み女こたちにその気はなくても、それが上層部の意思と同じとは限らない」

　思考の迷めい宮きゆう。情報が足りないのは、出口がないのと同じこと。甲山の論法は、ヒデオが危き惧ぐするのと同じそれ。

「まあいいじゃない、泳げるんだし！　ミズキチ、明日あしたでも一いつ緒しよに水着見に行こっ！」

「う……ん、そうだね。私、あんまり海で泳いだことないから楽しみ」

「おい、水姫。美野里も。二人とも、そんな気楽な……」

「いいだろう霧也。やるときになったら、やればいいだけのことだ」

　ナイトの言葉に甲山が頷うなずく。

「もちろん、いま私が言ったのは最悪の状じよう況きようを想定した上でのことだ。そうならないようにするつまらない仕事は、私たちのような大人の役目……せっかくの夏休みだ、君たちは存分に楽しんでくれればいい」

　話が終わると、若者たちは賑にぎやかに部屋を出て行った。

　壁かべ際ぎわに立っていたガスマスクが寄ってくる。

「なあ。最後の方、わざと話を逸そらされなかったか？」

「君に言われずともわかっている」

　子供の噓うそ。ましてや純じゆん粋すいな彼らの噓など、生き馬の目を抜ぬくようなビジネスの世界で勝ち上がってきた甲山にとっては、見抜くにも値あたいしない。見ればわかる。その程度のものだ。

「どうやら、薄うす々うす疑いを持たれ始めているようだな」

「なんの疑いだよ」

「君が知る必要はない」

「そりゃ良かった、厄やつ介かい事に巻き込まれるのはごめんだ。で、あいつらは仲良く海水浴で……俺たちへの新しい仕事の話ってのはなんだ」

　甲山は冗じよう談だんめかすように呟つぶやいた。

「ちょっとした被ひ検けん体になってみる気はないかね？」
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　アクアリウムⅡ世号、ラウンジ。

　背広はそれぞれ宮く内ない庁、警察庁、防衛省、内閣府からのお偉いさんたちで、ヒデオとしては高校での卒業式以来の雰ふん囲い気き。この場、それ自体は非公式ではあるが、俗ぞくに言う訓辞のようなお話が続いている。要約すれば那田から聞いた通りの、霊れいの増加傾けい向こうや、それに備えるべき方向性を政府としても模も索さくしていること、それに絡からめての今回の合同訓練の趣しゆ旨し、翻ひるがえってはそうした業務に当たる個人個人の心構えについて等々……一いつ般ぱん人や他省庁の人間の前だ。当たり障さわりもない、ありきたりな調子である。

（……）

　その場には、フォースの姿もあった。例のブレザータイプの制服姿。高校生らしいというか、世界観はポケットに手を入れたまま横を向いて話など聞くでもない様子だし、ポニーテールはあくびを嚙かみ殺しては目を潤うるませている。それでもメガネとリボン付きは、見た目通り優等生然として話を聞いている。

　美み奈な子こたち警察組は、さすがにこの手のお話には馴なれている様子。

　そして自衛官たちも、見事なまでに微び動どうだにしない。姿勢を正すのも、腹筋と背筋のバランスが重要だ。それを持続するとなればスタミナもいる。やはり鍛きたえ方が違ちがうのだろう。

　しかもよく見ると女の子もいるらしい。三つ編みに眼鏡めがねをしており見るからに文系なのだが、オペレーターか何かだろうか。

〝目ざといわね。この前のヘルメット女はもういいの？〟

　いや、そういうやましい意味ではなく。

　しかし言われてみれば……ナイトとも顔見知りという彼女はこの場にはいないようだ。フォースに属しているわけではない、ということだろうか。

（……）

　そのフォースの責任者というのが、背広組の中でも高級な仕立てのスーツを着た財界人らしい男。鳳重工業の甲山副社長。大きな会社の仕組みはよくわからないが、最終的な責任は社長とか会長とかに行くとして……プロジェクト責任者のようなポストなのだろうか。

「……私からの話は以上です。今回の合同訓練も含ふくめ、以後、皆みなさんのますますの活かつ躍やくを期待します」

　お偉えらいさんの話が終わり、横に控ひかえていた甲山が進み出た。

「では目的地まで残り数時間となりましたが、我が社のクルーズ客船、アクアリウムⅡツーでの船旅をしばしお楽しみ下さい」

　……声、表情、危惧したほど悪わる巧だくみしてそうな人には見えない。じゃあ傭よう兵へいたちは誰だれが雇やとったのか。それとも自分の思い過ごしで、純粋にフォースの彼らを護衛するような存在なのか。あるいは……人は見かけによらないのか。

〝アーチェスやレナみたいなのもいたものね〟

「……」

　ともあれ、あとは島まで三々五々。到とう着ちやくしたときには、すでに昼を過ぎていた。
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　山を見れば広葉樹。浜はまを見れば砂は細かく、境目にはポツポツと椰や子しの木が潮風になびいている。海は……エメラルドグリーンとまではいかずとも、澄すんだ色をしていた。沖おき合あい、空の青と海の青の境界に停てい泊はくするアクアリウムⅡ世号の純白の佇たたずまいが、リゾート感たっぷりでなんとも美しい。

　無人島と言っても鳳重工所有の保養地だそうで、見晴らしのいい高台にはリゾートホテルのような宿舎が見える。顧こ客きやくへのサービスだけでなく、社員満足度までをも配はい慮りよする余よ裕ゆう。これが世界レベルに展開する超ちよう一いち流りゆう企き業ぎようの貫かん禄ろくなのだろう。

　とまあ、目に見える範はん囲いまではよかった。

　現実はどうか。

　自衛官は迷めい彩さい服にワークキャップ。それ以外は長なが袖そで長ズボンのジャージに着き替がえさせられ、何が始まるのかと思えば炎えん天てん下かの走り込み。広々とした浜辺にコーンを立て、一周四百メートルのそこを回る。

「暑い!!　もうやめる!!」

　真っ先に音を上げたのは翔香だった。まだ百メートルも走ったか走らないかのところである。当然何事かとランニングの足も止まる。

　運動会でことさら周囲の視線を気にする親おや御ごさんよろしく、那田がやってくる。

「ごほん。あー、長谷部君……。まあ、なんだ。政府のお偉いさんたちも見」

「高校生の合宿じゃあるまいしいい歳とししたオッサンどもがうら若い乙おと女めいじめて何が楽しいってんだい全く!!」

　テントの中、運動会のＰＴＡのように並んでいた当のお偉いさんたちが、言い返すこともできずなんともバツの悪そうな顔で俯うつむいてしまった。さすが我らが副長である。

　そして言うだけ言った翔香はツバ広の麦わら帽ぼう子しを被かぶると、木こ陰かげに引き籠こもってしまった。

「はっ。相変わらずズボラでだらしない女ね」

「……あ？　なんだって慶けい子こ」

　鼻で笑った警察の関せき慶子を、翔香が麦わら帽の陰かげから鋭するどく睨にらみ付ける。しかし上司の那田ですら怯ひるむその視線を受けて、なお言った。

「はいはい、美奈子さんも鉄てつくんも宮内庁の若い皆さんも。真面目まじめにやらないとあんなだらしない人間になっちゃうよ」

　翔香がてくてくと木陰から出てきた。

　ポカッ。

「ああ、ごめん慶子。手が滑すべった」

「ああそう」

　ドスッ。

　翔香のゲンコツが慶子の横よこ面つらにめり込み、慶子の膝ひざが翔香の腹に突つき刺ささる。

「ごめん翔香。足が滑っちゃったわ。下が砂だからかしら」

　ごごごごごごご……。

「……おい。長谷部」

「あ、あ、あのっ!?　関さん!?」

　翔香の方を、里八が。慶子の方を、美奈子が押さえようとした瞬しゆん間かん。

「「あんた昔っからそうだよねっ!?」」

　どれくらい昔からなのかはともかく。

　翔香と慶子が、ぼっかすかと取っ組み合いの大おお喧げん嘩かをやらかし始めた。
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　数分後、炎天下で全力稼か働どうした翔香と慶子は熱ねつ中ちゆう症しようにかかり木陰でぐったりと横になっていた。テントの下で顔を覆おおっているのは、那田と辰たつ巳み。

　それを横目にしながら、他の者たちは砂すな浜はまをランニングする。

「……いつものことです」

　走りながら、翔香に倣ならって麦わら帽子を被った隣となりの睡蓮が言う。ジャージに麦わら帽。草くさ刈かりでもするような出いで立ちだが、訓練である。

「……いつも、の」

　ヒデオが言うと、睡蓮は小さく首しゆ肯こうした。

「あの関慶子という女は了りよう見けんが狭せまく、何かというと長谷部先せん輩ぱいを目の仇かたきにするのです」

「ちょっと待ってください」

　話が聞こえていたのか、後ろを走っていた美奈子が速度を上げて横並び、口を挟はさんできた。

「本官の目からすれば、さっきのは明らかにそちらの長谷部さんに非があったように思います」

「……ふん。このヒデオと同じ程度に新入りのお前に何がわかるというのですか」

　ぴくり、と美奈子が眉まゆを吊つり上げた。

「合同訓練だというのに全体の和を乱すような独断をしたのは長谷部さんの方で、関さんはそれを少し注意しただけです。子供でもわかるようなことです」

　ぴくり、と睡蓮が眉を吊り上げた。

「長谷部先輩があのような行動に出ることをわかっていながら、そのような言動に出る方が浅はかだと言っているのです」

　それから左右の二人、ヒデオを間に挟んだまましばし無言。

　突き抜ぬけるような青空が、なぜか重圧のように重くヒデオにのし掛かかる。そんなプレッシャーから逃のがれるためにヒデオは少し速度を上げて二人から距きよ離りを置こうとした。

　直後にその二人ともが追いすがってきた。

「ヒデオさんもこんな頭の固い先輩が一いつ緒しよだと、毎日何かと大変でしょう」

「姉上から聞きましたが、大会中はこの女に散々な目に遭あわされたそうですね」

（……）

　疲つかれたフリをして少し速度を落とすと、ぴったりと両りよう隣どなりの二人もスピードを緩ゆるめてきた。

　たーすーけーてー……。

「そういえば本官、また新しい料理を覚えたので今度ヒデオさんにご馳ち走そうしてあげますね。グラタンとハンバーグとシチューだったらどれが……」

「ふん、餌えさで釣つるしか能がないのですかこの女は」

　あああ……。

「針しか付いてないような人に言われたくありません」

　あああああああ……。

「ああもう睡蓮ちゃん、構わないからやっちまいなよ!!」

「美奈子さん、警察魂だましいを見せてやりなさい!!」

　あああああああああああああああああああああああもう最悪だこの二人!!

「まあ、二人とも。待」

　足を止めた二人の間に、ヒデオは咄とつ嗟さに割って入ったが……直後に美奈子の十手と睡蓮の手刀に挟まれ、ヒデオはぱたりとその場に突っ伏ぷした。

「よっ、よくもヒデオさんを盾たてにしましたね!?　いくら部下だと言ってもそういう扱あつかいは横暴ではありませんか!?」

「世よ迷まい言を！　お前こそわたくしの後こう輩はいを殴なぐるとは良い度胸です、そこに直りなさい！」

　そしてヒデオの献けん身しん空むなしく、睡蓮と美奈子は木こ陰かげで横になっている二人の副長の命に従い取っ組み合いの大喧嘩を始めてしまう。

「うわっ。こわっ。こわいね、大人の世界って……」

「うん。怖こわいね……。あんな大人には、なりたくないよね……」

　横を通り過ぎる高校生のポニーテールとリボン付きが、人生の先輩を尻しり目めに眉をひそめていた。




　数分後、ヒデオが起き上がるのと入れ替かわるように、翔香と慶子の横には睡蓮と美奈子が横になっていた。




　　　　③




「……肝かん心じんの綺き麗れいどころが全部ダウンすよ。これじゃコンパにならないっすよ」

　坊ぼう主ずあ頭たまにタオルを巻いて、ペンキ屋のバイトのようになった繁がボヤいている。里八が相手にするでもなく言った。

「まだ自衛隊の方に一人と、うちの加か賀ががいるだろう」

「いや……自衛隊って、やっぱ少しおっかないっすよ。さすがっていうか走り始めてから一っ言も無む駄だ口ぐちきいてないんすよ……？」

「それだけ規律が徹てつ底ていしているということだ。軍隊なら当然のこと……いや、日本では軍とは言わないんだったか？」

　海外での入隊経験があるらしい里八は、さして気にした様子もなし。暑さに堪たえる様子もなく、容よう赦しやなくスタミナを奪うばう砂地でのロードワークも淡たん々たんとこなしている。

「でも、あのメガネの子って隊長っぽくないすか？」

「ですね」

　答えたのは、今まで同じように口数少なく走っていた心霊班の藤とう治じ鉄てつ彦ひこ。落ち着きのある物静かな佇たたずまいの青年だった。

「階級章を見るに、あの中で尉い官かんは彼女だけのようです。彼女が今回の訓練に参加している部隊の隊長なんでしょう」

「お、おお～……なんか詳くわしいんすか、そういうの？」

「いえ、叔お父じが北海道の自衛隊にいて……聞きかじった程度ですが」

　言われてみれば、確かにあのメガネの子がずっと先頭を走っている。まだ自分たちと同じような歳とし、女の子なのに大したものだ。かっこいいかも知れない。

「はぁ、はぁ、みんな、速いね……」

　そんなヒデオたちの列の後ろの方。世見子がそろそろ、バテてきている。

「お姉さんたちって、いつもこういう訓練してるわけじゃないの？」

　ポニーテールの美野里は、船内でお偉えらいさんの話を聞いていたときよりずっと元気そうだった。世見子のおっとりとした雰ふん囲い気きが、高校生たちにも取っ付き易やすいのだろう。

「え～、全然違ちがうよぉ……私たちなんてただの公務員だし、いつもデスクワークだし……」

　同じような雰囲気を持つリボン付きの水姫が言う。

「あの、じゃあ魔眼さんも、普ふ段だんはデスクワークなんですか……？」

（ッ──!?）

「えっ……？　魔眼さん、って？」

　世見子が目をぱちくりしながら聞き返すと、メガネの霧也がこちらを指差した。

「ほら、少し前の方を走っ……」

「……君たち」

　何か言う前に、ヒデオは少し速度を落とした。あれはあの場限りのハッタリであり、睡蓮はそんなことは気にしないだろうが二十歳はたちを過ぎたいい大人がだ、魔眼なんてハハハそんなまさか。

　美野里がニヤァと唇くちびるの端はしを持ち上げる。

「そうそう、この人。ぷっ、くふふ。僕もまた、魔眼と呼ばれた男だ……とかなんとか。ふふっ、思い出したらまた笑えてきた……」

「え……ええ～……、川村さん、そうなんですか……？」

　微び妙みように反応しにくそうに、世見子が半笑いする。

「あ。いえ。ですから、加賀先せん輩ぱい。それは」

「ええと、目からビーム……！　だったっけ？」

　水姫の言葉に、美野里が盛せい大だいに笑い出す。

「そうそう、うっひひ！　目からビームって！　ビームって今どき!!　うっふふふふふふぷぷくっ!!」

「え……えええ～……、そ、そうなんですか、川村さん……」

「お、なんすかなんすか、女の子だけで盛り上がってないで俺たちも交ぜてくださいよ」

　いいきっかけだと言わんばかりに、繁たちが話に交ざってきた。

　霧也が半ば不思議そうな顔をする。

「皆みなさんは同じ職場の方なんですよね……？　彼がそういう能力を持っていることはご存知ないんですか？」

「「「能力……？」」」

　ご存知ない！　なぜなら彼らはその事件の後に中央に招しよう聘へいされたのだから知らないし、知らなくていいし、言わなくていいし……！

　ひそひそ。ひそひそ。

「……ええ？　マジっすか？　あのヒデオくんが？」

「……ほう、あの川村がな」

「……へえ～、川村さんって……」

「……うちの先輩方も元気ですが、まさか目からビームとは」




　うわあああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!




　後ろを振ふり返ることもできず、ヒデオは猛もうスピードで駆かけ出した。




　　　　◆




「……若い方が多いだけあって、向こうさんは賑にぎやかですね、天白三さん尉い」

「訓練中です。私語は慎つつしんでください、三み津つ屋や曹そう長ちよう」

　三津屋瞬しゆん曹長。階級は二十代前半の花果菜が上だが、実務経験も、人生経験的な意味でも、三十代手前の三津屋の方が上である。つまり能登はそういう補ほ佐さ役としての意味も含ふくめて、穏おん和わで人当たりも良い性格の彼を副官として選んだのだろう。

「宮く内ない庁や警察庁との交流も、今回の合同訓練の一いつ環かんです。向こうから話しかけられる分には、そうした杓しやく子し定じよう規ぎな応答は控ひかえた方がいいかと思います」

「……」

　言われ、花果菜は無言のまま自省した。

　実際、小中高校と、典型的な委員長キャラとしてクラスメイトから煙けむたがられた経験があった。逆に言えば、厳しい規律を求められる自衛官という職業は、花果菜の性格にぴったりと当てはまっていたのだが……自衛官も人間である。二十四時間仕事だけしているわけではなく、そうなれば業務外での人付き合いも社会人としては必要になってくる。

　要改善事じ項こう。

「……わかりました。ただしあまり冗じよう長ちようにならないように。あれではさすがにだらしない」

　その向こうさんたち。走ってはいるが、あれでは中高生の、不ふ真面目まじめな連中のマラソンと変わりない。

　しかも木こ陰かげの四人に至っては私し闘とうの挙げ句ぶっ倒たおれるとか、なんなのか。あれが世に言う縄なわ張ばり争いというものだろうか。何かあったら自分たちも因いん縁ねんを付けられるのだろうか。そうなったら隊を率いているのは自分である。そうなった場合、矢や面おもてに立って隊員を守らねばならないのも自分である。

（……）

　向こうの隊長格らしい長谷部さんと関さん。

　猫ねこの引っ搔かき合いならまだしも、年とし頃ごろの姉さん方がガチのドツキ合いである。あんなの初めて見た。縦割り行政の縄張り争いとはそれほどまでに苛か酷こくで陰いん湿しつで根深いものなのだ。

　恐おそろしい、恐ろしい……。

「いえ、三尉。つまり……そう身構える必要はない、と言いたかったんですが」

　暗あん澹たんたる表情をする花果菜の横で、三津屋が苦く笑しようしていた。

「そ、そうでしょうか……。ともかく、一いつ般ぱんの方の前でもありますし、あまりだらしなくならないようにお願いします」

「……了りよう解かい」

　三津屋としては自分たち以上に、真面目すぎる花果菜をリラックスさせようと気き遣づかっての進言だったが……それが彼女の気き質しつだろうと、苦笑のまま返答する。

　能登の方から、ランニング終了の声がかかったのはそんな頃であった。
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　　　　④




　午後二時を回り、最も暑い時間帯を迎むかえる。翔香たち熱ねつ中ちゆう症しよう組のこともあり、訓練参加者はランニングが終わると三十分の休きゆう憩けいの間に、一リットル以上の水分補給を命じられた。

　以降のメニューは、警察からは逮たい捕ほ術を絡からめた柔じゆう術じゆつ。自衛隊からは日本拳けん法ぽうベースの戦せん闘とう術。我らが宮内庁からは、回復した翔香の指導で剣けん術じゆつを。全員でざっと俯ふ瞰かんする。

　そうして一通りの実演実技が終わると、自習時間となった。それこそ交流の意味も含ふくめ、それぞれの技術や技能を交こう換かんするも良し、互たがいの得手不得手を見付け合うも良し、他のエキスパートに習うも良し……。

　テントの下では、お偉えらいさんたちが那田らと共に時折書面にペンを走らせていた。各おの々おのにとっての訓練であると同時、政府としては個々の身体的、技術的な特性を見ている様子であった。

〝ちょっとヒデオ、いいとこ見せなさいよ。出世したりモテたりするかもしれないわよ〟

　退たい屈くつしたようにノアレが言うが、正直あまり興味ない。というか、暑くてそんなところにまで考えが回らない。

　そんな中……気合いと共に響ひびく、木刀同士の打ち合う爆はぜるような音に、はっと目が覚める思いだった。

　言ったのは翔香。

「おー、うまいうまい。重心の使い方がさすがに馴なれてるねぇ。はい、もう一本」

「やあっ!!」

　真しん剣けんな表情で打ち込んだのは霧也。なんでも、古武術を嗜たしなんでいるらしい。木刀が、カァン、と甲かん高だかい音を立てる。それを受けた翔香が、珍めずらしくはしゃいでいた。

「あっはは、すごいすごい。うちの繁くんたちとは大おお違ちがいだ。その歳としで睡蓮ちゃんと渡わたり合ったってんだから末すえ恐おそろしいねぇ！」

「あのときは美野里と二人がかりです……褒ほめてもらえるのも嬉うれしいですが、僕はまだあなたから一本を取れていない。どうしたら良くなるのか、教えて頂けると嬉しいのですが」

「タダで教えたなんて言ったら、じいちゃんにぶん殴なぐられちまうよ。今度うちの道場においで。そしたらあたしもお小こ遣づかいに紹しよう介かい料もらえるからさ」

　カカン、と連続した音。しれっとした顔で喋しやべりながら、次の瞬しゆん間かんには翔香の木刀が霧也の木刀をかわし、霧也の眉み間けんに寸止めされていた。

「はぁっ……強いですね。参りました」

「はい、お粗そ末まつ様さまでした」

　互いに木刀を腰こしに下げての一礼。

　技術的なことはヒデオには理解が及およばないが……やはり翔香は強いらしい。里八は里八でサバイバルナイフ片手、海外式の軍隊格闘術について、自衛官らと共に実じつ践せんを交えつつ議論を深めている。鉄彦も里八とウマがあったのか、そっちに加わっている。

　一方で慶子と美奈子のところには暴漢対策にも使える講義ということで、世見子や美野里、水姫らが集まっていた。先日の補導騒さわぎも、うまく誤解が解けたのだろう。繁が暴漢役としていいように使われているが、彼自身の持ち前の明るさもあって、みんな楽しそうだ。

　さて自分もどこかに交ざらなければ。交ざらなければならないのだが……もう暴漢役でいいかな。

「余よ裕ゆうだな。今さら他人に習うようなことはない……と、いったところか」

「……」

　世界観だった。

　今はこいつの相手をしている場合ではないのだが……。

「わたくしの講義を待っていたとは感心な心がけです」

　ああほら、早く他に交ざらないから名な護ご屋や河かわ先せん輩ぱいが起きてきてしまった。いつもの巫み女こ装しよう束ぞくに着き替がえてやる気満々であるが、熱中症の威い力りよくは思い知ったのか麦わら帽ぼうを被かぶったままである。

「……具合は」

「ひえぴたのんとぽかりすえっとのおかげで、すっかり良くなりました」

　そうですか。

「しかし。無理は、しない方が」

「同じように倒たおれた長谷部先輩らが、ああして熱弁を振ふるっているのです。わたくしだけいつまでも寝ねているわけにはいきません……さて、わたくしのいんすとらくとを受けたいのはお前たち二人ですか」

　その英語の使い方は合っているのだろうか。

「いや。僕は、日ひ頃ごろから受けているので。いい機会だから、他の人を教えたらどうだろうか」

「ふむ。それもそうですね」

　よし、逃にげられた。

　自然、睡蓮の視線がナイトを見やる。しかしナイトは吐はき捨てるように言った。

「呪のろわれた俺に許された運命は……、俺のこの手に許されたのは、誰だれかを傷付けることだけだ」

　そうして見み詰つめた手の平を一人握にぎり締しめ、フォースである仲間たちの方を見る。

「あいつらみたいにうまく踊おどることなど、できるものか」

　……。

　ヒデオはかける言葉も見付からなかったが、踵きびすを返したナイトの背に睡蓮が言った。

「ではどの程度傷付けることができるものか、このわたくしが見てやりましょう」

「……どういう意味だ」

　歩き去ろうとしたナイトの足が、ぴたりと止まる。

「他の三人以上に、お前は己おのれの力をよくわかっていないようです」

「なん……だと？」

　あたかも図星を突つかれたように、ナイトがずざっと振り返る。

「お前に俺の何がわかる……！」

「わかっていないのはお前の方です。それを教えてやりましょう。本気で来なさい」

「面おも白しろい……、後こう悔かいするなよッ……！」

　その言葉の終わるか否いなか。




　ズタァンッ──!!




　突とつ如じよ響ひびいた、砂すな浜はまとは思えぬ衝しよう撃げき音に全員が振り返った。

　ナイトの拳こぶしは速かった。ヒデオの目にも、純じゆん粋すいにそれはわかった。だが睡蓮のさばきはさらに速かった。

　拳の先を手の平で受け、その肘ひじの内側を掌しよう底ていを打つように摑つかみ、一気に一八〇度、上体をひねり込み、全身を使ってナイトの背中を地面に叩たたき落とした。

（っ……）

　よくよく彼女と稽けい古こを繰くり返しているヒデオであっても、睡蓮のここまで大きな体さばきを見たのは初めてだった。それは恐おそらく、自分では彼女にあそこまでの技わざを使わせるに至っていないから。逆を言えばナイトの打だ突とつは、ああまでしなければ流し切れぬもの……ということなのか。

「……」

　砂が散ったクレーターのような中、仰あお向むけになったナイトは呆あつ気けに取られた顔をしていた。いくら不良でケンカ慣れしていても、殴なぐり合いと洗練された体術とでは、あまりに勝手が違ちがう。

　ナイトの手を放した睡蓮が背筋を伸のばす。

「本気で来いと言ったはずです」

　言われてナイトは身を起こし、立ち上がり、睡蓮へと振り返った。目付きが変わった。

「……行くぞ」

「来なさい」

　あろうことか……その目を受けて。

　睡蓮が、構えた。




　ズバァンッ──!!




　見ていた全員が声を失う。

　水柱ならぬ砂柱、高々と。

　殴ったのはナイト。だが、倒されたのもやはりナイト。子細な部分は、もはやヒデオの目では追いきれなかった。

「我流に過ぎます。それでは意図せず何かを傷付けてしまっても当然でしょう」

　多少、むせてはいるがナイトが上体を起こした。いや、その程度で起き上がれること自体が彼のタフネスを表している。

「どういうっ……、意味、だっ……」

「……そうですね」

　言葉を探し、選ぶように睡蓮は一度間を置いた。

「たとえるなら、今のお前はまるで爆ばく弾だんです。解き放てば辺り構わず吹ふき飛ばす、そういう力です。まさに諸もろ刃はの剣つるぎ。刃やいばを整えその方向を定めなければ、やがては重大事を引き起こすことになるでしょう」

「……たかが、ケンカの道具さッ……」

　膝ひざ立ちのまま握り締めたナイトの拳へ、睡蓮はかぶりを振る。

「拳でもですが、お前の憑つけているモノについても言っています」

「っ、馬ば鹿かなッ……！」

「あれはお前の心、お前の魂たましいが呼び出すモノ。迷いがあれば、たかが両手すら己の心に反し傷付けるだけのものになる。本来自在のはずの五体すら満足に行かぬような者が、どうしてカミに通じるというのです」

「ッ……!?」

　睡蓮の強い口調に、ナイトは弾はじかれるように目を見開いた。その目で己おのれの手の平を見み詰つめ、独り言のように呟つぶやく。

「……邪炎龍サラマンダーが……、暴走する……」

「わかっているのなら、早いうちに覚かく悟ごを決めることです。そのチカラとどう付き合うのか。言うなれば、己自身とどう向き合うのか。それさえ決まれば、そう悪い方向には行かぬでしょう」

　顔を上げたナイトは、自や棄けになったように薄うす暗ぐらい笑えみを浮うかべていた。

「簡単に言ってくれるな……」

「己にも勝てぬ程度が、何に勝てるというのです」

「っ……、フッ。フフッ……ハハハッ」

　突とつ然ぜん、ナイトが笑い出した。

　快活に。盛せい大だいに。

　ヒデオはそんな彼を見たのは初めてだったが……他のフォースの面々も、そんなナイトを見たのは初めてなのか、驚おどろいたような顔をしてやってきた。美野里がある意味心配そうな表情で声をかける。

「ちょ……ちょっと、ナイト。大だい丈じよう夫ぶ？　すごい勢いで投げ飛ばされてたけど、ネジがどっか飛んでったとか？」

「……さあな。後退バツクのネジなんてものは、とっくの昔に吹っ飛んでるさ」

　ああ、いつものナイトだ……とかなんとか。なんとも複雑そうな表情で美野里が胸むねを撫なで下ろした。

「んもー、じゃあ後退はなくてもブレーキのネジくらいは付けときなさいよ。言ったでしょ。この巫み女こさん、霧也と私と、二人がかりでも大変だったんだから」

　それからしっぽのようにポニーテールを振ふって、睡蓮に向き直る。

「ちょっと、ナイトはただのケンカ馬鹿なんだから。素人しろうと相手にあんなバカスカ投げ飛ばさなくてもいいじゃない。私たちにやられた腹いせってわけじゃないんでしょ？」

「腹いせとはどういう意味です」

「だからぁ、なんかお役人さんみたいな人もいっぱい見てるし、あの夜やられた分、いいところ見せようとか、なんとか……！」

　威い勢せいはいいが、論ろん拠きよにはあまり自信がなさそうだ。しかしプライドの高い睡蓮を苛いら立だたせるには充じゆう分ぶんだったようで。

「ではお前たち他の三人も稽けい古こを付けてやりましょうか」

　どちらが売り言葉か買い言葉か。美野里が子供っぽく笑ってみせる。

「あー、そういうこと言っていいわけ？　ここで決着付けてみる？　言っておくけど私は空手とテコンドー、霧也は真しん剣けんまで扱あつかうような超ちよう実戦型の古式柔じゆう術じゆつ、ミズキチも大人しそうな顔して薙刀なぎなたをやってるんだから。我らフォースの中でも下っ端ぱのケンカ馬鹿のナイトを倒たおしたくらいでいい気にならないことだ、ふぅはははー」

「わたくしはいま言った中ではてこんどー以外の全すべてを嗜たしなみましたが」

　……。

「ついでに言えば、わたくしはお前たち相手には十ぱーせんとの力で相手をしただけでホンキのホの字も見せた覚えはありません。さらに言えばこのヒデオなど我ら宮く内ない庁の中でも最弱中の最弱の下っ端のぴーぴーのひよっこのぱしりです」

　いや。名護屋河先せん輩ぱい。子供のケンカではないのですから。

「うわ。何よ、いくら負けたからってそんな子供みたいにムキにならなくても」

　ほら言われた。

「誰だれもムキになど……！」

「いや、名護屋河先輩。わかりましたので。子供の言うことですし。まあ、ここはひとつ。穏おん便びんに」

「はあ!?　何よ子供って、どっちが子供よ目からビームのくせに！　なんだったら二人まとめて……！」

「あの、美野里ちゃんも、もういいから、ほら、ね……？」

　ポニーテール振り乱す美野里が水姫に押さえられ、引き離はなされていく。残ったのは霧也とナイト。

「……手合わせしてもらえますか」

　霧也のメガネは、睡蓮ではなく。

「僕……、と。か」

「ええ。冗じよう談だんのようでも、実際にあなたは光線でナイトを打ち倒した。そして山小屋で見たあの黒い少女、ナイトはあなたが呼んだと言う。まるで、僕たちがそうするように。しかし今の話を聞いた限り。そして今日の一連の訓練を通して見た限り……僕にはあなたが、そこまで優すぐれた人物には思えない」

　……なんとまあ。挑ちよう発はつか、これは。

「つまり……、僕が。弱いのか、強いのか。はっきりさせたいと」

「有り体ていに言えばそういうことです。木き更さら津づの海かい浜ひん公園での一件以来、ナイトはどうもあなたに関してナーバスになっている。そして僕はフォースのリーダーとして、仲間の抱かかえている不安を、取り除けるようなら取り除いておきたい」

　こうして真っ向から向かい合うと……高校生とは言え、温和な口調からは想像だにできない迫はく力りよくがあった。初対面の時はハッタリで彼の動どう揺ようを誘さそえていたが、心身共に万ばん全ぜんだとこれほどのものか。

「もちろん、命のやりとりをしようというわけではありません。手加減できるようなら、そうしてもらっても……」

「やめておけ」

　ナイトが霧也を遮さえぎった。

「お前たちはわかっちゃいないんだ。その男のヤバさが」

「僕たちには……、ナイト。君が買い被かぶりすぎているようにしか思えない」

「だったらそう思っていればいい……。興味本位で首を突つっ込むのはやめておけ。相手を舐なめてかかるのはお前の悪い癖くせだ、霧也」

「……意外と、よく見ているんだな」

　霧也のまとっていた研とぎ澄すまされた雰ふん囲い気きが、興を削そがれたように失うせていく。

「わかった」

　ナイトに促うながされ、霧也は一いつ緒しよに踵きびすを返した。

　二人の背を見送りながら睡蓮が言う。

「ないと……と言いましたか。不思議な少年です」

「……。全く」

　不思議すぎて、少し理解が追い付かないが……小物か大物かで言ったら、まず間ま違ちがいなく大物か、もしくはこの先、大物になりそうな雰囲気ではある。




　　　　⑤




　そんなこんなで午後四時を過ぎ、若者たちには待ちに待った自由時間となった。とかく暑かったこともあり、訓練終しゆう了りようの合図と共に、大半は宿舎に戻もどると水着に着き替がえて海に飛び込んでいく。

　そう、水着である。

〝水着である〟

　……。

〝水着である〟

　……なんですか。

〝だって水着よ!?　ほら、世見子も美奈子も翔香も慶子も五年前はあれだけ恥はずかしがっていた睡蓮も、挙げ句の果てには女子高生の美野里と水姫まで水着なのよ!!〟

　……千ち影かげは？

〝いないわね〟

　この世に神がいるならそいつは多分に抜ぬけているに違いない。

〝そんなこと言ったって千影は内調なんだから仕方が……じゃなくて！　なんでそんな中であんたは一人だけ木こ陰かげで体育座りしてるのよ!?〟

　……。暑いし……。

〝……〟

　…………暑い……。

〝……あんたをアパートから引っ張り出したウィル子ってマジ神だわ〟

「そうなのですよー」

　ウィル子が現れた。ご丁てい寧ねいにも白の水着姿で。

「じゃーん！　どうですマスター、本ほん邦ぽう初公開！　中学生のウィル子も水着になってみたのですよー！」

「じゃーん！　まーそういうことなら小学生姿のこの私も水着になってあげてもいいわ！」

　ノアレまで姿を現した。ひらひらフリル付きの黒い水着姿で。

「「じゃじゃーん☆」」

　なんでこう仲がいいのだろうこの二人。

「……言うことはそれだけですかますたー。ていうか喋しやべるのも面めん倒どうそうなのでウィル子たちが勝手に心を読んでいるだけですが」

「何よ。あれなわけ？　こういうのよりスク水がいいとか、そういうこと？」

　暗黒神様はこの世界で何を覚えているのですか。

「ほらマスター、見てください、波間に戯たわむれるうら若き乙おと女めたちを！　童心に返ってはしゃぐ普ふ段だんは見られない一面を！　南の島で水着姿のギャルたちは身も心も開放的になるのですよー！」

「そうよ！　そーんな無防備だから、何かの拍ひよう子しでポロリとかなっちゃったりしてね!?　それでもってモタモタしてると、いい娘こはみーんなよその男に取られちゃうのよ!!」

　でもどうせ自分なんかモテないし……。

「「……」」

　目付き悪いし……。暗殺者みたいな声だし……。里八先せん輩ぱいみたいにたくましくないし……。繁先輩みたいにユニークでもないし……。警察の藤治さんみたいにハンサムでもないし……。自衛隊の人たちみたいに爽さわやかでもないし……。勝ち目ないし……。浮うかぶ瀬せっていうか……。立ち入る隙すきが……。

「「……。」」

　……あー……。

　…………と…………溶とけ……る…………。

「「…………。」」

　膝ひざを抱かかえたまま、ぐでぐでと横になっていくヒデオを哀あわれみの目で見下ろす二人の精せい霊れい。

　どのゴミ出し区分にも当てはまらぬ粗そ大だいな生ゴミを見るかのような目付きである。

「そう言えばノアレ。訓練は終わったのですよね？」

「何よ」

「あれは何をしているのですか」

　ウィル子がテントを指差す。

「採点」

「……は？」

「だから、秘密裏りに採点してるのよ。どこの娘が一番か」




「やはり三人揃そろえてきたうちが一番でしょう。なんでしたら全員にウサ耳を着用させることも可能ですとも、参事官」

「いえいえ、うちには今年北きた大おお路じさんというフレッシュな新人が入りましたからねぇ。しかも厳格さで知られる次長の箱はこ入いり娘です。那田さんのところのやんちゃな方々と違って、性格も健けな気げないい娘ですよ」

「うちの天白も真面目まじめすぎる性格を除けば、素材は悪くないと思うんですがね」

「とは言え……、やはり女子高生を揃えてきた我が社のトップは揺ゆるぎないのではありませんか？」

「「「くっ……！」」」




「……みたいな感じ」

「マジですか」

「大マジ。ちなみに一位のところには来年度の予算十万円アップ。オートラインだったら同じ額の資金援えん助じよ。でなきゃあ、いい歳とししたオッサンたちが訓練の時にも使わなかったあんないい双そう眼がん鏡きようでかぶりつきになってる理由がないでしょ」

　……。

　だめだこの国。

「でしょ!?　だから！　なんですぐそこにおいしそうな女の子がわんさといるのにオッサンどもの解説しなきゃならないのよ！　起きなさいヒデオ！　私は退たい屈くつだわ！　契けい約やく違い反はん！　契約違反！」

　うるさいので体を起こす。

　まあ、泳げば少しは涼すずしいだろうか。

　何もあんな健康で健全な一いつ般ぱん人どもの輪に交ざらずとも、少し離はなれたところで泳げばいいのだし。

「いえ。そこは交ざりましょう、マスター」

　ともあれ木こ陰かげを出て。

「……あ」

「何よ。どうしたのよヒデオ。まだ何かあるわけ？」

「いや。そもそも、水着を持って来ていない」

「……」

　ガッ!!

　とノアレに手首を摑つかまれた。

　ぽーん、と曲射弾だん道どうで空高く放ほうり上げられ、一般人どもの遥はるか頭上を通り越こし、海中深くに落下した。

「ああもう！　ヒデオなんてどうでもいい！　こうなったらあそこで何も知らずにキャッキャウフフしてるお姉様方の胸を片っ端ぱしから揉もみまくってやるわ!!」

「……なぜ」

「そこに揺れているからよ」

　ズドッギャアァーンッ!!

「お……。おお……！　おおおおおおおおおっ!!」

「とっつげきぃ!!」

「きゃっほーっ!!」

　邪炎龍より先に闇やみと電子の精霊が暴走した。




　　　　◆




「……オ君！　ヒデオ君！　起きるんだ、ヒデオ君！」

　繁の呼びかけに、ヒデオははたと目を覚ました。

　最後に水平線が丸いのを見た記き憶おくがある。

　ああ、そう言えばノアレに放り投げられたのだった……。

「……」

　背中が暑い。焼けた砂。どうやら、引き上げてもらえたらしい。

「大だい丈じよう夫ぶか、ヒデオ君！」

「しっかりするんだ川村！」

　繁の他ほかに里八まで。体の具合以上に、二人の鬼き気き迫せまる様相に気き後おくれする。なんだ？　何かあったのか？　一応自分は……手も足も自由が利きくし、五体満足だが……。

　そう思って身を起こすと、繁が向こうを指差した。

「あれを見るんだ……！」

　波打ち際ぎわ。

　先ほどまで……気絶していたのが長い時間でなければ……つい先ほどまで、男女仲良く遊んでいた場所には、女の子たちの姿しか見えない。

「アハハハハ！　アハハハハ！　アーッハハハハハハッ！」

「ニホホ！　ニホハ！　ニヒハハハハハーッ！」

「ひいやあああああ!?」

「やめてください、それは、それは本官の！」

「いーやーっ!?　こないでーっ!!」

「こーらーっ!!　かーえーせーっ!!」

　響ひびき渡わたる、悪あく魔まじみた幼い哄こう笑しよう。羞しゆう恥ちに上気した絹を裂さくような悲鳴。

　ピンク色。

　でなければ阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ず。

　自分の見み間ま違ちがいでなければ……腕うでで隠かくしてはいるが、何人かはトップレスの状態になってないか。

「……。あの。一体、何が」

「見ての通りだ、川村」

　いや、わからないから何がと里八先ぱ……。

「……。」

「……どうした、川村」

　すっと里八から目を逸そらして繁を見る。

「……。」

「つまり経いき緯さつを知らない川村さんはこう言いたいんでしょう。何をやってるんですか先せん輩ぱい方、と」

　言ったのは警察の鉄彦さ……。

「……いや。そう言うあなたまで。何を……」

　いや。いやいやいやいや。

　よく見たら海から上がってきている男性自衛官の皆みなさんまで。

　さっきまで泳いでいたのだろうから裸はだかなのはわかる。とは言え、もちろん素すっ裸というわけではないのもわかる。

　しかし、なぜ葉っぱなのか。

　葉っぱ一枚あればいいのか。

　いいや、そんなわけあろうはずが。

「お、おいおい勘かん違ちがいするなよヒデオ君!?　俺たちだって好きでこんな格好をしているわけじゃない！　あの子たちの仕し業わざだ！」

[image: ]

　繁が指差したのは、ヒャッハー！　ヒーハー！　フゥハハハー！　と暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくす二人の精せい霊れい。その頃ころには上の水着を剝はぎ取られ、胸を隠すことに手一いつ杯ぱいの乙おと女めたちは、ノアレとウィル子にいいようにいじられ放題となっていた。

　具体的に何をどういじったり触さわったり揉もみたくったりしているかはともかく……。

「恐おそらくあの二人は最初から、彼女たちを辱はずかしめることが狙ねらいだったんでしょう」

　真しん剣けんな表情の鉄彦に、繁が同意の首しゆ肯こうを見せる。

「ああ……、だがあんな可愛かわいらしい見た目に反して、彼女たちは狡こう猾かつだったのさ」

「そしてウィル子がまず真っ先に、あの中で最も厄やつ介かいな名護屋河の水着を剝ぎ取った。当然、男たちの注意はそちらに逸れる」

　里八先輩、そんな軍人が敵情を察するような表情で解説しなくても。

「とは言えさすがの睡蓮ちゃんだけあって全く同時に隠されてしまったけどな。全く惜おしかった……」

　睡蓮の隙すきを突つくほどの不意を見み逃のがさなかった繁先輩の目って実はすごくないですか。

　ともあれ続く話には、男の下心を利用した隙を突き右から左に脱ぬがされていく。何せ二人は神出鬼き没ぼつ。あっちへこっちへ翻ほん弄ろうされるがままにやられた結果、ついぞか弱い乙女たちを守らんとする邪じや魔ま者ものはいなくなり、男たちは手近な椰や子しの葉で専守防衛に徹てつするしかなくなり、女の子たちは奪うばわれた水着をチラつかされ、それを追いかけては、別のもう一人にあれやこれやされるという今の状じよう況きように至る……と。




　　　　⑥




「あの二人の子はどこの所属かっ!?」

「我が宮く内ない庁神しん霊れい班ですとも、閣下」

「これはいよいよもって選考が難しくなりますなぁ」

「とは言え今回の審しん査さはあくまで各職員に対してのものとなりますから……」

「いや、しかし！　だからと言ってあの子たちの功績をないがしろにするのはいかがなものかと……」

「それを言うならば、この光景は彼女たち全員がいたからこそできあがったものではありませんか」

「確かに、今回の合同訓練はオートライングループからの申し出もあるが、三省庁の協力がなければ成り立たないものだった」

「……昨今の論調のように、縦割り行政など今や古くさい考えなのでしょう。そうしたつまらない縄なわ張ばり争いを一いつ掃そうすることこそ、我々のような古い世代の官かん僚りように課せられた最後の使命なのかも知れませんな」

「なるほど……今回の合同訓練のように一丸となれば、なかったはずの新しいものができあがることもある。そうしてできた新しいものは、そのまま国民の幸福へ寄き与よされる……ならばその新しい何かは、多ければ多い程ほど良い」

「いやはや……まさか現場のみならず我々にまで意識の変化を迫せまるとは。実に実りの多い合同訓練となりましたな」

「いや、全くです。それにしても……おおっ!?」

「「「「おおおおっ!?」」」」




（……）

　なんかテントのお偉えらいさんたち全員が非常事態宣言下のような真顔で双そう眼がん鏡きようを覗のぞいてるが大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。

「そこでだ、ヒデオ君。俺たちは今、選せん択たくを迫られている！」

　まさに決断に苦く渋じゆうするような顔で、繁が拳こぶしを握にぎり締しめる。

「あの子たちは、協力するならこちらの水着を返……もとい、水着を返して欲しければ仲間に交ざれと脅きよう迫はくしてきているんだ！」

　……あー。

「召しよう喚かん師しとしての君の意見を聞きたい！　この誘ゆう惑わくもとい、罠わな！　に、あえて踏ふみ込むべきかどうか！　彼女たちは約束を守るか否いなか！」

　ヒデオは冷静に里八の方を向いた。

「たかがトップレスだ、俺はどっちでもいい。だが事態の収拾が付かんことには、身動きが取れん」

　たかがと言いきるとは、なんという男らしさ。まさに頼たよれる大人の男。しかしそんな里八であっても、葉っぱは困るらしい。椰子の葉は大きいが、まあ所しよ詮せんは葉っぱである。

　鉄彦が言う。

「とりあえず今、身動きが取れるのは、脱がされていない川村さんだけです」

「というか、お前が呼んだ精霊だろう川村。なんとかしろ」

　そうは言われましても……。

「ほーら、欲しいの？　これが欲しいのね？　大人しく揉ませてくれたら素す直なおに返してあげるのにー。アッハハハハハハハ！」

「ニハハ、哀あわれな子羊たちは全すべての[image: ]パイを神に捧ささげるのですよー！」

「きゃああっ！」

「ひぁっ、やめ、やめてくださいっ!?」

「ちょっと、どこを触さわって、そこはっ……！」

　……あの二人にここまでぶっ飛ばれたら、もうすでに手て遅おくれな気が。

「逃にげるのか、魔眼！」

　見ると。

「まったく……どうして僕たちまでこんな目に……」

　……。

　お前たちもか、高校生。

　たかが葉っぱもここまで並べばいっそ壮そう観かんである。どこに並んでいるかを除けば。

「まあそういうわけでヒデオ君、ちょいと行って止めてきておくれよ。そろそろバーベキューの準備したいし」

　翔香だった。

　水着姿のまま、バスタオルを肩かたにかけて麦わら帽ぼうを被かぶって、スポーツドリンク片手。こともなげにヒデオの側そばに腰こしを下ろす。

「副長……は。その。ご無事、というか」

「あっはっは。まあ揉もまれるだけ揉まれたけど、子供のすることだしねぇ」

　二人の悪戯いたずらもさておき、居並ぶ男たちの葉っぱ姿にも、さして頓とん着ちやくしていない様子。大人の女性……というより、元来おおらかな性格なのだろう、彼女の場合。

「あんたのとこの若いモンでしょうが。副長ならちゃんと躾しつけときなさい。ていうかあんたが止めてきなさいよ」

　タオルで髪かみを拭ふきながら、咥くわえ禁きん煙えんパイプの慶子。やはり無事な水着姿のままである。

「ああ、あたしゃ別にほら。若い子がきゃーきゃー言うのはそんな嫌きらいじゃないし。あんたこそ行ってくりゃいいじゃないのさ」

「どう捕つかまえろってのよあんなの！　明るい内から出たり消えたり、幽ゆう霊れいだってもうちょっと節操があるわ！」

　それから足音もう一つ。

　非常に複雑そうな表情をした、自衛隊の女隊長さん。やはり無事な水着姿。薄うす手でのパーカーに、ワークキャップを被っている。

　気付いた男性自衛官が言った。

「天白三さん尉いもご無事でしたか」

「無事……というか……」

　とてもとても複雑そうな表情をしている。

　見た限り、確か……さっき目を覚ましたとき。彼女もしっかり揉まれて悲鳴を上げていたような気がしたが。

　……ああ。なるほど。この三人の共通点。

「副長と慶子さんが無事……」

　はっ、と気付いたように繁が顔を上げた。

「そうか！　ってことはやっぱり、ウィル子ちゃんとノアレちゃんも同じ揉むなら若い子の方がいいんすばふぇえっ!?」

　繁が翔香と慶子に同時にぶん殴なぐられた。

「ごめんね慶子、これはさすがにあたしが躾けておくよ」

「ううん、いいのよ翔香。私にも手伝わせて」

　一発一発の重い杭くい打うち機のようにどかすかと蹴けられ踏まれて、繁が砂の中に埋まい没ぼつしていく。

　無論、共通点とは年ねん齢れいの話ではなく……彼女ら、隊長格三人の水着はワンピースなのだ。主に胸が目的らしいウィル子たちが脱ぬがそうとしても、奪うばうことまではできない。仮に下ろすことができたとしても、上まで上げれば元通り。だからこうして戻もどってくることができたのだ。

（……）

　翔香と慶子はそれなりに大人っぽい感じだが、自衛隊の隊長さんは……なんだろう。競泳用？　スポーツ用とでも言うのだろうか。黒の無地、サイドにブルーのラインが入っただけの……少なくとも遊んだり見せたりするための水着ではない。

　その彼女が、やや赤らめた顔で葉っぱ姿の隊員たちに言う。

「と……とりあえず、です。三津屋曹そう長ちよう。皆みなさんも。着き替がえてきてください。宿舎にあるでしょう、その……着替えが」

「はぁ……、あの、しかし、この格好で戻るんですか？」

「いやあせっかくだし正直、もう少し見ていたいというか……なあ？」

「ええ、馴なれてしまえばこの格好も開放的で清すが々すがし」

　ぶちぃっ!!

「さっさと行って着替えてこいと言ったんだっ!!　精強、精せい錬れん、精せい鋭えい!!　陸自隊員がこれ以上恥はじをさらすなっ!!」

「「「了りよう解かいぃっっっ!!」」」

「走れえええええっ!!」

　文学少女な見た目からは想像できない、ビックリするほど大きな声に追い立てられ、男性隊員らはダッシュで宿舎への道を走り出した。

　それが見えなくなってから、彼女はこちらに向き直り。

「……その……大変、お見苦しいところをお見せしました……申し訳ありません……」

　脱だつ帽ぼうして頭を下げ、再びすごくすごく複雑そうな表情をする。なんかもう、いっそ落ち込んでいるようにすら見える。

　翔香が両手を左右に振ふりながら答えた。

「ああ、いやいや、そんな。こっちのことは気にしないでさ。葉っぱ隊なのはうちも一いつ緒しよだし。ほんと男って馬ば鹿かで困るよねえ」

「でも偉えらいわぁ、こんな自由時間でも隊長さんが言えばちゃんと走るんだもの。他の公務員とはやっぱり違ちがうのね」

　慶子が真顔で、感心しきりに頷うなずいている。

　警察もそうなのではないのだろうか。違うのだろうか。

　気付いたように里八が言った。

「そうだ。冷静に考えてみれば、向こうに着替えがあるんだったな」

「確かに、気が動転していて自分も気付きませんでした。行きますか」

　里八と一緒に鉄彦が立ち上がる。打ち上げられていた漂ひよう流りゆう木を杖つえにしてよろよろと、繁がその後を追う。

「あ……ああ、いえ、私はそんな、皆さんにまで言ったわけでは……」

　隊長さんはなんとも申し訳なさそうだった。

　嘆たん息そくがてらに霧也が言う。

「……それじゃ僕たちも行くか、ナイト」

「なぜだ」

　世界観……!?
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「なっ……。なぜって、ナイト……いつまでもこんな格好のままでいるわけにも……」

「行きたければ勝手に行け……。俺は行く末を見守りたいだけだ。この悲劇……いや、惨さん劇げきの行く末ってやつを……」

　そしてナイトは耐たえかねたように腕うでを振りかざし、ヒデオを指差した。

「いつまでそうしているつもりだ、魔眼！」

「いや……」

「確かに貴様は、敵であれば息をするように簡単に殺せる男だ……。だが貴様は、それが仲間であっても見殺しにできるような男なのか……!?」

　何もそんな深刻な話じゃ……。

　……いや、だが、確かに。被ひ害がいを与あたえたのは……自分ではないにせよ。自らの意志で呼び出したのではないにせよ。暴れているあの二人と、最も密接に関かかわっているのは自分。あの二人のことを誰だれより知っているのも、この、自分。

　睡蓮が言っていたではないか。

　それはきっとナイトにだけ当てはまるのではない。それは、恐おそらく根幹なのだ。

　どうしてナイトに邪炎龍が。どうして自分にウィル子やノアレが。それはきっと、どうして自分の親にこの父母が。自分の友人にこいつらが。自分の身近にこの人が……というのと同じなのだ。ならばそれは悔くいたり、忌き避ひすべきようなことではない。

　問題は人間と精せい霊れいの違いはあれども、精霊もまた、意思ある存在だということだ。ならば……彼ら、彼女らとどう付き合うのかは、そのまま、自分とどう向き合うのかに直結するのではないか。自分自身と向き合った結果、その相手に対して自分がどう振る舞まうのか。

　それこそが、家族と、友人と、隣りん人じんと……ひいては精霊と、どう接していくかということではないのか。睡蓮が言ったこと、そう考えれば……。それは……召しよう喚かん師しとして以前に。人としての根幹だ。

（……）

　ああ、馬鹿馬鹿しい。半ば自や棄けに陥おちいっているような高校生への説教が、そのまま大人であるはずの自分に当てはまるのだ。就職した忙いそがしさにかまけて、結局はそんな当たり前のことすらわかっていなかった。成り行きに任せるまま、振り回されるまま、あの二人と向き合ってこなかったツケが、これなのではないか……。

　ヒデオの長い黙もつ考こうに痺しびれを切らし、ナイトが舌打ちする。

「……チッ。どうやらお前が正しかったようだぜ、霧也。俺が買い被かぶり過ぎていた。行くぞ」

「いいのか……？　って、おい、どこに……！　待て！」

　ナイトが宿舎ではなく海の方へ向かうのを見て、霧也はその肩かたを捕つかまえる。

「放せ！　魔眼は動かない……だったら、俺たち以外に誰があの暴ぼう虐ぎやくを止められる!?」

「その、覚かく悟ご。僕が……買った」

　言って、ヒデオは立ち上がった。

「……魔眼……！」

　見み違ちがえるような気配の変化に、振ふり返った邪じや霊れい眼がんは刮かつ目もくを見せる。ヒデオはもう、迷ってはいなかった。

「精霊も、生きている」

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、ナイトが一つ瞬まばたきをする。

「生きている……だと？」

「ああ。人間と、同じ。ああして、息いき抜ぬきもしたければ……たまには、はしゃぎたくもなるだろう。それをうまく、させてやれればいいが……肝かん心じんの召喚師がはっきりとしなければ。精霊も、どうしていいかわからなくなるのかも知れない」

「それが、あの巫み女こが言っていた……」

　言いかけたところで、ナイトがはっと目を見開いた。

「貴様……まさか、わざわざ俺たちにそれを伝えるために、あいつらを暴走させたってのか……!?」

「……さあ。案外、僕が未熟なだけかも知れない。買い被るかどうかは、君たちが決めればいい」

「くっ……、貴様ってヤツは……」

　そしてヒデオは歩き始める。

　波打ち際ぎわでは、女の子たちが小声に囁ささやき合っていた。

「え……ええ～……ほんとにやるんですか……」

「うう……恥はずかしいよ……」

「だって手が塞ふさがってたんじゃ、もう他ほかに方法がないじゃない！　世見子さんもミズキチも覚悟決めて！」

「とにかくお二人は逃にげ道を塞いでくれれば、あとは本官と睡蓮さん、美野里さんで何とかします！」

「では、よいですか。わたくしが合図します。チャンスは一度きりです」

　なんかもう彼女らだけで作戦が固まったようだが……ウィル子とノアレが沖おき側、他が浜はま側。という立ち位置から見るに。

　……なるほど。

　他がいる浜辺の方に背を向けていれば、船も遠い。海の方からは誰が見ているわけでもない。胸を隠かくす必要もなく、両手を使って思い切って飛びかかれるだろう。

（だが、しかし）

　到とう底てい、成功するとは思えない。

　ノアレとウィル子は贅ぜい沢たくにも触さわったりなんだったりに飽あきたのか、奪うばった水着を持って逃げ回るだけになっている。逆を言えば逃げることに集中できてしまっている。あれではやっきになった分だけ、二人の精霊に面おも白しろがられるだけ……。

「そこまでだ、二人とも」

「えっ!?　ひ、ヒデオさんっ!?」

「ちょ、ちょっとビーム男、スケベ、あっち行ってなさいよっ！」

　突とつ如じよ、すぐ背後の波打ち際に現れたヒデオに、女の子たちがわたわたと慌あわてふためく。しかしヒデオは彼女らは気にせず、真っ直すぐにノアレとウィル子を視線の先に捉とらえた。

　下心なんて二の次だ。いくら豊かに実ったところで、所しよ詮せんどの果実も自分のものではないのだから。

　ニィ、と笑った二人の少女が音もなく水から出て、次の瞬しゆん間かんにはヒデオの前に現れる。ただし、二人の両手にある水着にまでヒデオの手がかかる距きよ離りではない。そこら辺は打算してある。

「あらあら。今いま頃ごろのこのこやってきてなんの用かしらぁ、魔眼王閣下」

「ここにある[image: ]パイはウィル子たちがもうあらかた蹂じゆう躙りんし、全員のバストサイズを実測値で測定してしまったのですよー」

「……もう、いいだろう。盗とった物を、返すんだ」

　しかしノアレは誰だれかの水着の肩かた紐ひもを指に引っかけ、くるくる回しながらにたにた笑う。

「やぁよ、私たちはまだ遊び足りないわ。やっと面白くなってきたところじゃないの。せっかく起きてきたのなら、ヒデオも私たちと一いつ緒しよに遊びましょうよ？」

「そうです、マスターは真面目まじめでカタブツすぎるのですよー！　こんなときこそウィル子たちと一緒にもっとはっちゃけるべきです！」

　無言のヒデオを、ウィル子がニヒヒと嘲あざけり笑う。

「なんですかマスター、その目は!?　まさか、このウィル子たちとやり合おうとでも言うつもりなのですか？」

「アハハハハ！　無理無理！　三千世界に亘わたる最古の神と、それを打ち払はらった最新の神！　睡蓮ですら捕つかまえられないのに、あなたに何ができるって言うの!?」

「神に逆らい、神の怒いかりを買おうとは愚おろかな人間め！　ニッハハハハハ！」

「平ひれ伏ふし、跪ひざまずき、悔くい改めるがいいわ！　アッハハハハハハハ！」

　その気になれば心で通じ合えるこの二人に対して、ハッタリは通用しない。

　だからといって、実力行使でどうにかなるような相手でもない。

　だがヒデオもまた、無策でここに来たわけではなかった。ナイトに発破をかけられたとき、すでに考えていた。自分にあるもの。短パンとＴシャツだけという状じよう況きよう。普ふ段だん身に付けているはずの携けい帯たいや財さい布ふといった貴重品すら、宿舎の中という限られた状況下で……すでに、答えは得ていた。

「武器なら……ある。君たちを。神の座から、引きずり下ろす……断罪の剣けんだ」
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「「は？」」

　ヒデオが何を言っているのかもわからぬようなとぼけたような声の後、二人の少女はまたけたたましく笑い出した。

「はいはい、だったらさっさと見せてみなさいよ、その武器ってやつを」

「…………いいんだな……」

　その言葉。雰ふん囲い気きに、ウィル子が一いち抹まつの不安を呟つぶやいた。

「な……なんかヤバげなのですよ、ノアレ……。普ふ通つうのマスターではありません……経験上、とんでもなく嫌いやな予感がするのですが……」

「ふーんだ、酒を飲んでるわけでもないでしょうに。でも、神の座から引きずり下ろすっていうのはさすがにカチンと来たわ。ヒデオ、あなた何か勘かん違ちがいしてない？　私はあなたと契けい約やくしているだけの存在。使し役えきされるだけのモノとは違うのよ」

　闇やみの精せい霊れいはそれまで見せたこともない、冷めた視線でヒデオを指差す。

「断言するわ。あなたは私の存在にまで影えい響きようを及およぼすことはできない。それは、天界にまで認められたウィル子も同じこと」

「まあ、それは確かに……その武器でどうすればどうなるのかは、ウィル子もいっそ興味深いくらいですが」

「見せるだけだ」

「「は？」」

　また、ぱちくりと。瞬まばたきをする。

　その目に向かってヒデオは、大きく、雄ゆう大だいに腕うでを回し……次の瞬間。

　その両手を短パンの縁ふちにかけた。

「「……」」

　Ｔシャツ、短パン姿であろうとも、男として生まれたならば誰しもが持つ、それが最後の──武器!!

「アハッ、アッハハハハハハハ！　見せるだけ!?　アハハ、見せるだけね！　つまり脱ぬぐのね！　裸はだ踊かおどりでもしてくれるってわけ!?」

「ニハハハハハハッ！　まあ、このマスターにしては思い切った方なのですよー！」

　ノアレとウィル子が盛大に笑い出した。

「ああ。そうだ。脱ぐ。ただし……」

　ヒデオは一いつ旦たんの間を置き、告げた。

「僕は。隠かくさないぞ」




　ズドォン！




　と、衝しよう撃げき波はのような突とつ風ぷうがその場を吹ふき抜ぬけた。

「これは……僕自身への、誓ちかいだ。この世の、全すべて……天地神明と森しん羅ら万ばん象しように誓って、断言する。いいか。絶対に隠さない。絶対にだ。紛まぎれなく、淀よどみなく、一分の隙すきもなく、ただ真っ直ぐに……この、大空。大海うな原ばら。この世界のみならず、天界、魔ま界かい、地じ獄ごく界に向け、さらけ出す。そう……下だけをっ！」

　!?

「ちょ……、ますた……」

「よく目に焼き付けておくといい……これが僕の見せることができる、文化的、文明的、倫りん理り的な最後の姿だ！　今ここで脱いだら、僕は生しよう涯がいっ！　下を穿はくことはないっ！」




　ズバッドォオオオオオオンっ──!!




「なっ……ちょちょちょっとヒデオ、あなた、それじゃただの……!?」

「そうだ！　変態だ！　変態という名の紳しん士しですらない！　ただの変質者に、僕はなるっ！　成り下がるっ！　その悠ゆう然ぜんとした姿から、いつしか僕はこう呼ばれることになるだろう……二代目聖魔王にして魔眼の王！　『晒しし者Ｔｈｅ・Ｅｘｐｏｓｅ』とっ！」

「「ッッッ……！」」

「そしてドクターに頼たのみ、換かん装そうしてもらう！　新たなる主しゆ砲ほうの名前は、十六インチ二十三口径波動ソルカノン砲！　そこから放たれる輝かがやきはドラスティックドリルドレインボーレーザー！　七色の光が回転しながら集約し、それが一本の光となったときに最大の威い力りよくを発揮し超ちよう爆ばく発はつを巻き起こす……そういう、男なら誰だれしも夢見るビッグガン・マグナムだ！」

「十六インチの二十三口径ってますたー本体より遥はるかにでかいのですがっ!?」

「しかも太陽ソルとかマグナムとか全然関係ないじゃないのっ!?」

「だがっ……恥はじない！　僕は恥じないっ！　それでもなお！　そんな変態としてなお、堂々と……生きるっ！　生きるぞっ！　そして……君たちが神だなんだと誇ほこり、それを盾たてに無体を働けるのも、今だけだ！」

「ちょ……だから、どうしてそうなるのよ!?」

「そうです、そんなのはただマスターが奇き行こうに走ったというだけのことで、ウィル子たちには何の関係も……！」

　否いな。

「よく考えろ……最新だろうと、最古だろうと……君たちもまた！　僕が脱いだその瞬しゆん間かん、晒しし者に生み出されし神！　晒しし者と契けい約やくせし神に成り下がるっ！」

「「ッッッッッ………………!?」」

　息を吞のむ音、ざあっと波の引くような音を立て、ノアレとウィル子の顔から一いつ切さいの血の気が失うせた。

　ようよう、二人の精せい霊れいはヒデオの言わんとする意味を理解する。

　武器を……見せる。ただそれだけで神の座から引きずり下ろされるという、その真の意味。

　強い結びつき故ゆえに、川村ヒデオという男の恥はじは、そのまま精霊たる自分たちの恥に直結するのだということを。しかも、それは通常考え得うるレベルの恥ではない。そんな神、誰が畏おそれ、敬い、崇すう拝はいするというのか。

「……それでも、いいのか」

「「う、ああぁ……」」

「僕は。君たちを。人間や精霊などという枠わくを超こえた、かけがえのない友人だと思っている。だからこそ……君たちが。これ以上の罪を重ねることを、止めるためならば。共に冥めい府ふ魔道に堕おちる覚かく悟ごだ。だから、恥じない。今の僕に、ためらいはない。それが嫌いやなら。早くみんなに水着を返し、よく謝ることだ……」

「……え、あ、う、ま、ま、ますた……ますたああああ、じじじ冗じよう談だん……」

「そ、そそ、そうよ……ふ、フェイクよ、そんな、そそそそんなことできるわけ……」

　ガタガタガタガクガクガクブルブルブル……。

「……今さら何を言っている。ハッタリが通用しないと言ったのは君たちの方だ。心で通じ合える君たちならば、わかるはずだ。そしてすでにわかっているはずだ……目を、背そむけるな」

　ヒデオの目……眼光は、二人の最もよく知る、魔眼と呼ばれたそれ。

「「ほっ、ほほほホンキだあああああああああああああああああああああああっ!?　しかもビッグガン・マグナムにちょっとワクワクしているっ!?」」

（……）

　クワァッ！

（……よし!!　いける!!）

「「よくないっ!!　いけませんってばっ!!」」

「黙だまれ、もういい！　見ろ！　これが、君たちが契約した男の姿！　その、生き様だっ────!!」

　レッツ、マグナアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアムッ──!!

[image: ]

「「いいやあああああああやめてくださいすみませんでしたあああああああああああああああああごめんなさああああああああああああああああいっ!!」」

　水着を投げ出したノアレとウィル子に、すんでのところで両りよう腕うでと短パンを押さえられた。




　　　　⑨




「ふっ……ふぁああああああっく!!　結局肝かん心じんな場所が最後まで見えなかったじゃねえか!!」

　デッキの上で天体観測にも使えそうな望遠鏡を覗のぞいていたと思ったら、途と端たんに叫さけび始めた。ちなみに望遠鏡の向く先は、合同訓練とやらをやっている浜はま辺べ。

「……あんた何やってんですか隊長」

「偵てい察さつだ、偵察。偵察に決まってるだろ」

　それを聞いた副長は軽く溜ため息いきをついた。別に双そう眼がん鏡きようでも、偵察には充じゆう分ぶんな程度に浜辺の様子は見て取れる。むしろガスマスクが使っているほどの高倍率になると、視野が狭せばまり全体を把は握あくしにくい。

「暑い中ご苦労なことで」

「お前副長のクセに態度悪いよな」

「それはそれとして良かったんですか？」

「何がだ」

「副社長の申し出です。ホンダやソニー並みに有名な世界的企き業ぎようです。試薬と言っても、そういかがわしいものではないでしょう」

「おいおい、ホンダやソニーが俺たちみたいないかがわしい連中を雇やとってくれるか？」

　つまり、自分らが雇われている時点でオートラインはいかがわしいのだ。そしてフォースやレイス云うん々ぬん言っているのが、いかがわしい良い証しよう拠こではないか。

「……あいつらか。夜の訓練に出るヨーロッパ支社の私兵部隊ってのは」

　ガスマスクは下のデッキに並んだ一団へ視線をやる。隊長以下ベレー帽ぼう、タクティカルベスト、ピストルの軽装備。二十人程度の、小規模な部隊だ。

　ケルベロス隊では、ない。

「そのようです」

「連中は試薬ってのを使うのか？」

「使うのでは？　我々が断った以上は」

「だいたい集中力を高めるってなんだよ。覚かく醒せい作用か？　覚醒剤ざいか？　あっちはだめだ」

「そこまで過激なものでもないという話でしたが」

　いわく、向精神薬の効能程度に集中力を高めるもの。だが、ガスマスクが承しよう諾だくできない最大の理由は他ほかにあった。

「大体が副社長の狙ねらいがよくわからん」

「と、言いますと？」

「オートラインが国に売り込みたいのは、ボーイスカウトたちだろう。俺たちや下の連中がそのクスリでスーパーマンになって、あの訓練に参加したとして、それで？」

「……試薬の評価には繫つながるのでは？」

「マリファナも覚醒剤も一いつ緒しよくたにしてるような国で売り込むのか？　だったらアメリカ辺りでデモンストレーションやった方がまだ見込みあるだろ。精神集中による射しや撃げき能力、戦せん闘とう能力の向上、もし事実なら軍隊向けの商品だ。利益を望むならアメリカ、ロシア、中国、軍隊のでかいとこに売り込むべきじゃないか？　でなきゃ即そく戦せん力りよくを欲しがってる中東、中南米辺りだ」

「ではやはり、少年たちを売り込むついでのテストということでしょう」

「ついでか。だったら、ボーイスカウトたちにクスリを飲ませりゃいい」

　既すでにあれだけのチカラがあるのだ。ドーピングまで加われば無敵ではないか。

　何やら作戦の通達を終えたらしい一団が、島から取って返してきた小型艇ていに乗り移っていく。

「ああ……。私もそれを聞いて今、ふと思ったんですが」

「なんだ？」

「そのクスリを飲むと、あの少年たちのようになれるのでは？　だからそもそも、あの少年たちには必要ない」

　……。

「ふぁーっく。魔ま法ほう使つかいになれるクスリか。ははっ、そいつはいい。キマッた頭の中でなら誰だれだって魔法使いだ。ここまで議論しても、まだ副社長の依い頼らいを受けた方が良かったと思うか？」

　ガスマスクに言われ、副長は苦く笑しようした。

「子供の頃ころ、マーリンに憧あこがれたことはありましたがね」

「今は？」

「引き金だけで魔法を撃うてることを知ってしまったので」

「まったくだ」

　ガスマスクは彼の言葉に妙みように納なつ得とくし、肩かたをすくめた。それからふと思い出す。

「……魔法使いといえば、武装ＳＳの魔法使いどこいった？」

「マックルイェーガーですか？　さあ、そう言えば私も今日は見ていませんが……」
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　二人が会話する数十メートル直下。

　船の最下層に、彼女はいた。

　一面のスーパーコンピューター。

　一面のメーターパネル。

　一面のモニターパネル。

　一面の、機械、機械、機械……。

　その中央に彼女がいる。人類という文明が神々と決別した結果に辿たどり着いた、科学という名の叡えい智ちに埋うもれるように。一万と一六七本のケーブルに飾かざり立てられた、灰白色の無機質な玉座にいる。庫内の全すべての機器は、そうして彼女に収しゆう斂れんしていた。

　コンピューターや各種導線の冷れい却きやくのため、この広大な研究室内の気温は摂せ氏し零れい下かに保たれている。彼女は普ふ段だんの黒い軍服ではなく、病院の患かん者じやのような薄うす手での一枚きり。普段のヘルメットの代わりに、二十六万と二五〇四本のケーブルが集合する、頭部を延えん髄ずいより目元まで覆おおい隠かくす送受信装置を被かぶっていた。

「Ａ、１・１・２。３、５。感度最大で再チェック」

「４……５。パルス受信良好」

「感圧最大で再度送信」

「負荷、規定範はん囲い内。波形……クリア」

「シーケンスＤ０６──Ｂ、チェック終しゆう了りよう。次、シーケンスＤ４７──Ｆ。チェック再開」

　白衣姿の十名ばかりが、せわしなく声を出し、動き回っている。その中で一人だけ、クリップボード片手に時折チェックシートをマークする若い青年の姿があった。彼は、科学の玉座に佇たたずむ彼女の前に立っていた。

「……ねえ、シュウト。『ＡＫＩＲＡ』って読んだことある？」

　青年はチェックシートから顔を上げた。

　マックルの目元は見えないが、口元は笑っていた。

「ああ、あるよ。僕がこの分野に進んだのは……いや、正確には少し違ちがうけど……きっかけになったのは、あのマンガの影えい響きようでもあるから」

「今のあたしって、あれみたいね。何巻だったかしら……とにかく最後の方。実験台になった子供が、まるで機械の一部になっているの。あれを見たとき、その子が可哀かわい想そうでね。人間て、なんて恐おそろしいのかしらって思ったわ」

　言いながら、彼女は笑っていた。

「神様でも……人間を怖こわいと思うことがあるんだね」

「人間っていうよりは……あなたたちの、知ろうとする心」

「知ろうと……する？」

「ええ。そうして知られてしまったありとあらゆる神々は、そのチカラを〝科学〟の一言で片付けられ、死に追いやられてきたのよ」

　だから。『知恵カガク』を覚えた『アダニムンとゲイヴン』は、楽園より追放された。知られることを恐れたから。

　青年は言った。落ち着かせるような優やさしい声で。

「……大だい丈じよう夫ぶ、マックル。今度は僕たちが、その科学で君たちの存在を証明する。正直、副社長のやり方には同意できない。あの人たちはこのプロジェクトを、新しい兵器の開発か何かとしか見ていない。でもそんなことは僕たちが許さない。僕たちは、君を殺さない。人殺しの道具にもさせない。科学は、人を幸せにするためにあるんだから。そして同じ意思ある者なら、君たち精せい霊れいだって幸せにしたい……することが、できるはずだ」

「……」

　純じゆん粋すいな科学者としての彼の言葉に、彼女は何を思ったのだろう。

　わずかな沈ちん黙もくの間、総合端たん末まつに付いていた研究員から声がかけられた。

「シーケンスエラーチェック、ＡからＤまで全て終了しました」

　青年は一度そちらへ頷うなずいてから、マックルへ穏おだやかに言葉をかけた。

「……試験が怖いかい？」

「いいえ。少しワクワクしてるわ」

「良かった。君が協力してくれるおかげで、科学は次の段階に発展する。これは相対性理論、量子理論、情報理論に続く……いや、もっと根源的、飛ひ躍やく的な文明の進歩に繫つながるはずだ。今日はその第一歩目。楽しんで、マックル」

「……ええ。そうするわ」

　彼は彼女の口元に笑えみが戻もどったことに安あん堵どし、踵きびすを返し、研究員たちに向かって告げる。

「全デバイスの計測開始。レージェンス導通解放」

「レージェンス導通解放。スピシチュード安定」

　青年はチェックシートの最後に、ペンを走らせる。日付と時刻。そして責任者としての自分の名前。

「これよりシステムＲの第一回実地試験を開始。システムＲ、起動。アイドルアップ」

　照明が落ち、ありとあらゆる場所から発せられる高周波とモーター音が重なり合い、静かに合唱を奏かなで出す。

　やがて……科学の玉座に座した女め神がみに、淡あわい光が集つどい始めた。
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「ちょっと睡すい蓮れんさん!?　また本官の焼いていた肉を盗とりましたね!?」

「何ですか人聞きの悪い。焼けすぎるといけないと思ったので、わたくしが保護したまでのこと」

　バーベキュー。

　こと串くしに刺ささないタイプは焼き肉と同義であり、同じ箸はしでつつくのでも親しん睦ぼくを深め合う意味合いの強い鍋なべと違ちがってなぜか戦場となりやすい、不思議な食事形態である。

「取って食うのを保護とは言いません！　というかまだ生焼けなのにお腹なかを壊こわしますよ」

「肉はみでぃあむれあが一番うまいというのを知らないのですか」

「睡蓮さん、ウェルダンとカタカナで言ってみてください」

「何を愚おろかな。うぇ……。うぇるだ……。うぇる……」

　睡蓮が四苦八苦している内に、美み奈な子こが睡蓮の前にあったトウモロコシをかっさらった。

「貴様っ!?　謀はかりましたね!?　トウキビは火が通りにくいことを知っての狼ろう藉ぜきですか！」

「おあいこです、おあいこ」

　他ほかに翔しよう香かと慶けい子こも、睡蓮たちと似たようなものだったが……ともあれ網あみも鉄板も一つきりというわけではなく、いくつかあり、皆みな自由に行き来して和気藹あい々あいと。真っ赤な夕日の眩まぶしい海岸で、それぞれに食事を楽しんでいた。

〝……だからなんでヒデオは、一人で木こ陰かげで膝ひざを抱かかえているのよ〟

　ノアレは言うのだが、暑いのに熱い火を囲んで汗あせを搔かきながらスタミナ満点のこってり厚切り肉を食べよう、というほどの食しよく欲よくもなく。

〝本当の意味で草食系な思考ね……確かに肉だけならそうかも知れないけど、みんなビールとか飲んでておいしそうじゃない。そういうものじゃないの？〟

　確かに……政府のお偉えらいさんたちのお墨すみ付つきだ。肉も上等で、訓練がそれなりだったこともあり、ほとんどは旺おう盛せいに飲み食いしている。アルコールを飲んでいないのは高校生たちと。ライバルらの手前気を張っているのか、睡蓮と。あとは自分くらいのものか。

　その政府のお偉いさんたちも方々回っているが、責任者としての立場上か飲んでいない。

〝だからヒデオも、冷たいビールでぎゅ～っとやって〟

　否いな。これ以上の失態は重ねられない。

〝何よ、失態って。いいじゃない、いつもみたいにがーっと飲んで、神降臨で、警察とか自衛隊とかお偉いさんたちに一発かましてやれば〟

　それ以前の問題として。

〝……？〟

　ビッグガン・マグナムとか叫さけんでからこっち、誰だれも目を合わせてくれないのですが。

〝あ……。ああ……。あ～……。まあね……。うん……〟

　闇やみからさえも同情を感じる始末。

　とは言えあれはウィル子やノアレのため、良かれと思っての言動だったし。今すぐ死のうと言うほどではないが……あの状じよう況きようで脱ぬぐということは、取りも直さず二人の精せい霊れいだけではなく、うら若き女性陣じんの眼前でさらけ出すも同義だったわけであり。

「あの……、川かわ村むらさん」

「……はい。何か」

　ふと見ると、自衛隊の隊長さんだった。

「天あま白しろ花か果か菜なと言います」

「どうも。川村、ヒデオです」

　面と向かうのは初めてだが……目付きの鋭するどい人だなぁ、とヒデオは思った。一方花果菜は、目付きの悪い人だなぁ、と内心おっかなびっくりだったのだが、ともあれ。

「先ほどから何も食べていないようなので、良ければと思って持ってきたのですが」

　紙皿に、香こうばしく焼けた肉と野菜と、焼きそばと。

「これは、どうも。ありがとう、ございます。いただきます」

「で……良ければ私も隣となりでいただいていいですか」

　皿は二つ。

「はい。それは、もちろん。構いませんが」

「ああ、良かった……」

　花果菜は心底ほっとしたように、ヒデオの隣に横座りで腰こしを下ろした。

〝……この前のヘルメット女と言い、モテ期ってやつ？〟

　いや、今のはそういう安あん堵どの仕方ではなかっただろうどう見ても。肩かたの荷にが下りたとかそういう感じだった。

「皆さんと。一いつ緒しよには」

「いえ……それが私、昔からああいう賑にぎやかなのが、どうも苦手でして……。ほら、親しん戚せき同士の集まりとか」

　鋭い目付きのまま眉まゆ尻じりを下げるので、何とも複雑そうな表情になる。

「なるほど。確かに。それは、わかります」

「しかも連隊長や政府の方々まで一緒、のみならず部下もいるので羽目を外すわけにもいきません。味もわからないような感じで……」

　隊長と言えば、お役所で言えば課長や係長みたいな中間管理職。そして翔香のような大らかな性格ではなく、なかなか繊せん細さいな神経の持ち主のようだった。しかしただ繊細なだけでは、日々の苛か酷こくな訓練には耐たえられないだろうから……あるいは責任感が強すぎて気を遣つかいすぎるのか。

　どうあれ、ほっとする気持ちはよくわかった。ヒデオとしても、大半は年上の先せん輩ぱいばかり。下の高校生たちは、敵ではないと思いたいが、かと言ってまだ味方とも言い切れぬ。

「まあ、僕も。似たような、ものですので。遠えん慮りよなく。どうぞ」

「そうでしたか。おかげで助かります」

　それから二人で、もくもくと食べる。

　食べていると、溜ため息いき混じりに花果菜が言った。

「私、本当は戦車に乗りたくて陸自に入ったのですが……」

「……それはまた。かっこいいではありませんか」

　船、飛行機、鉄道、ロボット、恐きよう竜りゆう……いつの世も不変な男のロマンというものは多々あるが、戦車ももちろんその内の一つだろう。それがこんな、三つ編み眼鏡めがねの文系な女の子が乗るとなれば、まさにギャップという名の萌もえ。さらにカッコイイと思う。

　しかし彼女は、世の境きよう遇ぐうでも嘆なげく様子。

「……女性では、戦車の操縦はできないとか」

「いえ、それが……川村さんもいろいろ不思議なことに慣れているようなので、理解してもらえると思うんですが」

　？

「私の家系というか……一族は代々、何かしら常人離ばなれした、そういう不思議な力を持っているらしく……志願なんて関係無しに、現在のこの部隊に配属させられてしまいまして」

　あましろ……。天白？

　天あま城きならともかく、珍めずらしい名前だ。

「アマシロというのは……天てん井じようの天に、白いの白、ですか」

「はい？　何か知ってるんですか？」

「以前、知り合いというか……天白という名前の入った、長い名前の子が」

　花果菜が目を丸めた。

「ひょっとしてアカネちゃん……アカネ・インガルス・天白・ブランツァール……!?」

「ええ。はい。アカネと」

「えっ!?　じゃあヒデオさんって、やっぱりあのヒデオさんですか!?　アカネちゃんの婚こん約やく者の、ダーリン!!」

　モヤシのヒゲが気管に引っかかってむせた。
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　どうやら同じ一族だったらしい。

　いや、しかしアカネはブランツァール家の跡あと取とりのような話だったから……まあ、遠からず血けつ縁えん関係などがあるのだろう。

「アカネちゃんからダーリンは精せい霊れいと一緒だって聞いたので、もしかしたらと思ったんですが……はぁ～、なるほど……あなたが」

　まじまじと見み詰つめる、とはこのことか。

「あの……、いえ。それは。あの子が、勝手に言っているだけであり」

「そうなんですか？　でもうちの親族はもう、みんな知っていることですよ」

「……。」

　あの隔かく離り都市から遠く離はなれたこんな離島で、その話題が蒸むし返されるとは思わなかった。

「あ！　良かったらお盆ぼんにでも本家に来ませんか。アカネちゃんもヨーロッパから遊びに来ますし、私から他の親族にも紹しよう介かいを……」

「いえ。ですから」

　どんなサマーウォーズになるか想像も付かない。

　なんだ。そういうことになると押しの強い一族なのか。女子高生だからとかどうでもいいのか。

　とにかく話題を変えよう。話題を。

「天白さんは、飲み物は。ビールなど、持って来ましょうか」
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「え？　いえ、私はアルコールはそれほど好きではありませんから。それに……」

　花果菜が鉄板や網あみ焼やきの場から離れ、話し込んでいるお偉えらいさんの一団を見やる。那な田た、辰たつ巳み、能の登とらも一いつ緒しよだ。

「少し気になることがありまして」

「……政府関係者が、誰だれも飲んでいない。ということですか」

　ヒデオとしても気になっていたところを言うと、半ばヒデオに感心し、半ば確信を秘ひめた表情で花果菜が頷うなずいた。

「川村さんもそう思っていましたか。我々が想定するような敵というのは……、もちろん川村さんたちの相手にする霊れいというのもそうだと聞きましたが、基本的に日中には出て来ないものでしょう」

　確かに。昼間に行う仕事と言えば、そうした現場の事前調査。あるいは書類や、霊の出現傾けい向こうのようなデータベース作成等。オカルト相手という仕事柄がら、一いつ般ぱん人の目をはばかる理由もあるが……実際に霊が活発に活動するのは夜であり、それを祓はらうために自分たちが実働するのも大方は夜。

「なのに遥々こんなところまで来た訓練が、日中のあの短時間だけというのが腑ふに落ちなくて」

　短時間。

　炎えん天てん下かのあれが短時間？

　やはり鍛きたえ方が尋じん常じようではないらしい。

「自衛隊も……。天白さんたちの部隊は、主な勤務は夜間、なのでしょうか」

「訓練や演習自体は一般の部隊と同じように日中も行いますが、夜間のそれらの頻ひん度どは他部隊より明らかに多いと思います」

　今後起き得うる最悪の事態。憑ひよう依いされた人間相手への対処。那田の話を聞く限りは、オートライン側にはその用意があるからとの、今回の合同訓練の申し出だった。ならばより実じつ践せん的な訓練を行う上では、時間帯もやはり可能性が高いだろう夜間にも行うべき、と。

「僕も。最初は、引っかかりましたが……しかし、ビールも。政府関係者の公こう認にんで、振ふる舞まわれているものというのが」

「うーん……では私の考えすぎ、でしょうか。我々の場合だと、これで終わりかと一いつ旦たんほっとさせておいて、まだ半分も訓練が終わってなかった……みたいなことも多いもので」

　まるでいじめだが、大体が実戦ならそんなものかも知れない。敵はこちらの事情などお構いなしに、逆にそうした不意を突ついて攻せめてくるだろうし……ならばそのような事態に対処できるよう、身体同様に精神を鍛えなければならないのだろう。別に戦せん闘とうでなくとも、災害の救きゆう援えんなどでも、一刻の猶ゆう予よも許されぬ状じよう況きようはいくらでもあるはずだ。

　ヒキコモリの精神性では到とう底てい及およばぬ世界だが……何事にもへこたれぬ意地や根こん性じようというのは、自分に何より必要なものではないかと、ヒデオは鑑かんがみる。

　そうしていよいよ日が沈しずみ、明かりは電灯と夕焼け空だけとなった頃ころ……政府の偉い人が声を大きめにして言った。

「さて、宴えんもたけなわといったところですが……これより、夜間訓練についての説明を行います」

　ほら来た……、と花果菜が小さく呟つぶやく。

　うんざりとしたような顔が半分。大方予想していたか、その程度では特に動じない、というような顔が半分。

「飲酒された方については、明朝午前三時からの開始とします。以降は適てき宜ぎ宿舎に戻もどり、仮か眠みんを取るようお願いします。それ以外の方につきましては、この後、午後九時より訓練開始となります。事前の説明を行いますので、八時半までに準備を整えてこの場に集合するようお願いします。それまでは自由時間とします。以上」

　束つかの間の静せい寂じやくが反動したように、ざわざわがやがやと賑にぎやかさが戻ってくる。もちろん、あまりいい声ではなかったが。

　訓練自体を予想していた花果菜も、半分呆あきれるようだった。

「まさか、飲んだ飲まないで分けるだなんて……そんな分け方がありますか。全員飲んでいたら、どうするつもりだったんでしょうか」

「たぶん、ですが」

　ヒデオは言った。

「それでも良かったのでは」

「え……？　どうしてです？」

「高校生たちは、飲みようがありません」

　ああ、と気付いたように花果菜が頷く。

「なるほど……今回のことを、環かん境きようまで用意して申し出たのはオートライングループ。連隊長の言葉を借りれば、政府に何かを売り込みたいのもオートライングループ。政府としては、我々についてはおおよそ把は握あくしていますから、とりあえずあの少年たちがどれほどのものかを計れれば良かった……。オートラインとしても、政府としても、あの高校生たちが本当の意味での目的と」

　恐おそらく、とヒデオは首しゆ肯こうした。

「ただ、彼らと僕たち神しん霊れい班とは何度か衝しよう突とつしていますから……万が一の場合の保険として、警察や、天白さんたちのような自衛官も含ふくめたのかも知れません」

「衝突？　何か、危ないことでも？」

「それは……」

　答えようとして、ヒデオは口を噤つぐんだ。

　はて、これは言ってもいいものか。火器武装した傭よう兵へい部隊、迫はく撃げき砲ほう。彼女も同じ側の人間だ、知っているかも知れないが……知らないなら、おいそれと教えていいことでもない。

「ヒデオ君は飲んだかい？」

　顔を上げると、神霊班の面々だった。

「いえ。僕は、何も」

「そ。じゃあ睡蓮ちゃんと同じ組だね。あとは任せたよ。警察に負けないようにね」

　翔香、里さと八や、繁しげる、世よ見み子こ……どうやら先せん輩ぱい方は全ぜん滅めつの様子。

「何が任せただ、長は谷せ部べ。俺たちも明日あしたの朝には出番だぞ」

「嫌いやだね。あたしゃ起きないからね」

「俺が優やさしく起こしに行くっすよ～ぅ、副長～ぅ」

　酔よった繁の不気味な猫ねこ撫なで声に、世見子が苦く笑しようする。

「大おお谷や内ちさん、木刀で顔面叩たたき割られないようにね……」

　そうした面々の手には、まだまだビール。宿舎に戻っても、まだ飲むらしい。見れば意気投合した警察や自衛官の皆みなさんも手に手に、ツマミやら残りのビール瓶びんやら。少しくらい先の未来よりは、今を楽しむ生き方。それをよしとする人生の先輩たちに、ヒデオは大人の頼たのもしさを感じた。

　花果菜の部下が整列する。

「すみません、天白三さん尉い。お先に失礼します」

「あの……いいですが、三み津つ屋や曹そう長ちよう……皆さんも、あまり他ほかの方の迷めい惑わくにならないように」

「「「はっ、了りよう解かいでありますっ!!」」」

　みんないい感じに酒が入っており、物もの凄すごくいい笑顔えがおで敬礼する。花果菜がすごくすごく複雑そうな表情で敬礼を返し、そんな部下の姿を見送っていた。

　で、自衛隊は花果菜だけ、警察の方は美奈子だけが残ると。

「美奈子さん、宮内庁になんか負けちゃだめよ！」

　翔香と同じことを言っている慶子に、やはり半分不安そうな美奈子。

「はい……、ですけど関せきさんも飲み比べとかはほどほどに……」

「ほどほどのところで自分が抑おさえますので、北きた大おお路じ先輩は後こう顧この憂うれいなく頑がん張ばってください」

　さほど回ってはいない様子で、鉄てつ彦ひこが慶子の背中を押していく。

　みんないい大人なのだが……いい大人なりに、こうした大勢でお泊とまりするような機会も少なく、やはり、みんな楽しいのだろう。ヒデオから見れば先輩だらけではあるが、よく考えればまだまだ若い二十代ばかりなのだ。

　お偉えらいさんたちのノスタルジーに浸ひたった視線を見れば、それがよくわかる。

「飲まなかったとは感心な心がけです、ヒデオ」

「さすがヒデオさんです、こうなることを見み越こしていたんですね」

　睡蓮と美奈子がやってきた。相変わらずお互たがいの言葉を無視してこちらに語りかけてくるのだが、自分もどちらに返事をしていいかわからない。

「いや……その。二人も」

「わたくしは日本酒以外は好みません」

「本官は、ヒデオさんが飲んでいなかったようなので」

　あとはもう、そうですか、としか言いようがない。
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　一いつ旦たん宿舎に戻もどり、風ふ呂ろに入り、少しリラックスしてからいつものスーツに着き替がえて同じ砂すな浜はまに戻ってくる。睡蓮は巫み女こ装しよう束ぞく、美奈子は警官の制服と制せい帽ぼう、高校生たちは白のブレザー、花果菜は長なが袖そでの迷めい彩さいにヘルメット。

　より実じつ践せん的な訓練の名目上、皆、普ふ段だんの服装になっての訓練参加であった。

　説明に立ったのは自衛隊の能登一いつ佐さ。

「では、訓練内容を説明します」

　話は至し極ごく簡単だった。この島の裏手に、蛍けい光こう塗と料りようを塗ぬった旗が用意してある。指定されたルートを通り、それを取り、またここへ戻ってくる。目的自体は、単純にして明快。蛍光の旗が解決すべきオカルトの役、ということだ。

　そうして数人が簡単すぎやしないかと訝いぶかった頃ころ、告げられた。

「ただし今回、オートライングループからの協力により、道中に人員を配置しました。ヨーロッパ支社の警備部の方々だそうです」

（なるほど……）

　それが、今回の訓練の発ほつ端たんになった話……霊れいに取り憑つかれたニンゲンの役、ということだ。日本の警備会社なら、柔じゆう剣けん道どうの心得を持つ人が多そうなイメージだが……海外の会社の警備隊となると、どんななのだろう。やはり、軍務経験者などが多いのだろうか。

（…………。）

〝これは負けるわね〟

　言われなくてもわかってますから。

「視界の悪い夜間ということもありますので、安全性を考こう慮りよした上で、グループで……四人、四人の二組に分かれて行動してもらいます」

　より危機的状じよう況きようのテストよりは、安全性を重要視する辺り……昼間の熱ねつ中ちゆう症しよう対策の水分補給もそうだったが、葉は多た恵えのような無茶なメニューにならないのは、良識ある政府の偉い人たちの配はい慮りよのおかげか。

　一組目はヒデオ、花果菜、ナイト、美み野の里り。

　一時間遅おくれで出る二組目が、睡蓮、美奈子、霧きり也や、水みず姫き。

　日中の犬けん猿えんの仲の様子を見なかったわけでもあるまいに、なぜ睡蓮と美奈子を一いつ緒しよにしたのかわからなかったが……二組目は優等生組のようだし、心配はいらないか。

　そして万一の際の救急セットを各組一つずつ、同じくトランシーバーを二つずつ渡わたされる。それと何かがあったとき……例えば盛せい大だいに道に迷った時など、居場所を知らせるための信号弾だん。これは銃じゆうの扱あつかいをきちんと訓練している、美奈子と花果菜がそれぞれ持つことになった。

「質問があればどうぞ」

「……連中はどこまでやるつもりで、俺たちはどこまでやっていいんだ？」

　ナイトの率そつ直ちよくな問いかけに、能登はゲストを用意した甲山を見る。甲山はさして気にした様子もなく言った。

「彼らは君たちを捕ほ獲かくしようとする……つまり、手て錠じよう、ロープ、なんでもいいが、捕獲されたら取り憑かれた、ということを意味する」

　なるほど、それはうまいたとえかも知れない……とヒデオは思った。甲山はフォース以外の面々を見み渡わたしながら続けた。

「そして彼らには、一人押さえたら一万ユーロのボーナスを出す、とも言ってあります。それなり本気でかかってくるでしょうから、気を付けてください。もちろん彼らもプロですから、ちょっとやそっとでダウンするようなヤワな鍛きたえ方はしていません。遠えん慮りよなく相手をしてやってください」

　一ユーロは、確か百円以上。つまり一人につき百万円超ちようのボーナス。こんなゲームでそれだけ稼かせげるなら、それは本気にもなるだろう。逆を言えば……経営者側としてその金を用意した甲山も、フォースについてそれをさせないだけの自信があるということか。

「他ほかに……」

「はいはい！　あたしたちは一人やっつけたら何かボーナス、ないの!?」

　美野里が勢いよく手を上げた。

　警備隊はオートラインが用意した社員だろうが、この訓練自体は政府の管かん轄かつ下である。甲山が政府のお偉いさんたちを見る。お偉いさんたちは、お偉いさん同士で顔を見合わせる。

「えー……では……。高校生の皆みなさんにはより勉学に励はげめるよう、私たちのポケットマネーで鉛えん筆ぴつかノートを……」

　評判はすこぶる悪かった。
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「向こうはそろそろ開始の時間のはずだけど……どう、マックル？　具合は……気分が悪くなったりしてない？」

　弾はずむような声で彼女が言う。

「ええ、全然平気よ。視界が広いわ」

　視界。視界と言っても、彼女はテスト開始前から、ずっと送受信装置を被かぶっている。人間が一いつ般ぱん的に知覚するような視覚の意味ではない。だが、あるいはそうかも知れない。理論上で言えば、それは神の視座。

「彼らがＢ薬を服用したからだろうね」

　一方的にではあるが、彼女は今、甲山が用意したヨーロッパ支社の私兵部隊に繫つながっている。だから理論上、彼女は今、そうした一人一人の視界を得ていることになる。多角的に、多面的に、それを一つの意識下で視みているというのは、到とう底てい、人間に及およぶ範はん囲いではない。この研究の責任者である朱あけ津つ修しゆう人とにも、それは想像が付かない。

「船を出るときに飲んだのがＡ薬よね。いきなりＢ薬を飲んだらいけないのかしら？」

「それは……試薬の安全性は確かく認にんされているけど、君のような神様が実際にリンクした場合に及ぼす影えい響きようなんかは、まだわからない。その調査も含ふくめての今回のテストだから」

「でもでも、もうなんだか全員を操あやつれそうよ。みんなベレッタを提さげてるけど、撃うってみてもいいのかしら!?」

「だっ、だめだよマックル!?　今回は知覚のリンクテストだけだからね!?　何か起きるようなら、システムを強制終しゆう了りようしなきゃいけない！」

「あー。うーん。そうなの……？　残念……」

　修人は本気で焦あせり、マックルが残念そうに諦あきらめてくれたことに、心底胸むねを撫なで下ろす。

　自じ称しよう、銃の神様。本気で、ピストルなんかが好きらしい。確か……先日、彼女が秋あき葉は原ばらで買ってきたのも、元はベレッタとかいうエアガンではなかっただろうか。今は、彼女の部屋に飾かざってある。

　銃。物ぶつ騒そうなものではある。

　だが、彼女が他の神様なら……恐おそらくはこのプロジェクト自体、成り立っていなかった。

　銃。何の回り道もなく軍事目的に直結する。

　うまく行けばビジネスとしての即そつ効こう性が見込める。だからこれだけの設備が投資されたのだ。

　修人は小さな溜ため息いきをついた。

　自分は、研究し、それを世の中の役に立てたいだけだ。だがそれを許してくれたのが、研究対象をあからさまに兵器としか見なさない〝彼ら〟だけ。

　テロ対策、治安維い持じといった平和目的のために利用できる。それが〝彼ら〟の常じよう套とう句く。いや、恐らくは軍事目的に転用され得うるだろうありとあらゆる科学技術は、そのような方便によってもたらされたに違ちがいない。

　だが科学は大前提として、利用されるためにある。

　遍あまねく全すべての人々に利用されるためにある。

　特定の誰だれかに、独どく占せん的に利用されるためではない。

　科学に善悪があるとすれば、修人はそこが境目ではないだろうかと考えていた。でなければ……なるほど、この彼女が言う罪。たとえそうとわかっていながらも、知りたいという気持ちを抑おさえられぬ科学者としての……言うなれば人間としての、性さが。

「……どうしたのシュウト？　なんだか暗いわ」

「えっ？　システムのエラー……」

　修人は慌あわてて意識を思考から現実に引き戻もどし、機材を見渡した。マックルはそれをおかしそうに、口元を微笑ほほえませていた。

「違うわよ。あなたの表情」

「あ……、ああ……。なんだ、びっくりさせないでよ……」

　目元は隠かくれているが、島の様子だけでなくこの場が視えてもいるのか。

「大だい丈じよう夫ぶよ、シュウト。あたしは、あなたの心配するようにはならないから」

「……うん。もちろん信じてるよ」

　言いながら。彼女の協力によってもたらされた技術は、その限りではないかも知れないと……やはり、漠ばく然ぜんとした不安は拭ぬぐえぬままだった。

　こんな浅いリンク試験においてさえ、彼女は言ったのだ。

　今しも、全てを操ることができそうだ、と……。
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　明かりは持たないまま、熱帯性の植物も散見できる森の中を行く。

　ルートにはまばらな間かん隔かくで、夜間の道路工事などに用いられるバルーンライトが据すえ付けてあった。通常、人に害を及ぼすような霊れいは人里に現れるし、そもそも人のいないような山奥では事件も起きない。だから無人島ではあるが、夜間の街路程度の明度を再現したそうだ。

「雰ふん囲い気きのないぼんぼりねぇ」

　美野里が言うが、道に迷わないのは安心である。ちなみに島の裏手側には、宿舎から石いし畳だたみで続く眺ながめのいいレストランがあるらしく、旗はそこにあるとのことだった。

「……ねえ。なんで誰も喋しやべらないの」

「逆に、何でお前は喋るんだ」

　ナイトが言い得て妙みようなことを美野里へ切り返した。

「あたし、なんかだめなんだけど。こういう誰も喋らないような雰囲気。お昼の船で、偉えらいおじさんたちが喋ってるときもそうだったけど……卒業式の時とか、意味もなく笑っちゃいそうになったりしない？」

「……」

「……」

　ヒデオもナイトも、特に何も言わずに歩みを進める。なんだか気まずそうな空気に助け船を出すように花果菜が言った。

「ああ……まあ、気持ちはわかりますが……」

「でしょ？　ほらもう、だから男っていうのは……。ていうか、何でよりによってナイトとビーム男なのよ……」

　うるさい。自分だって好きで組み分けされたわけじゃない。

「……さすがの川村さんも、誰にでもモテるわけではありませんか」

　は？

　と、妙なことを言う花果菜へ、ヒデオを含ふくめて視線を向ける。

「え、ええっ!?　ビーム男ってモテるの!?」

「ええ。私の、またいとこのフィアンセらしいんですが……」

「違います」

「ええっ!?　ふぃっ、フィアンセ!?」

　泡あわを食う勢いの美野里へ、花果菜が続ける。

「見た感じ、同どう僚りようの名な護ご屋や河かわさんと警察の北大路さんも川村さんを狙ねらっているようでしたし」

「違います」

「なに!?　じゃあビーム男、実はビームだけじゃなくて目から電波も出せて催さい眠みん状態にしちゃうとか!?　うわっ、こわっ、いやっ、そんな目で私を見ないで～っ！」

　……。

　一万歩譲ゆずって暗殺者はまだいいと仮定しよう。

〝慣れたのね〟

　慣れてない。仮定したとして、暗殺者はまだ人間だ。人間の業種の一いつ環かんとしての表現だ。だが目から電波って何だ。もはや人ではないではないか。妖よう怪かいか。害がい獣じゆうか。そういうのって基本的人権がないがしろにされているのではないかと。

〝普ふ通つうの人はビームも出さないけどね〟

　……。

「……川村さん。あの巫み女こと警官のお二人って、ツンデレさんとヤンデレさんではないんですか？」

「どこをどう見ればそういう解かい釈しやくに辿たどり着くのですか、天白三さん尉い」

　思わず勢い込んでヒデオは言った。気け圧おされたように仰のけ反って花果菜が応こたえた。

「い、いえ、私と川村さんが二人でいたじゃないですか。一いつ瞬しゆん、北大路さんからものっ凄すごい怖こわい目で見られた気がしたんですが。それで、あの二人はただならぬライバル意識を持っていたようですし……そういう関係」

「違ちがいます。大体なんです、自衛官がツンデレとか、ヤンデレとか」

「……自衛隊の三割はオタクですよ、川村さん」

　何の加減か、花果菜の眼鏡めがねのレンズがぎらりと輝かがやいた。

「三津屋曹長もああ見えて、ガンダムが大好きなようで……」

　ドン！

　ゴガッ！

「……。」

　左右の茂しげみから、件くだんの警備隊らしき目出し帽ぼうの男が二人、飛び出してきた……のを、花果菜が一人のみぞおちに肘ひじを振ふり下ろし、ナイトがもう一人の横よこ面つらに拳こぶしを一発。

　ヒデオが気付いたときには、大おお柄がらな男二人が地面に伸のびていた。

「ええと……なんでしたっけ。そう、私なんかはボトムズとか、フロントミッション」

「いや。いやいやいや。それも、いいですが」

　ヒデオは待ち伏ぶせに全く気付かなかった自分を省かえりみて、どっと冷や汗あせを搔かいた。

「え？　なに、ビーム男。ひょっとしてビビった？　気付いてなかった？」

「……そんなことは、ない」

「へーえ」

　美野里がしたり顔で言いながら、警備隊の身に付けているものを漁あさる。
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「捕つかまったら取り憑つかれたって意味なら、私たちが捕まえれば封ふう印いんとか、そんな感じだよね♪」

　花果菜が頷うなずく。

「細かいルールは聞かされていませんが、そうしておきましょうか。あとから追ってこられても厄やつ介かいですし」

　彼らの持っていた手て錠じようを使って、気絶した二人を後ろ手に拘こう束そくした。それからふと、花果菜は二人のホルスターに手を伸ばした。慣れた手付きでそのピストルを抜ぬき取り、弾だん倉そうを確かく認にんする。

「……実弾……？」

　花果菜はもう一人のそれも、同じように弾倉を外す。薬室は空のようだが。

「ここって……一応日本国内ですよね？」

「その、はずですが……」

　答えたヒデオは知っている。ケルベロスのワッペンをした連中は、もっと火力の高い実じつ銃じゆうを平気で持ち歩いている。オートライン側の者が今さらピストルを持っていたところで、驚おどろくほどのこともない。

　一方、フォースの二人は、知らん顔をしている。

「ああ……、あれじゃないの？　この島、熊くまとか狼おおかみが出るとか。それで自衛のために、とか……」

　怪あやしまれるのを、機先を制するように美野里が言う。表裏のなさそうな少女だが、噓うそも充じゆう分ぶん下手なようだった。

　ヒデオは言った。

「……まあ。ヨーロッパから来た、ということですし。僕たちに向かって、使用する様子は。なさそうでした」

「それはそうですが……」

　普ふ段だんからそうしたものを扱あつかっていて、その危険性を熟知しているからこそ、花果菜の表情には不安が色いろ濃こく混ざっていた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、あたしたちはそういう鉄てつ砲ぽう持ってる相手への訓練も受けてるから」

　花果菜が驚いたように目を丸める。

「……そうだとしても、あなたたちは今、丸まる腰ごしでしょう？」

「ええっと……丸腰、っていうか……」

「さっさと行こうぜ。行かないなら俺一人で行く」

　下らぬ心配事に飽あきたように、ナイトが先に歩き始める。ヒデオは花果菜が呼び止めるより先に、彼を追った。

「……君たちは、どこまで聞かされている」

「お前たちと同じだ。裏はないはずだ」

　ナイトの表情は心なしか険しい。

「はず、とは……」

　ヒデオが言いかけたとき、また待ち伏せからの奇き襲しゆうだった。前から一人、ナイトがそちらへ向かった瞬しゆん間かん、後ろから二人。

「っ!?」

　ヒデオは腕うでを後方へ取られつつ、為なす術すべもなく俯うつぶせに地面に組み敷しかれる。だが、花果菜、美野里と距きよ離りが開いていたことが功を奏した。ナイトの背後へ向かったもう一人を、美野里が後ろから目の覚めるようなハイキックで一発。ヒデオの背中に乗った相手は花果菜が引き剝はがし、背負い投げから、流れるような動作で痛つう烈れつな下突つきを一発。

　同じ頃ころには、ナイトも正面から来た一人を伸のしていた。

「……大丈夫ですか、川村さん」

「ええ、なんとか……。ありがとう、ございます」

　心配する花果菜に礼を言いつつ、一いつ張ちよう羅らに付いた泥どろや落ち葉を払はらいながら、ヒデオは起き上がった。

　これが霊れいなら、もうとっくに取り憑かれてジ・エンドか。睡蓮が一いつ緒しよだったら、何を言われたかわからな……。

「よわっ。電波ビーム男よわっ」

　美野里から、睡蓮以上に辛しん辣らつな言葉を吐はきかけられるが、何も言い返せない。

〝いいじゃない、さっきパンツ見えたし〟

　確かに彼女がハイキックをした瞬間、自分は地面に倒たおれており、アングルは最高だったはずだ。しかし暗くてよくわからなかった。というかそんなのに気を取られているヒマもなかった。

〝あら残念。私はばっちり目に焼き付けたわ〟

　……まあ。

　まあ、それはともかく。本当にこの小学生はけしからん……。

「ほら、今回もこの人たち、鉄砲なんて使わなかったでしょ。副社長もそういうの厳禁って言ってたし、大丈夫だってば」

　三人を先ほどと同じように拘こう束そくしながら美野里が言う。同じようにしながら花果菜も答えた。

「確かに、死傷者が出たなんて言ったらボーナスどころの騒さわぎではないでしょうが……」

「でしょ。だからもう、この調子でささっと行って、旗取って帰って来ようよ。隊長さんも、隊長だけあってすっごい強いみたいだし！　電波ビーム男と違ちがって……うひひ」

　花果菜が笑っていいのかどうかという、困ったような笑顔えがおを見せていた。

　再び歩き始める。

「宮く内ない庁では……こうした得手不得手は、分かれているんでしょうか」

　そう聞く花果菜に頷うなずく。日中、模も範はんを見せた翔香、里八、睡蓮と、自分、繁、世見子には明らかな隔へだたりがある。

「それぞれ……つまり。エキスパートとする分野が、ありまして」

「確かにビームに関しては凄すごかったわよね、ビーム男も。あれ、普ふ通つうなら絶対死んじゃう威い力りよくだし」

　えっ、と花果菜が驚いた。

「ビームって、あだ名ではなく……川村さん、まさか本当にビームを？」

　聞こえないフリをして、先頭を行くナイトに歩調を合わせた。

　なんかもう、相当疲つかれた。

　帰りたい。宿舎ではなく、アパートに帰って寝ねたい。ゲームとネットだけやって一生を過ごしたい。

　そうして向こうに森が開けているのが見えた。左手に海、それに面した小こ洒落じやれたカフェのような建物が一いつ軒けん。その前には見晴らしの良い、広々としたレンガ敷じき。今はテーブルも椅い子すもなかったが、なるほど季節が良ければ最高のオープンテラスだろう。

　その中央に、パラソルの代わり、蛍けい光こう色に染められた手旗が立てられていた。

「あれだよね!?　あたし、いっちばーん！」

　そんな光景に歓かん声せい上げて、美野里が駆かけ出そうとする。

「止まれっ!!」

　ナイトが急に大声を出し、美野里を遮さえぎった。

「な……何よ……？」

「くっ……、この先はやばい……！」

　突とつ如じよ、眼めを隠かくすように顔を覆おおう。

「魔ま眼がんっ……命が惜おしければ、後ろの二人を連れて引き返せっ……！」

「……だが。裏はない、と」

「違う！　そんなちゃちな感じじゃあない！　さっきから、やけに邪じや霊れい眼がんが疼うずきやがるッ……！」

　裏がある？　裏はない？

　先ほどは不安げな花果菜にも感化されたが、冷静になれば何度か考えた理論だ。今までとは違う。警察、自衛隊、政府の高官。オートラインが一企き業ぎようならば、取り返しの付かぬような何かを、今、ここで行う理由はない。一国の庇ひ護ご下でこそ成り立つ企業という形態上、有り得ないはずだ。

　だが……、彼らを敵と仮定するにしても引き返せとは。

「どういう、意味だ。ナイト」

　そのとき、レストランの向こうに膨ぼう大だいな水柱と同時、爆ばく音おんが響ひびき渡わたった。そして重量物が地面に落下する音、その震しん動どうが足元から伝わってきた。

　鋼鉄の巨きよ人じん。

　屋根越ごしに、強化ガラスの無機質な炯けい眼がん一つ。




　　　　◆




「シュウト。今回の訓練、マジェストって使うのかしら？」

「関式？　いや、副社長からは、そういう話は聞いていないけど……」

　修人が見るマックルの口元に、笑みはない。直後、彼女ははっとしたように声を上げた。

「タカシに繫つないで！」

「ど、どうしたんだい、突とつ然ぜん……？」

「急いで！　早く！」

　研究員たちはマックルの切せつ迫ぱくした言葉に顔を見合わせながらも、甲山への回線を開く。返答までにはやや間があった。

《どうした？　非常時以外はこの回線を……》

「非常時なのよ！　グナイスト・ローラント！」

《ＧＲゲールの連中だと!?　どこに!?》

「あなたたちのいる反対側！　ケルベロス隊に対装そう甲こう装備で待機させるわ！　船は出航準備、私は試薬を飲んだ彼らを使って時間を稼かせぐ！　いいわね!?」

《待て、いま大おお袈げ裟さな動きはするな……！》

「マジェストは海から上がってきたの、その辺にＵボートがあるわ！　こんな客船なんて魚ぎよ雷らいでもミサイルでも一発よ！　それとも、見られて困るような政府関係者ごと連中に消してもらうつもり!?」

《っ……！》




　　　　◆




　ヘッドマウントディスプレイに映るのは、見慣れた光景だった。姿を現したときはいつもこうだ。怯おびえるように巨きよ軀くを見上げ、あるいは虫けらのように逃にげ惑まどう人ひと影かげ。

「ヒャハッ……！　で、どれから殺していいんだ……!?」

《いつもとは違ちがう。オートラインの〝超ちよう能のう力りよく者しや〟の確保が最優先だ。威力偵てい察さつによる選定がお前の任務だ》

　威力偵察。

　偵察ではあるが、敵勢力にあえて攻こう撃げきを加えることで、その反応、もしくは反撃の度合いから敵の戦力を測る手法である。

「わぁかってるって、威力偵察だろ……？　だからさぁ、攻撃のついでに死んじまったら仕方ねえってことだよなぁ!?」




　　　　⑤




　銃じゆう声せいではなく、もっと口径の大きな連続音だった。

　レストランの方から、そこで潜ひそんでいたのだろう警備隊の面々が駆け出してくる。こちらに向かってくるのではない。奇き襲しゆうなどではない。走る方向はバラバラ、彼ら自身があの関式に攻撃を受け、逃げ出したのだ。

　美野里はナイトが木こ陰かげへ腕うでを引き、ヒデオを茂しげみに押し伏ふせた花果菜がトランシーバーへ怒ど鳴なった。

「連隊長!!　どうなっているんです!!」

《機き関かん砲ほうの音はこちらでも聞こえた！　安全を確保してからで構わん、状じよう況きようは報告できるか!?》

　能登の声こわ色いろから言って、やはり向こうでも予定していない事態なのか。

　ヒデオは目を見張った。

　関式がレストランを迂う回かいし、ゆっくりとその全身を現す。全高は五、六メートル、人と同じ二本足、直線と平面で組み合わせたようなゴツゴツとしたシルエット。だが驚おどろくべきはその流りゆう暢ちような歩行動作だった。

「関式です！　型式不明の二ふた脚きやく、恐おそらく二十ミリクラスの機関砲を装備しています！　肩かたに鉤かぎ十字のマーク、海からジェットパックのようなもので上陸してきました！　オートラインの新型か何かですか!?」

　報告は簡潔かつ的確だった。そして新型か、と花果菜が聞いたのも当然だった。一いつ般ぱんに実用化されている関節式機動器というものは、もっとレトロチックな動きをする。人間のロボットダンスが関節の一箇か所しよずつを動かすことで人間らしさを殺し、ロボットらしいパントマイムを行うように、今の関式もほとんどその域を出てはいない。そこまで滑なめらかでスマートな動きを可能にしているのはＡＳＩＭＯくらいのもので、あれもあのサイズだからこそ可能なのだ。

　全体で二十トン近く、腕一本、足一本が数トンにもなる質量をそう自在に制せい御ぎよするだけのＣＰＵ、動力、その負荷に耐たえられるだけの材質がない。だから関式とは、ゆっくりとでも確実な作業を求められる建設現場や災害現場での、小回りの利きく作業ロボットとしてこそ普ふ及きゆうすれど……銃砲を装備した軍用品など、まだまだ虚きよ構こうの中での話。

　ましてやそれが海中を移動し、跳ちよう躍やくし、しかも着地の衝しよう撃げきにたった二本の脚部が耐えきれるなど、シリアスな映画であればリアリティに欠けると批判を浴びるところだ。

　その、はずなのだ。

《わかった、お前はとにかく一いつ緒しよにいる三人の安全を確保しろ！　宿舎への移動はできるか!?》

「やってみます！　しかし警備隊の方は!?」

　今度は連発する銃声。

　一度散ったと思った警備隊がヒデオたちから見て右側、違う場所に隊を組み直し、ハンドガンで応戦する。しかし統とう率そつも何もない。火花を散らし弾はじかれるだけだ。

　だが、あるいはそれでもよかったのだろう。逃げ遅おくれたか、足を挫くじいたか、ヒデオたちの方へ向かってくる関式の足元に仲間がいるのだ。いや、声からするとあれが隊長なのか。

　その警備隊の方へ、関式が鬱うつ陶とうしげに左腕を向ける。不自然に膨ふくらんだ前ぜん腕わん部からは筒つつが伸のびている。

「ノームさんッ!!」

　間かん髪はつ、美野里があらん限りの声で叫さけんだ。

　地中から、岩がん壁ぺきが警備隊の前に立ちはだかるが、それは先ほど聞いた機関砲の音ではなかった。凄すさまじい音を立てて炎ほのおが噴ふき出される。火か炎えん放射器。岩の壁かべを乗り越こえ、渦うずを巻き、逃げそびれた警備隊の数名を吞のみ込む。

「ノームさん、ノームさんッ!!」

　助けたい一心だったのだろう、そちらへ駆かけ出した美野里が悲鳴のような声を上げ、燃え移った火を消そうと転がる隊員の上に、湿しめった土ど砂しやを波にして覆おおい被かぶせる。おかげで一応の鎮ちん火かは成ったが、美野里は開けた場所に無防備に一人になっていた。

「馬ば鹿か野や郎ろう!!」

　ナイトが叫び、飛び出す。美野里を背中から押し倒たおした頭上を、右腕に内蔵された機銃が掃そう射しやしていく。その音、爆はぜる土の量が普ふ通つうではない。

「っ!?　ナイト!?　大だい丈じよう夫ぶ!?　ナイト!!」

　美野里の悲鳴。ナイトの肩かた口ぐち、白い制服に瞬またたく間に鮮せん血けつが滲にじみ、広がっていく。当たったわけではない。かすってもいない。近くを弾だん丸がんが過ぎただけで、大口径の機関砲弾は肉を切り裂さいたのだ。

　目の前で繰くり広げられる光景に、ヒデオは半ば呆ぼう然ぜんとなっていた。わからない。あの関式の搭とう乗じよう員が何を考えているのか、理解が追い付かない。まるで無差別だ。皆みな殺ごろしにでもするつもりなのか……？

〝そうみたいね。すっごい楽しんでるわ〟

　ヒデオは、ぞっとするほどの憤いきどおりを感じた。

　生まれて、初めて。

　自分以外の誰だれかに、かつてこれほどの憎ぞう悪おを抱いだいたことはなかった。

　あの関式がどういう関係でこの島に現れたのかなど、どうでもいい。

　楽しむためだけに奪うばっていい命などあるものか。

（ッ……！）

　怯おびえる気持ちを、怒いかりが上回る。

　そうして怒りを覚えるほどに、思考は冴さえ渡わたっていく。この島に、あれを抑おさえられるほどの火器はない。孤こ島とう故ゆえに逃にげ場もない。野放しにすれば、確実に犠ぎ牲せい者しやが出る。

　冷静になるほど、怯える必要などない事実に行き着く。

　自分は、もっとずっと高こう尚しような者たちと戦い、勝ち続けてきた。その中に虐ぎやく殺さつを至上とするような、低てい俗ぞくで幼よう稚ちな輩やからなど、ただの一人もいなかった。だからあんなのは雑ざ魚こだ。あんなのはかつて自分が相対した誰一人の足元にも及およばない。

〝ええそうよ。さあ行きましょうか、二代目聖せい魔ま王おう閣下……！〟

　感化されるようにヒデオは強く頷うなずき、立ち上がる。

　命とは、そんな安いものではない。

　命とは、奇き跡せきなのだ……！

「天白さんは警備隊の方へ、指揮をお願いします！」

「川村さん!?」

　花果菜の制止を振ふり切り、ヒデオは走った。走って、ちょっとしたバランスで踏ふみ潰つぶされかねない関式の足元へ滑すべり込み、隊長の腕うでを肩かたに担かつぎ、自分と違ちがって筋肉のがっしり詰つまった重い身体からだを、力の限り引きずった。

「っ、ぐ……すまない……、部下は……」

「大丈夫です、僕の仲間たちが守ります……！」

　関式の頭部が左右へ動く。

　花果菜と警備隊、ナイトと美野里、そして自分と負傷した隊長。

　目的を持たぬからこそ、たったそれだけのことで優先順位すら見失う。あるいは馬ば鹿かが優ゆう越えつ感に浸ひたり、獲え物ものを見定めているつもりなのか。

「来い！　どうした、かかって来い！」

　ヒデオの声に、関式のみならず他ほかの全員が驚おどろきを見せた。最も無防備で、最も無力な状態のヒデオが注意を引き付けようというのだ。しかも逃げ場のない、海うみ際ぎわのレストランの方へ行く。

「お前のような馬鹿は、違うだろう！　機き関かん銃じゆうでバラバラにしたり、火炎放射器で丸焼けにするより、もっとやりたいことがあるんだろう!?」

　殺害を実感する方法。殺害の手て応ごたえをより強く得る方法。飛び道具ではなく、直接的に、最も無む惨ざんな死に様を表す方法。

　即すなわち、潰す。

　意を理解したように、関式が体の方向を変えた。間近での一歩は、小規模な地じ震しんのように地面を揺ゆらす。

　追ってくる。月明かりを反射した頭部のレンズが、まるで笑ったように見えた。

　同時、ヒデオも嘲あざ笑わらった。

「立て、ナイト！　いつまで座っているつもりだ！」

「っ！　魔眼っ……!?」

「右腕だ!!　お前の邪霊眼に秘ひめられた、呪のろわれしチカラを見せてやれ!!　今こそ解放しろ!!　焼き尽つくせっ!!」

　呼応したように、薄うすら寒い笑えみを浮うかべた。

「フッ、そういうことか……いいだろう、普ふ通つうじゃないぜ！　巻き込まれるなよ、魔眼ッ!!」

　ナイトが立ち上がり、両手を振りかざす。

「来い、俺のっ……邪炎龍サラマンダーぁああああああああああああああああああああああッ────!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、ナイトの瞳ひとみに深しん紅くの輝かがやきが宿る。いつかの海かい浜ひん公園の比ではない。突つき出した両手の前に、紅ぐ蓮れんの炎ほのおがドラゴンの姿を形作る。人間すら吞のみ込んでしまいそうなほど開かれた巨きよ大だいな竜りゆうの顎あぎとから、赤黒い炎が爆ばく発はつするように噴ふき上がった。

　先ほどの火か炎えん放射など遥はるかに凌りよう駕がしていた。

　右腕どころか、全身の右半分の全すべてを吞み込む。爆炎が地面を抉えぐり夜空を焦こがす。身を低く、膝ひざをついていても、ヒデオは熱波に吹ふき飛ばされそうになる。

　そして数秒後には、関式の右腕の装そう甲こうが内側から爆発を起こした。それから無数の小爆発。方々に飛び散る銃じゆう弾だん。機き関かん砲ほうの弾たまが熱に耐たえきれず、弾倉ごと吹き飛んだのだ。

[image: ]

　同時。

「てぇっ!!」

　花果菜の号令で警備隊の何十という小銃弾が、装甲のない背面、最も負荷のかかる膝の裏を狙ねらった。右脚あしのそこのみ。関節を覆おおっていた布状の防水・防弾カバーが、ナイトのサラマンダーによって溶とけ落ちていた。

　火花が散る。銃弾ではなく、電気系統の短たん絡らくによるそれ。

　関式が、何が起きたかわからぬように振ふり返った……次の一歩。ガクンと体勢を崩くずし、膝をつく。歓かん声せいが上がった。

　ヒデオは隊長を連れ、再び移動を開始した。

「……何か？」

　隊長が何か呟つぶやいたような気がして、ヒデオは彼の顔を見る。

「いや……、あの少しよう尉いの指揮もあるだろうが、あいつら、あんなに射しや撃げきの腕うでが良かったかと思ってな……」

　しかし、これで先ほどまでの滑なめらかな歩行は、もう不可能のはずだ。即そく死しもあり得る、最も厄やつ介かいなマシンガンも潰つぶせた。森の深い部分へ逃にげ込めば、徒歩の方が機動力に分があるはずだ。那田たちのいる浜はまの方にしても、宿舎の方にしても、迫せまるまでには時間を稼かせげるだろう。これで諦あきらめて引き返してくれるなら尚なお良いが、でなければ中のパイロットをどうやって引きずり下ろすか……。

　ともあれヒデオはナイトを連れた美野里と共に、警備隊のいる方へ向かった。

　そして、彼の体を隊員らに渡わたしたそのとき。

「っ……」

　背後に爆音と、水柱三つ。

　ヒデオが振り返ると巨大な人ひと影かげが三つ、同じように海中から上空へ。一機は海水のシャワーを浴びせながらヒデオたちの上空を越こえ、退路を塞ふさぐように森の手前に着地。左右に二機。正面に、膝をついていた最初の一機も立ち上がる。

　あれだけのバケモノが、四機。

「っ……」

　完全に包囲された。

　完全なるワンサイド・ゲームだ。




　　　　⑥




　ヒデオは見回す。

　機体は同じだが、武装は皆みな違ちがった。

　それぞれ五十メートルほどの間かん隔かくを置いてはいるが、その巨きよ体たいと装備を考えれば隙すきなどないも同然だった。

《何をやってるんだよハインリヒ。無線までやられちゃって、拡声器は使える？》

　右手に着地した新手一機が、スピーカーから声を出す。軽々しい口調の印象もあるが随ずい分ぶん若い。ナイトたちと同じくらいの少年ではないのか。

《うるせえよ……！　この猿さる共、ちょこまか動き回って、妙みような真ま似ねしやがって……！》

　これは最初の一機。イメージ通り、陰いん鬱うつそうな病やんだ声をしている。だが、これも少年だ。

《独断専行を反省しろ。目標の選定は済んだのか》

　森への退路を塞いだ一機。やはり若いが、これはまだ冷静な落ち着きのある声だった。

《はぁ？　どれが何でもいいじゃねえかよ、見られた以上、どうせ皆みな殺ごろしにするんだろ？》

《その中にお前も含ふくまれたいのか》

　冷静な声の関式が、両手に構えた巨大なライフル銃型の火砲を、ハインリヒと呼ばれた最初の一機に向ける。

　応こたえ、これ見よがしに不服そうな舌打ちが聞こえてきた。

《……よくわかんねえが、たぶんその白いブレザー着た二人じゃねえの？　〝超ちよう能のう力りよく者しや〟ってのは》

　ライフルが下を向く。正面から見ると、人間に向かって発砲すれば、跡あと形かたもなくなるような口径だということがよくわかる。

《超能力者は四人と聞いたが。あとの二人はどこにいる》

　これはヒデオたちへの問いかけであった。

　知ってはいても、答えられない。答えられるはずがない。皆みな、身動きが取れない。

　だが好機だと、ヒデオは意識を切り替かえた。すぐに殺すつもりはない、交こう渉しようではなくとも口を利きく猶ゆう予よがあるなら、まだなんとかなる。

「ここにはいない」

　ヒデオは言った。

「今回のことには参加していない。あとの二人は本土だ」

　ライフルが上空を向き、一発。空気を切り裂さき、木々がなびき、地面が震ふるえるような凄すさまじい爆ばく音おんだった。機関砲の比ではない。間近であったため、耳鳴りがひどい。あんなものをこちらに向かって撃うたれれば、一発で全員が消し飛ぶだろう。

　そうして威い嚇かくを終わり、硝しよう煙えん漂ただよう熱を持った砲口が再びヒデオを向く。

《見え透すいた噓うそはよせ。政府高官と共に、四人ともこの島にいることは確かく認にん済みだ》

　無機質なカメラのレンズへ。

　魔眼が、牙きばを剝むく。

「で？　それはどこからの情報だ？」

《……なに？》

「そのカメラで、この島に四人が揃そろっているところを確認したのか？」

《……》

　即そく答とうはない。つまり考えた。

　ハマったのだ。

　それをヒデオはせせら笑った。

「どの情報筋か知らないが……、もっと信しん頼らいできる人間を使った方がいいんじゃないか？」

　今回の合同訓練自体、国内でも極ごく秘ひ裏りの扱あつかいだ。それを部外者が知るとなれば、相当イリーガルなツテを必要とするはずだ。そんなものについて、あえて信頼や信用と問いかけられ、胸を張って応えられるはずがない。

　軽い口調の一機が口を挟はさむ。

《……ブラフに決まってるさ。どうせ身動きは取れないんだ、拷ごう問もんにかけよう。僕に任せてよ！　死なないようにうまくやるからさ！》

「つくづく頭の悪そうな連中だな。僕も最初は半信半疑だったが……、こうもうまく引っかかってくれると、いっそ笑える。拍ひよう子し抜ぬけもいいところだ。姿を見せる前に、よく考えたんだろうな？」

《……何がおかしい。答えろ》

　見られた以上、殺す。

　最初の一機はそう言った。

　つまりこいつらも公おおやけの存在ではない。そもそも軍用としてここまでの実用に耐たえ得うる関式の存在、公になっていいはずがない。

「……だから。これがお前たちの存在を摑つかむための罠わなだという可能性を、考こう慮りよしなかったのか？」

《っ……》

　マイク越ごしだが、脈はあった。

　やはり当初のフォースと同様、この連中も正体を知られることを相当に恐おそれている。

　大体が肩かたの鉤かぎ十字のマークからして、正気じゃない。どこの国の保有だろうが、非武装の民間人を襲おそったのだ。知られれば、国際社会からどれだけの非難を浴びるか想像も付かないだろう。

「政府高官が、こんな無人島を訪おとずれる理由が他ほかにあるなら言ってみろ」

　あるだろう。実際自分たちがそうなのだ。そして冷静に考えれば他にも思い付くだろうが、こんな状じよう況きよう下かでそうと念を押されれば、その言葉を信じざるを得ない。会話という状況下では、答えられなければ、自おのずと相手の言い分を認めるのと同じことになってしまうからだ。

　そして、巨きよ大だいな砲を突つき付けられてなお怯おびえぬヒデオの姿、揺ゆるがぬ魔眼がそれを真実だと裏付ける。

《……わかった》

　普ふ通つうならそれでいい。今までだったら、これで勝利だった。これ以上の証しよう拠こを残さぬよう、連中は立ち去るはずだった。だが彼らの圧あつ倒とう的な装備とその精神性は、ヒデオの持つ常識を遥はるかに逸いつ脱だつしていた。

　こと交渉に当たったリーダー機の少年は、冷れい徹てつな思考も併あわせ持っていた。

《超能力者が他に残っているなら問題ない。この島にいる者を全すべて殲せん滅めつする》

《ヤー！　ヤー！　だから言ったんだぜ！　いいんだな!?》

　ハインリヒと呼ばれていた最初の一機がはしゃぎ立てる。

《ただし機密保持が最優先だ。一人残らず確実に息の根を止めろ。ヘルマンはまずこの場にいる者を始末しろ》

《ヤー、アドルフ》

　これは先ほど、拷問だなんだと騒さわいでいたガキっぽい機体。リーダー機よりは銃じゆう身しんの短い、サブマシンガン状の銃器を持っている。

《ハインリヒは俺と共に山やま狩がりをしながら島の反対側へ向かう。見付け次し第だい焼き尽つくせ》

《言われなくてもそうするぜ!?　猿さる共のバーベキューだ！》

　最初の一機が声こわ高だかに耳みみ障ざわりな哄こう笑しようを響ひびかせる。

《ヨーゼフは丘おかの上に見える建物を破は壊かいしろ》

《ヤ》

　短い……一いつ瞬しゆんでよくわからなかったが、陰いん鬱うつな中性的な声。一等の重武装。背中に大型のバックパック。左の肩にロケットかミサイルかの射出ポッド。右の肩に、七砲身のガトリング砲。手にはバズーカ状の長大な大おお筒づつ。

《作戦遂すい行こう時間は三十分。各機、状況開始》

　真っ先に動いたのは、ヘルマンと呼ばれた一機。マシンガンを向けたまま、恐きよう怖ふ心を煽あおるように歩み寄ってくる。他の三機は、まだ動こうとしない。未いまだ逃にげ場はない。まずは確実に、ここにいる者を始末するつもりだ。

　ナイトと美野里が身構えるが、先の全力が祟たたったか、疲ひ労ろうの色が濃こい。特にナイトは、止血の応急手当てをしてもらっただけの、万ばん全ぜんにはほど遠い負傷状態だ。

（……）

　いよいよ、ヒデオはノアレに聞いた。

　頼たのむとすればどこまでできるか。

〝どこまででも、閣下。でも残念、私の出番はなさそうだわ〟

　……？

〝睡蓮が来るから〟

　睡蓮……!?　馬ば鹿かな、相手は霊れいや何かではない！　いくら武道の達人でも、鋼鉄の巨きよ人じんに敵かなうはずがないだろう!?　危険すぎる！

〝ヒデオのおかげで、ご下命を得るまでの時間を稼かせげたのよ〟

《うっふふっ！　僕もこの距きよ離りで、これだけ大勢の人間にぶち込むのって初めてだよ。どれくらい飛び散るかなぁ？　さぞかし爽そう快かいだろうねぇ!?》

　内部機構が作動し、セーフティーの外れる音が聞こえるほどの間近。同じく電磁機構によりスライドが前後、重い初しよ弾だんが装そう塡てんされる。

《皆みなさん初めまして。そしてさようなら！》

　無む邪じや気きな声、二つ。

〝さあ、始まり始まり。Ｌｅｔ[image: ]ｓ、ワン・サイド・ゲーム〟




　スパァンッ!!




《ッ……!?》

　マシンガンを持つ鋼はがねの腕うでが、一いち撃げきで千切れ飛んだ。




　　　　⑦




《な、なんだよ!?　なんだよこれ!?　僕のパンターが勝手に爆ばく発はつしたぞ！》

《違ちがう、攻こう撃げきだ！　戦せん車しや砲ほうか!?　マジで罠わなだってのかよ!!》

《落ち着け、戦車砲の発砲音などなかった》

　だが、そう述べるリーダー機の声にも動どう揺ようは浮うかんでいた。事実として、マシンガン持ちの腕わん部ぶは吹ふき飛んだのだ。

　たった一撃。それも有り得ぬほどの威い力りよくでのただ一撃で、彼らはパニックに陥おちいっていた。

　否いな、彼らだけではない。ヒデオたちもまた、何が起きたのか理解ができなかった。

　混乱して当然だ。わかるはずもない。

　それをしたのがただ一本の矢であることなど、誰だれが理解できるというのか。カミを殺すことを生まれた意味とし、カミをして生態兵器と言わしめた一族の、それが業わざ。

　大音おん声じようが降り注ぐ。

「蛮ばん族ぞくどもがッ!!　ここもまたカミの国である!!　早々に立ち去らねば貴様らの素っ首、この地深くに埋うめてくれるぞ!!」

　踏ふみ場もないはずの木立の頂上、月を背に長弓を携たずさえた巫み女この姿が一つ。最初の一機が火か炎えん放射を噴ふき上げる。同時、彼女は蹴ける場所もないような木の突とつ端たんより跳ちよう躍やくし、引き絞しぼり、放つ。




　パァンッ!!




　最もぶ厚い正面装そう甲こうごと、腕より太い脚きやく部ぶが破は裂れつする。ハインリヒが無様に地面に手を突つくと同時、睡蓮がヒデオたちの前に降り立つ。

《猿がどいつもこいつも、ちょろちょろ動くんじゃねえ!!》

「炎えん獄ごく、舞まえッ!!」

　再びの火炎放射と同時、睡蓮が片手を薙なぎ払はらった。

　青白い神聖の炎ほのおは苦もなく化学合成の炎を断たち割り、それを放つ左の腕部を吞のみ込む。ナイトの時のように、火炎銃の機構を内部から吹き飛ばすかと思われた。

　だが、爆発などなかった。炎獄が止やんだとき、関式の肩より先は骨組みのようなフレームとシャフトしかなくなっていた。一いつ瞬しゆんにして、全すべて焼き尽つくしたのだ。

　リーダー機が睡蓮の後ろ姿へライフルの照準を合わせる。見向きもせず、睡蓮が呼ぶ。

「来い、ほむらっ!!」

「よいやさぁっ!!」

　発砲音と破は砕さい音はほぼ同時。

　上面からであれば現代主力戦車をも貫つらぬく高速徹てつ甲こう弾だん、それも十メートル足らずからの超ちよう至近弾を、乱れ髪がみの男が拳こぶし一つで打ち砕くだく。

「ほっほーぅ。ニンゲンにしちゃあ、なかなかいいパンチじゃねえかい」

　リーダー機が二発、三発。

　ほむらは拳を二振ふり、三振り。四発目には、頭ず突つきひとつで砲弾を粉みじんに粉砕した。

「なんでぇ、馬鹿の一つ覚えかよぉ。これなら葉多恵のガチの方がまぁだ堪こたえらぁ」

　ヒデオが呆あきれたのは。

　本当に。

　本当に、いつかのほむらは葉多恵のパンチ一発で壁かべ際ぎわまで滑すべったのに。今のほむらの足は、全くビクリとも微び動どうだにしていない。

《なんだ……、なんだこいつらは……!?》

　リーダー機の言葉にも、いよいよ狼ろう狽ばいの色が浮かび始めた。マシンガン持ちが叫さけぶ。

《おかしいよ！　人間じゃないのかよ！　こいつら全部エスパーなのか!?》

　それを威い圧あつするように、睡蓮が言葉を浴びせかけた。

「宮様の寛かん大だいなるに感謝せよ!!　退ひかば命は取るなとのご下命である!!　ただしこれ以上の狼ろう藉ぜき振ふるうものなら、このわたくしの一存によって貴様ら残らず討うち滅ほろぼす!!」

　折しもそのとき、彼らのマイクにノイズが入った。

　リーダー機が呟つぶやくように告げる。

《……作戦中止だ。撤てつ退たいする》

《ふざけるなよっ!?　こんな猿さる共相手に、やられっぱなしで帰れってのか!?　ビビってんじゃねえアドルフ！》

《よせ、ハインリヒ！　アドルフの判断じゃない、ゼーレヴェからの帰き還かん命令だ！　日本の海軍が向かってきている！》

《知ったことかよぉ！》

　マシンガン持ちの警告を無視し、内蔵武器と片脚あしを失ったボロボロの関式が地べたを這はいずるように突っ込んでくる。残った右腕、機関砲は失われたが腕部としての機構は健在なのだ。質量数トンに及およぶ鋼鉄の拳は、重力加速度もともない、ただそれだけで人間には抗あらがいようのない凶きよう器きと化す。

《ぶっ潰つぶれろ!!　死ねえっ!!》




　ガンッ……!!




　ほむらがそれを、下から苦もなく殴なぐり返す。腰こしも入れず、無造作に振り上げただけのほむらの拳は、握にぎった状態で関節をロックされた鋼鉄の五指を打ち抜ぬき、手首までをただのスクラップに変えてしまう。
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　弓を短刀に持ち替かえた睡蓮が悠ゆう然ぜんと踏ふみ込み、冷れい酷こくに吐はき捨てた。

「痴しれ者め。死ぬのは貴様だ」

　直下より直上へ向け、無音の一いつ閃せん。

　刃やいばは触ふれてはいないはずの胸部装そう甲こうを切り裂さき、頭部は真っ二つに裂け、ショートした火花が小爆ばく発はつを起こす。

　だが、そこまでだった。一瞬早く、ハインリヒの背後に回ったリーダー機が背中の装甲を摑つかみ、海の方へとハインリヒの機体を引き戻もどしたのだ。そうでなければ……中のパイロットごと、バックボーンフレームまで一刀両断されていたのに違ちがいない。

　ハインリヒというパイロットの罵ば声せいは止まず、しかし重武装機が腰のポッドから煙えん幕まく弾だんを方々へ射出。同時、バックパックから上空へ打ち上げられた何発かは花火のように爆はぜると、粉雪のようにきらめく何かを辺り一帯に降らせ始めた。レーダー探知を逃のがれるための、チャフというやつだろうか。

　それを見て、ようやくはっきりする。

　四機は搔かいて分けられそうな、雲よりも濃こい煙幕の中。完全に逃にげに入ったのだ。やがてジェットパックを噴ふん射しやする音。巨きよ大だいな塊かたまりが水すい没ぼつする音が聞こえてきた。

　あとは……無音。

　それまでの耳について離はなれぬいくつもの砲ほう火かが、噓うそのような無音。煙幕が止むと、千切れた腕部、脚部もご丁てい寧ねいに持ち去られていた。

　そして夜風に木々は揺ゆれ、波は穏おだやか。そんな静せい寂じやくの中でしばらくの間、誰だれも、何も言うことができなかった。

　ヒデオは大きく吐と息いきした。

　とりあえず、危機は脱だつした。

　だが一歩どころではない。半歩でも間ま違ちがえば、この場の全員が消し炭か肉にく片へんと化していてもおかしくなかったのだ。

　安あん堵どと放心。それ以外の何もない。

　花果菜が関式が撤てつ退たいした旨むねを連れん絡らくしようとトランシーバーを使ったが、通じなかった。ヒデオや美野里が試ためしに携けい帯たい電話を取り出すが、なぜか電源すら入らなくなっていた。

　那田たち高官組と、激しい砲声に酔よいを覚ました待機組とが駆かけ付けるのは、もう少し後のことだった。
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　夜の波間に浮うかぶ、ＣＬ型巡じゆん視し艇てい。

　ただならぬ発砲音はそこまでも聞こえてきていた。

　海上自衛隊に連絡を付けたのは、小さな十五メートル型のこの船だった。潜せん水すい艦かんと思おぼしき船せん影えいが見えるが、現在この海域での訓練予定はあるかと。

　もちろん実際に見えたわけではない。いるだろうと当たりを付けた彼女が、連絡させたのだ。そして海の警察からの通報だ。反応は早かった。

「で……どうです？　少しよう佐さ」

　前部デッキ。頸くび城きが聞いたのは、島に向けて双そう眼がん鏡きようを覗のぞいている少女だった。針金のように真っ直ぐな、長い黒くろ髪かみをなびかせながら、その双眼鏡を下ろす。

「……間違いない。ＧＲＸｒゲール・イクセールのパンターⅢだ」

　凜とした細ほそ面おもて。顔立ちは良いが、目付きは軍人然として異様に鋭するどい。少佐と呼んだが、黒いセーラー服姿は水兵のそれではなく、どこかの学校の制服のそれである。

　頸城もそれとなく双眼鏡でそちらを見ながら、特に関心もなく言った。

「つまり……あれも例の、〝組織〟というやつですか」

「水中推進可能かつ陸上行動可能な、バッテリー駆く動どうの超ちよう隠おん密みつ型だ。駐ちゆう鋤じよも補助脚もない時点で、現在のマジェストとしてはオーパーツだろう？」

「なるほど」

　話半分に相あい槌づちし、頸城は双眼鏡を下ろした。

　一つわかったのは、この少女の視力が普ふ通つうではない、ということだった。夜の海だ。発はつ砲ぽう炎えんや、何かの爆発するような明かりは、肉眼でもチラチラと何度か見えたが……この距きよ離りで、関式のそんな細部まで見えるものだろうか。

「ここまで協力したんです。いい加減、そろそろ聞かせてもらいたいんですが……〝組織〟、っていうのは何なんです？　組織名だけでも構わないんですが」

「さあな。たぶんオートラインも、さっきのグナイスト・ローラントの連中も誰も知らんだろう。今はまだ内部の人間も全員、〝組織〟としか呼んでいないはずだ」

「秘ひ匿とくされている、ということですか？」

「秘匿とは違う。そもそも、現時点で〝組織〟などというものは存在していないのだ。だから呼びようがない」

　少女の言葉は淀よどみなかった。つまり何かを隠かくしているわけではないのだ。だが、それだけに頸城には話が見えない。

「……どういう意味です？」

「都市伝説というものを知っているか？」

　以前に千ち影かげとつるんだとき、オカルトに関して少しかじった覚えがある。

「噂うわさ話ばなしでしょう？　友達の友達から聞いた……という曖あい昧まいな、根こん拠きよのない」

　オカルト肯こう定てい派ではない頸城は茶化すために、あえてそう言ったつもりだった。いつものへらへらとした笑顔えがおで。

　だが彼女は次に、こともなげにこう言った。

「取引先の取引先が、そうらしい」

　一いつ瞬しゆん、なぜだか、妙みように納なつ得とくしてしまう。

　だが、すぐに考え直す。

「……企き業ぎようと個人とではレベルが違ちがいますよ。この情報化社会、金を使えば裏を取れない話もないのでは？」

「だが、事実としてテクノロジーは出てくるわけだ」

「……。なるほど……」

　そこが核かく心しんなのだ。少女の話は突とつ拍ぴよう子しもないが、事実として世界の軍関係者がひっくり返るほどの関式は存在した。官かん房ぼう長官経由での宮く内ない庁の話だが、事実として、オートラインは超能力者のような少年少女を擁ようしている。

　その事実を全く見ていなければそうだろう。どちらか一方の事実だけでも、そうだろう。だが、オートラインとグナイスト・ローラント……二つもの事実を知れば、〝組織〟という言葉が真実味を帯びてくる。

　しかも並の規模ではない。片や日本を、片やドイツを代表するような世界的企業だ。国家ではなく、企業が共同体を運営する時代……なんて設定を、ＳＦでたまに見かけるが。それにも似た薄うすら寒さを感じた。

　そして頸城は、そうした薄ら寒さが嫌きらいではなかった。

「ではなぜ……今日、二つの組織があの島で？」

「現時点で〝組織〟などというものは存在していない、と言っただろう。テクノロジーを得た企業同士は今は横一線だ。他ほかのどの国のどの企業がそうした同類の企業かも、各おの々おのほとんど把は握あくできていないはずだ。だから……ＧＲＸｒが来たのは、オートラインが得たテクノロジーを調査するためか、あるいは奪だつ取しゆするためだろうな」

　ライバルの手の内を知る。あるいはそれを我がものとする。どちらにせよ、完全な横一直線からは一歩先んじることになるだろう。

　頸城は言った。

「つまりこの先、そうして少しずつ企業同士の接せつ触しよくが増えていけば……」

「横の繫つながりが生まれる。繫がりができればやがては派は閥ばつが生まれ、派閥ができれば抗こう争そうが生まれ、やがて抗争は勝者と敗者という優ゆう劣れつを生み出す。〝組織〟の誕生だ」

　頸城は、嘆たん息そくではなく、深く溜ため息いきをついた。

　現実にそんな面おも白しろい話があるものかと……小さな笑みさえ浮うかべながら、感じ入っていた。

「僕は少しよう佐さの話を信じますよ」

　対して胡う乱ろんげな表情で少女は言った。

「……なんだ、納得したのか。どこの国へ行っても、大たい抵ていは『そんな馬ば鹿かな』で終わるのだがな」

「ま……そうでもなければ、僕もあなたに同行していなかったでしょうね。ミサキ・カグヤ少佐」

　国こく籍せき不明の少女軍人は、軽く肩かたをすくめた。

「では見るものも見たし、そろそろ帰るか」

「島の方たちに挨あい拶さつなどは？　聞き取り調査など望むのであれば、僕の顔見知りもいるので紹しよう介かいしますよ」

「私が知っている以上の話など出てくるものか。それより帰ってＣｉｖ４やりたい」

「なんです？　ああ、前言っていたゲームですか」

「やばいぞ。あれはやばい。ある意味〝組織〟どころではない。全人類があんなゲームをプレイし始めてみろ。亡国の遊ゆう戯ぎどころか、人類が破は滅めつする」

「でも少佐はやるんですか」

「やる」

　頸城は操縦室に回り込むと、船を東京へ返すようお願いした。
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　当然だが以降の訓練予定は全すべて取りやめとなり、翌朝には船は出航。一いつ切さいについての箝かん口こう令れいが敷しかれた。その代わり、他の一切については同行していた高官たちが取り計らってくれることになった。ヒデオ自身は東京に戻もどってから、那田からの簡単な聴ちよう取しゆはあったが、それだけだ。覚えている限りの見たまま、あったままをヒデオは話した。

　そして数日が経過した。

「……以上が、甲山副社長からの話の全容だ」

　神しん霊れい班オフィス、全職員の前で那田から告げられた内容はにわかには信じ難がたいものだった。

　オートラインは、〝組織〟という何らかの存在から霊的エネルギーに関しての科学的な技術提供を受けた。フォースの四人については、その技術を精霊というレベルまで昇しよう華か、応用した試験的な存在である。島で見た関式は、恐おそらくは同じ〝組織〟から技術供きよう与よを受けたグナイスト・ローラント社のプロトタイプである。あの島に現れたのは、オートラインに提供された技術に対しての調査目的だったと思われる。

〝組織〟の正式な名めい称しようは不明。

〝組織〟の正確な構成は不明。

〝組織〟からどれだけの企き業ぎようにそうしたオーバーテクノロジーが供与されたかも、不明。

「……結局、わからないだらけですか」

　頭の後ろに腕うで組ぐみした翔香が、拍ひよう子し抜ぬけしたように言った。続いてデスクに気だるそうに頰ほお杖づえついていた繁も言う。

「謎なぞの組織が謎の超ちよう科学で世界征せい服ふくとか、今どき流は行やんないっすよ」

　そんな言葉に、世見子が半はん笑しようした。

「征服かどうかはわからないんじゃ？　少なくともあの高校生たちは、みんな素す直なおでいい子ばっかりだったし」

「それはそうっすけど……でも、関式に乗ってたって連中は相当やばかったんだろ？　ヒデオ君」

　繁から話を向けられ、ヒデオもこればっかりは頷うなずくしかなかった。

「明らかに。普ふ通つうでは、ありませんでした」

　いま思い返しても不ふ愉ゆ快かいで、ぞっとする。

　そこに、ドイツに在住していた経験もある里八が続けた。

「ハーケンクロイツをマーキングしていたという時点で、冗じよう談だんのような話だ。グナイスト・ローラントはドイツ企業だが、ドイツ国内ではあのシンボルを所持すること自体が違い法ほうだ。しかも四人の名前が、アドルフ、ヨーゼフ、ヘルマンにハインリヒだ」

「里八君、それってなんかおかしいのかい？」

　翔香の疑問に、葉多恵がポンと手を打った。

「あ～、ひょっとしてあれですね。第三帝てい国こく時代の、偉えらかった人たちの名前でしょう」

　意外な博識に、里八が感心しながら頷く。

「そうだ。そして川村の聞いた、『パンター』という単語がその関式のペットネームなら……これはもうネオナチにしても度を超こえている。パンターは同じく、ナチスドイツ軍で活かつ躍やくした戦車の名前だ」

　その歴史をなぞっているか、あやかっているかはともかく。

　那田が言った。

「まあ、それについてはこれ以上我々が勘かん繰ぐっても埒らちは明かないだろう。その関式が、本当にＧＲ社で設計製造されたという証しよう拠こはない。パイロットたちの国籍も不明……ということで、この件に関してはこれで終わりだ」

「え……、終わりですか？　それだけ？」

　拍子抜けしたような翔香の声に、那田は返した。

「我々の仕事は、霊害についていかに対処するかだ。そしてそれ以外のこと……それがテロ組織ならば公安の仕事だし、あれが他国からのものであれば宮く内ない庁ではなく、外務省などのしかるべき筋がある」

　言われてみればもっともな話の後、さらに那田は続けた。

「そうしたハプニングもあったが、合同訓練自体の成果もあったとも。オートライン側からあの四人の少年少女が今後、我々の側に協力してくれるらしい」

（……）

　それはまた頼たのもしい……、というか心強い……、というか……、でも世界観だしなぁ。またポニテに電波ビームとか言われるだろうしなぁ。あー……。

「先せん輩ぱい方は、心配のしすぎです。たかが木で偶く人形如ごとき、何をするわけでもありません」

　睡蓮は気にするようなことでもない、と言いたげに泰たい然ぜんと茶をすすっていた。ソファに片かた脚あし胡座あぐらをかいたほむらも、似たようなものだった。

「ま、葉は月づきがあんなもんをゴマンと作ったってんならまだわからねえが……どう考えても、根の国の姫ひめさん怒おこらせる方がありえねえやな～」

　根の国の姫、という言葉に耳みみ馴な染じみはなかったが。

〝ミーコのことよ。ミスリル戦車片っ端ぱしから食い散らかした〟

　……。

　ヒデオはようやく、彼女らの危き惧ぐするやばさの次元というものを理解した。

　ああ、そうだ。それはそうだ。やはりあんな殺人に快楽を覚えるような連中、物の数ではない。いっそ心配するのが馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどに。

「……と、いうことだ。新しい仕事が増えたのは他ほかの省庁であることを喜びつつ、我々は我々の仕事に戻もどろうではないかね。私からの話は以上だ」

　翔香と繁からは、やりたくなーい、とでも言いたげな声。

　神霊班の日常が戻ってくる。

　ただ、ヒデオは一方で漠ばく然ぜんと思っていた。

　もし、〝組織〟というものがもっと広大で。

　霊的エネルギーというものが、もっと広こう範はんに知れ渡わたるようなことになったら……オートラインや、フォース、精霊という線から。この神霊班に、また何らかの関かかわりが訪おとずれることもあるのではないかと。そしてその可能性は、決して低くもないのではないか、と。
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「副社長……、プロジェクトのことを、政府関係者に明かしたんですか」

　修人の言葉に、甲山はどうということもなく頷うなずいた。

「ああ、明かしてやったとも。別にＧＲの連中にやられたとも思ってはいない。今にして思えば、これはこれでいい機会だ。収しゆう穫かくもあったさ」

「収穫……ですか？」

「フォースからの話を聞いたが、ＧＲの連中も辿たどり着いているのは彼らまでだ。その先のシリーズについては摑つかんでいない。不意の襲しゆう撃げきだったが、おかげでシステムＲは実戦においても良好な成績を示した。試薬を服用した私兵部隊からの評判も上々だ」

　確かにあのとき、マックルは予定されていた試験の範はん囲いを超えてリンクを強化した。自衛官の指揮を元に、ピンホールショットに近い正確無比の一斉射。だからこそ、非ひ装そう甲こうとは言えＧＲＸｒ製の頑がん強きような関節部分に、拳けん銃じゆう弾だん程度で損傷を加えられたのだ。

　そして試薬について一定の説明を与あたえられていた私兵部隊は、短銃身のハンドガンながら、まるでバイポット装着のスナイパーライフルのように正確に狙ねらいが定まった、仲間たちとこれ以上ない連帯感を感じた、あの薬は使える……と。それを、薬品自体の効能として手放しに賞賛した。

　それをしたマックルも、やりたいようにできて非常にスッキリした、という彼女らしいコメントを、彼女らしい笑顔えがおで言うだけだった。

　そしてそのどちらも、その後の検査で異状は見受けられなかった。

「明かしたことで、我々も政府からいくらかの庇ひ護ごを受けられるだろう。国との繫つながりさえあれば他の組織の連中ももう、我々に対してああ易やす々やすと手出しすることはあるまい」

「だと、いいんですが……」

「何か問題が？　朱津博士」

　修人も科学者の端はしくれだ。

　過去の偉い人じんたちがいかに苦難の道のりを歩み、今のこの科学万ばん能のう社会が築き上げられたのかを知っている。だから修人自身は……他の誰だれとも違ちがい。全すべてがあまりにうまく行きすぎて、怖こわいほどであった。

「……いえ。個人的なものです」

「そうかね。それでは……今後、シリーズ１については一いつ旦たん休止し、シリーズ２を重点的に進めることにしよう」

　修人は顔を上げた。

「いいんですか？　シリーズ１についても、まだ完全なデータが揃そろったというわけではありませんが」

「フォースの四人は、どうも我々に対して疑いを持ち始めているらしい。反はん抗こうしないよう、性格に難のない子供ばかりを集めたのが裏目に出た。何が正義かも知らんくせに正義漢ぶる」

　子供故ゆえの純じゆん粋すいさ。

　ナイトだけは素体としての特性がずば抜ぬけていたので、素行に多少の難があっても度外視されたが……ともあれ、純粋故に、何か後ろめたさを見付ければ、敏びん感かんに鼻に付くのだろう。それでなくとも、自分たちが行っていることは普ふ通つうではない。

「正直、ＧＲのパイロットたちの話を聞いて羨うらやましかったよ。商品としては最高だ。ナチスの過激な精神性は、兵士として育成するにはうってつけだろう。だからシリーズ１については教育の方向性を再度検討し、新たな素体がまとまるまでは保留にする。その間にシリーズ２が進んでいれば、シリーズ３へのプロジェクト移行も見えてくるはずだ」

「……フォースについての、今後の扱あつかいは？」

「なぁに、政府へのマスコットとして働いてもらうよ。彼ら自身、言えばそれを望むだろう。政府側の現場の者たちとも、随ずい分ぶん馴な染じんでいたようだったしね」

　処分する、などと言い出さないだけ修人はほっとした。

　甲山は悪党だが、馬ば鹿かではない。徹てつ底ていしたリアリストというだけだ。頭は切れる。

「では、そのように進めてもらえるかね。朱津博士」

「わかりました」
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　その日のアクアリウムⅡ世は港ではなく、洋上に出ていた。先日のことがあり、ドックで念のための船体の調査が行われたあとの、テスト航行だった。

　危険もなく、人目もないので、珍めずらしくクルーとガスマスクたちに対してもデッキのプールまで開放されていた。甲山の計らいで、慰い労ろうの意味も含ふくめてフォースの四人もプールで遊んでいる。

「聞きましたか、隊長」

「あーあー聞いた聞いた聞いた、はいはいはいはい……」

　ビーチチェアーに寝ねていたガスマスクは、アロハ短パンの休日スタイルで、副長から顔を背そむけるようにごろんと横を向いた。

「まだ何も言ってませんが」

「どーせお前もあれだろ？　私兵の奴やつらが飲んだクスリがファッキンすごいらしいっすよ～、俺たちも導入してくださいよ～、とかなんとか言うんだろ。んな金ねーよ馬鹿野や郎ろう」

「……あんたたまにリーダーとしての威い厳げん捨ててませんか」

「大体なんだよ。バケモノの次は魔法使いで、今度は軍用ロボットだ。ホラーかファンタジーかＳＦかはっきりしろよ。俺たちは戦争屋なの。ファック、ファック」

　副長が一度肩かたをすくめた。

「その例のロボット絡がらみですかね。ボディガードの依い頼らいです。今後はフォースだけではなく、副社長の身辺も固めると」

「……。あの副社長も、よく俺たちクビにしないな」

　フォースの護衛はともかく、政府の連中とぶつかったときはまず負けている。

「あるいは……、ホラーもファンタジーもＳＦもこなせる傭よう兵へいなんてそうはいません。いま手放せば、よそに取られる可能性もあるということでは？」

「なんだよ、よそって」

　言うと、副長は興味深い言葉を返した。

「例のマジェスト、国ではなくどこかの企き業ぎようの所有のようですよ」

「……ほう。ハーケンクロイツの連中がか」

　実はヒデオたちが対面した関式部隊、ガスマスクたちは既すでに知っていた。知っているというより、傭兵屋の間でだけ囁ささやかれている噂うわさのようなものだった。

　紛ふん争そう地帯に忽こつ然ぜんと現れ、破は壊かいと殺さつ戮りくの限りを尽つくし、煙えん幕まく、チャフ、強きよう烈れつな電磁波と放射線を撒まき散らして一いつ切さいの記録機材を破壊しながら撤てつ退たいする。辛かろうじて生き残ったある傭兵の証言から、ハーケンクロイツ、ナチの亡ぼう霊れい、ファントム部隊……呼び方は様々だ。

　ただ、そこまで派手にやって噂以上に広まらないのは……写真や映像などの証しよう拠こが残らないこともあるが、やはり、常識的に考えてそんな関式の存在が有り得ないからだった。紛争の当事者たちは敵の工作だと推定、主張するのが当然で、仮にメディアが真実を嗅かぎ付けたにしても、三流以下の創作ネタと思われるのが関の山。

「ってことはなんだ。ここの会社とそこの会社が対立して、副社長の命が危ないって？」

「あるいは」

「やれやれ……。まあ、いいけどよ」

　副長が珍しそうに眉まゆを上げる。

「ＳＦはいいんですか？　てっきりまたぐずると思ったんですが」

「なぁにがマジェストだよ。どれだけ火力があっても、ポニーテールから聞いた分ならＭＢＴ以下だ。しかも作戦様式から言って随ずい伴はん歩兵もいないときた。装備さえまともならどうとでもなるさ」

　ぼすっ、とガスマスクの頭にビーチボールが飛んできた。プールで遊んでいた水着姿のマックルがスパイクし、盛せい大だいに外れたのだ。

　だばだばと水を散らしながら、彼女がガスマスクの方へ駆かけてくる。

「うわ、つめてえ！　お前、ガキじゃねえんだから身体からだくらい拭ふいて来いよ！　ったく……！」

　ボールを拾い。

「ミノリたちと一いつ緒しよに遊ばないの？　ていうか、なんでこの暑いのにガスマスク外さないのよ」

「お前こそこの暑い上にプールで遊んでんのになんでヘルメット脱ぬがないんだよ」

「……。」

「……。」

「おあいこね！」

「……何でもいいけどよ」

　ガスマスクは体を起こした。

　マックルのパレオ付きの上から下。下から上。彼女はあの日、浜はま辺べにはいなかったが……いたら、なかなかの上位だったのではないか？

「しかしお前、身体だけはいい身体してるな」

「いやいや。まあまあ。それほどでもないわよ。あとほら。顔も、顔も。性格も」

　自分を指差し、マックルがアピールする。

「……なんかガキっぽいんだよな」

　ちゃき☆

　と笑顔えがおのマックルが、どこからともなく現れたトカレフをガスマスクへ向ける。

「イエス、イエス」

　反射的に両手を挙げてしまうのは、職業病というやつだ。こういうことがあるから、日ひ頃ごろ装備は身に付けるようにしているのだが。

（……平和なんだか物ぶつ騒そうなんだか。どうなってんだ、この国は……）

　太陽は容よう赦しやなく照りつける。

　蒸むし暑い国でのケルベロス隊の仕事は、まだしばらくは終わりそうもない。
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　ピンポーン……。




「……」

　うららかを超ちよう越えつした酷こく暑しよの午前。一人暮らしの休日に相応ふさわしく遅おそい朝食を食べ終えたヒデオは、呼び鈴りんに従ってドアを開けた。

「来たわ」

（……）

　どこから、とか。なぜ、とか。そういうのはどうでもいい。

　腰こしまで届く長い髪かみ。手には辞書のように分厚い書物。炎えん天てん下かに足元まで覆おおうような黒い外がい套とうを着ているにもかかわらず、その表情も眼まな差ざしも、涼すずやかそのもの。

「……人違ちが」

　ヒデオが言いかけた瞬しゆん間かん、エルシアはドアの隙すき間まにブーツの片方を突つっ込んだ。

「暑いの。よく冷えたミルクセーキとブルーベリーのタルト」

「うちは。喫きつ茶さ店てんでは、ありません」

　ヒデオが両手でノブを握にぎり閉じようとするドアに、エルシアの白魚のような指がかかる。片手で、クッと。

　ドアチェーンが千切れ飛んだ。

「いや。つまり……です」

「……」

「……その……」

「……」




　ごごごごごごごごごごごごごごご……。




「退たい屈くつになったら遊びに行く、と言っておいたはずだけど」

　そんな「今日遊びに行くってさっき連れん絡らくしたのに忘れてるなんて信じられない馬ば鹿かじゃないの……？」みたいな顔で言われてもこちらはあなたがいつ退屈になるかなんて知ったこっちゃないわけでだ。

「何ページがいいかしら。そう言えば人の子って何ページまで耐たえられるのかしら」

「お、おあ、お上がりくださ、い」

　ヒデオがドアを開けると、エルシアは一歩進んで、足元を見て、眉まゆをひそめた。

「……靴くつは脱ぬがなきゃだめなのね」

「それは。一応、そうしていただけると」

　いっそこの際、土足なんて掃そう除じすれば済む話だからどうでもいいのだが、なぜ彼女が。よりによって、この彼女が。アカネが爆ばく弾だん魔まならエルシアは破は壊かい神。あの魔まつ殺さつ商会社員さえも下僕のように媚こびへつらわせ、一説には隔かく離り空間都市の真の支配者とまで恐おそれられた彼女が……ここへ。

　などと考えているうちに、エルシアは六畳じよう間まのクッションに横座りになっていた。

「……ミルクセーキ」

「いや。ありませんが」

「卵と牛乳と練乳とミキサーくらいあるでしょう」

「どれ一つ、ありませんが」

　……。

「ありませんが……買って、来ましょうか」

「いいわ。待ってる分退屈だから」

　よかった……。否いな、買ってこいとパシらされた方が、逃にげるにも対策を練るにも時間を稼かせげて良かったのではないか。

　とりあえずあり合わせの麦茶と。お絞しぼりと。

「……」

「……」

　休日が刻一刻と、沈ちん黙もくで過ぎていく。

「……あなたも大たい概がいわからない男ね」

「何が、でしょうか」

「退屈だから来たと言ったのよ」

　言いたいことはわかる。できるものなら自分だってそうしたい。期待に応こたえたい。部屋に女の子が遊びに来たのなら面おも白しろおかしく盛り上がってポイントの一つや二つ稼ぎたいと思うのは世の男性の誰だれもが望むところだろう。

　だがそれは、ヒキコモリにとっては夢である。夢は夢でも悪い意味、言わば夢物語の方の夢である。あるとき世界征せい服ふくを思い立つくらい無む謀ぼうな夢である。まず最終的に対決することになるだろう米軍をどう下すかと考えて現実的かつ実行可能なプランをものの数分で思い付く人間がいるだろうか。

　そういう話である。

　彼女が突き付ける要求とは、それをいま即そく座ざに実行せしめよとのものである。

「……インターネットで。動画など」

「……」

　なんか、なんとなくだが、言ってる最中に既すでに一番言ってはいけないことを言ってしまっているのはわかった。気を取り直してヒデオは続ける。

「……有り体ていに言いますが」

「なに」

「僕は元来、面白い人間ではなく。また、一言に面白いことと言っても、趣しゆ味み嗜し好こうは人それぞれ。ヘビーメタルを好きな人がオーケストラのコンサートに行っても、その真しん髄ずいは楽しめないように。あなたが何を求めてこの場所を訪おとずれたのか、はっきりとしないことには……こちらとしても、もてなしようがありま」

「命を懸かけるところが見たいわね」

　……。

　…………。

　………………。




（……。）




　ヒデオは背中に冷たい汗あせを流した。

　さすが度を超こして超ちよう越えつしていらっしゃる。

　あのほむらさんが一目を置くミスリル戦車を食い散らかしたミーコさんのご友人でいらっしゃる破壊神でおいでなさる。

「いや。懸ける理由が」

「懸けなければ私が東京を滅ほろぼすという条件でどうかしら」

「結果。泣いて、土下座するだけでよければ」

「………………。そう……」

　大分考えた。つまり、大分本気だった。

　そう……、の後に続くだろう、「意外とつまらない男ね……」みたいな視線がいっそ清すが々すがしいほどに本気だった。

「僕のようなヒキコモリに、何を。期待しているのかと」

　エルシアは一息を置いてから続けた。

「わかっているわ。多分、あなたは滅めつ多たなことでは本気にならないタイプ。どうしようもなく……例えば、東京程度ではなく。あの大会のときのように、世界規模の何かでなければ本気を出せない。だからこそ……。普ふ段だん穏おだやかな分、そうしたときに見せる熱が凄すさまじいのね」

「そうです。つまり今は温存期間。あの大会から数ヶ月しか経たっていない今はまだ、あなたの望むような何も。ありはしないのです」

　と、適当に話を合わせてみる。

「一応。お茶でも飲むくらいなら、お相手しますが」

「……ところで」

「っ」

　対面に座っていたエルシアの手が、瞬まばたきの直後には頭の横をかすめていた。とてつもない風の音を耳の間近で聞き、殺されたかと思ってどっと冷や汗を搔かく。

「これ、何かしら」

　少しエルシアが手を引くと、何やら、さらさらしたものがヒデオの頰ほおを撫なでる。

　横を見ると、髪かみの房ふさを捕つかまえたエルシアの手。ぎゅうう……と引っ張って、そのまま、大根でも引っこ抜ぬくように……ノアレがどこからともなく引っこ抜かれてきた。

「いた、いたた、痛いってばお姉様！」

「何これ。可愛かわいいわね」

　いつも泰たい然ぜんと何事にも動じない印象の彼女だが、珍めずらしいものでも見るような視線でマジマジとノアレの表情を見み詰つめている。ツインテールの片方を摑つかんだまま。

「いや。それは、つまり……」

　エルシアはあの大会以来、こちらの事情など知らないのだ。もちろん、これがご近所の奥様だったりしたら言い訳にも四苦八苦するが……まあ、ウィル子という精せい霊れいを知っているのだし、正直に話しても問題はないか。
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　と、ヒデオが思ったとき。

「いとこです、わたし、ヒデオお兄ちゃんの！　夏休みで遊びに……」

「へえ。そう。人の子なのね。じゃあその舌を引き抜いて喋しやべれなくなるか試ためしてみましょうか。それとも手足の方がいいかしら」

「いやあああ！　助けてヒデオ！　ほら何ボケボケっとしてるのよこんなときのための契けい約やくでしょ！　命じなさい！　全解放！　闇やみよ来たれり！　はいリピートアフタミー！」

　……。

　なんとなく、面白いことになっているのはヒデオにもわかった。

「面白くないわよ！　呼んで！　本体、呼もがっ！」

　あろうことか、エルシアがノアレの口にお絞しぼりを突つっ込み、呟つぶやくように命じる。

「一六一ページ」

「っっっぅ……！」

　耳みみ障ざわりな金属音を立て、魔ま導どう性の光の鎖くさりがノアレの手足に絡からみ付く。光の鎖は天てん井じようへ伸のび、ノアレは両手首を縛しばり上げられ、吊つり下げられる状態になる。

　見上げるエルシアは、心なしか楽しげだった。

「人の子ではないわね。魔族とも雑種とも違ちがうわ。そして少なくとも地水火風のどれでもない。何これ」

　ノアレはいつものように忽こつ然ぜんと姿を消すわけでもなく、必死に身み動じろぎしているようだった。それでも、逃にげられる様子はない。目で何かを訴うつたえかけようとしているが、いつものように頭の中に声も聞こえない。もごもごと呻うめき声がするだけなので、ヒデオは言った。

「……ノアレ、ですが」

「ノアレ……？　ロソ・ノアレ？」

「……の、一部とか。端たん末まつとか。闇の精霊、とか。本人は、言っていますが」

「気に入ったわ」

　は？

「もらって帰るわね」

「……それは。まあ、構いま」

「構えっ!!」

　どうにかお絞りを吐はき出したノアレが叫さけぶ。

「やばいんだから！　このお姉様普ふ通つうじゃないって知ってるでしょ！」

「しかし。だったら、いつものように」

「逃げたり消えたりできないから言ってるの！　私は端末！　本体とのヒデオを仲ちゆう介かいするだけのデバイスなの！　それはそこらの霊体や人間相手ならどうとでもなるし、ヒデオを守る程度のチカラなら扱あつかえるけど、ここまでのクラスになると無もが！」

　エルシアが指先を一振ふりするだけで、その軌き跡せきを追うように現れた光の鎖が、ノアレの口に轡くつわした。

　手首足首を拘こう束そくされ、電灯の下でじたばたするノアレを見上げながらヒデオは考える。

（……つまり）

　契約上、自分が望めばいくらでもチカラを引き出せる、ような話だったが……逆を言えば望まぬ限りは、この闇アン理リノアレは闇理ノアレ以上の……ロソ・ノアレとしてのチカラを引き出すことはできないのだ。記き憶おくにある限りでも、神しん霊れい班に入った初仕事での埠ふ頭とう、あとは……霊が住むという青みがかった不思議な世界を見せてもらったくらいで、ノアレが直接的に何かに仇あだなしたことはなかった。

　いわんや、エルシアに対たい抗こうできるほどの凄すさまじいチカラとなれば、それはちょっとやそっとで行使できても困るような気はする。

　エルシアが言った。

「そう。召しよう喚かん師しとして暮らしているという噂うわさは聞いていたけど……闇の精霊ね。だからロソ・ノアレの一部。ますます気に入ったわ」

「……」

　ノアレを愛めでていたエルシアの視線がヒデオに戻もどる。

「もらって帰るわね」

「いえ。なぜ、その論法になるのかと」

「私、末っ子なのよ。見た目も気に入ったけど、お姉様って呼び方も気に入ったわ」

　そうですか。

「剝むいて食べるわね」

　……。

「いや。何を」

「この子を」

（……）

　どう……リアクション、すればいい……？

　一いち概がいに食べると言っても……だ。

　…………。

　まあ。

　まあ、ともかく。

　プリンセスは退たい屈くつ紛まぎれのお戯たわむれを仰おつしやっているだけやも知れぬ。

「姉し妹まいとしてなら。お似合いかと」

「そうでしょう。ノルカとソルカにもっと上品なドレスを用意させるわ。それから犬のように首輪をつけて、犬のように歩かせて……」

「……。」

「剝いて、食べるわね」

　少なくとも、妹に対してすることではない。

　しかも剝いて食べるの部分にだけ偉えらい真しん剣けん味みを感じるのは気のせいだろうか。

（否いな……）

　多分本気だ。

　困った。冷静に考えて、今の自分……ことさらノアレがいない今の自分など、どう足あ搔がいてもエルシアには太た刀ち打ちできない。実力行使に及およんだところで、ノアレを拘束する光の縛ばく鎖さをほどく術すべすらないだろう。

　だが契けい約やく云うん々ぬん以前に、精せい霊れいや端末なんて呼び方は関係無しに……ノアレは、かけがえのない友人である。そう向き合うと決めたのだ。少なくとも嫌いやがっているのであれば、助けなければ。

　武器はない。武器がなければ情報だ。

　エルシアの性格は、確か……そう何度も話したことはないが、今までの印象、その態度を見る限りは。

「じゃあ帰るわ。ここにいても退屈なだけだから」

「待った」

　エルシアは気にせず、振ふり返りもせず、宙ちゆう吊づりのノアレに手をかける。

「あなたの言い分も、意見も、忠告も。私には聞く義務も義理もないの」

「なるほど。話も聞かず奪うばっていくだけのような下げ劣れつだと」

　鎖くさりにかかったエルシアの指が。

　そのまま鎖を伝い、ノアレの身体からだを沿って、名残なごり惜おしそうに離はなれる。

　半分だけ振り返った、見下すような半眼。

　なるほど……、このクラス。

　このクラスを怒おこらせるとはこういうことか。

　ほむらとの時を思い出す。凄まじい。

「……生まれてこの方。私の記憶が確かなら、私に向かって下劣と言ったのはあなたが最初。覚かく悟ごはいいのね」

「野や卑ひな強ごう盗とうであることを自身で証明したいのであれば、どうぞ」

　土ど壇たん場ばで頭が冴さえるのは有り難がたいが、最近、そういうのが心なしか楽しく思えるような気がするのは……気がするだけの気のせいであって欲しい。
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（……）

　エルシアから見れば、なんてことのない人の子であった。目付きの悪さなど考こう慮りよするにも値あたいしない。視覚的なものから来る恐おそろしさなど超ちよう越えつした場所にいる存在だ。

　それに向かって、なんてことのない男が言う。

「どうせ。退屈なのでしょう」

「ええ。この子をもらう以外はね」

「なぜか、わかりますか。ただ、もらうだけだから。退屈なのです」

　エルシアは冷たく言った。

「それ以外にどんな方法があるのかしら。高貴である私が人の子に乞こうとでも」

「あの、大会で。あなたは、何を見てきたのですか。我々は。勝ち取るからこそ、あなたが言っていた〝熱〟を持ち得たのです」

　それは妙みように、エルシアの裡うちをくすぐる言い分だった。一度瞬まばたきし、元の位置に腰こしを落ち着ける。

「思えば……私とあなたは、一度も勝負をしたことがなかったわね」

「僕の記き憶おくにある限り。あなたは。あの大会そのものに、参加してはいなかった」

　あのときのエルシアに興味があったのは、復ふく讐しゆうという熱に駆かられたリュータの行く末のみだった。行き着いた果ての末まつ期ごのみ。だが、気が付けば……その興味は入れ替かわっていた。

　面おも白しろいと思えるもの。興味があるとすれば、ただ一点。

（……未み来らい視し）

　そう、未来視の魔ま眼がん。

　川村ヒデオというこの人の子に興味があるとすれば、その一点。未来視が欺ぎ瞞まんか、真実か。結局、彼の目に何が映っているのか、それは未いまだに確かめようがない。

「……私に勝負を挑いどもうというのね」

「挑むのは。あなたの方では」

「私は力ちから尽ずくでこの子を奪うこともできるわ」

「僕もまた。このノアレを端たん末まつとする本体の方を、呼ぶこともできます」

　エルシアは言われて気付いた。

　この男は、魔族である自分がいかなる存在か、また、どれだけの力の持ち主であるかを知っている。それと同時に、あのとき……自分が暗黒神に対して、文字通り手も足も出なかったことも知っている。

　絶対的優位にあるのは、驚おどろくべきことに、この人の子の方であるのだ。魔族の高貴である自分が、この男に対してだけは劣れつ位いにある。

（……）

　となると、つまり自分はこの男に暗黒神を呼ばせぬままにこの娘むすめを得なければならぬのだ、という結論も必然。だがそれは、その気になれば自分がいかようにも魔力を放てるように。彼もまた、いかようにも暗黒神を召しよう喚かんせしめるということだ。ではその難題をどう搔い潜くぐる。

　口を塞ふさぐ？

　呪じゆ文もん抜ぬきに意思だけで呼び出せるとなればそれまでだ。

　呼ばれるより先にこの男を殺す？

　だが先ほど契けい約やくという言葉を聞いた。契約とは双そう方ほうが取り交かわす約束事。川村ヒデオが死亡した場合に、暗黒神がどう出るかはわからない。

　やがてエルシアの胸に、一つの感情が湧わき上がってくる。

（……楽しいわね）

　これが、挑むということか。

　勝ち目のない相手に対し、挑むということ。生まれもっての優ゆう劣れつだけで全すべてを決め、事実その通りに為なしてきたエルシアは、初めて得た感覚、気持ちの昂たかぶりに、知らず……わずかばかりに口の端はしを吊つり上げた。

　己おのれより上位、かつ己より強大な存在をいかにして打ち破るか。そんなこと、今まで考えたこともなかった。考える必要もなかった。そこまでのチカラを持つ者など、今まで数えるほどしか会ったことがない。会ったところで生来の面めん倒どくさがりも手伝い、挑みかかる理由もなかった。

　理由ができたとしても……高貴である自分は弁わきまえている。それはすべきことではない。上位に対しては不敬であり、強大に対しては負けを望むも同義なのだから。

　だが、面白いことにこのヒデオは〝闇やみ〟そのものではない。ノアレという端末を介かいして〝闇〟を呼び出すだけの者。召喚師である川村ヒデオ本体は人の子である、という決定的な隙すきがあった。

　己よりも強き者を遠えん慮りよなく打ちのめし、跪ひざまずかせ、勝ち得る。そんな一いつ瞬しゆんの想像が、エルシアの裡をこの上なく搔かき立てる。

「……私が勝負を挑む。その勝負に私が勝てば、この子は私のものになる。それでいいのね」

「それで、構いません」

　ヒデオが一いつ旦たんの間を置いて付け加えた。

「しかし。僕が、勝った場合は。どうするつもりですか」

「あなたが……、勝つ……？」

　エルシアは素すで失念していた。失念というより、端はなから考えてもいなかったというべきか。勝って、得る。負けたら、得られぬ。それだけのものと考えていた。

「あなたは、ノアレを得る。そのために、勝負をする。では……僕は、どうでしょうか。勝って何も得られないのでは。僕は。あなたの勝負に乗る気にすら、なれない」

「……」

　エルシアは妙に納なつ得とくした。

　思えば人の子がよく行うギャンブルというものも、勝って金銭を得ると同時……勝負に挑む前には、負けて失うべき金銭を払はらっている。

　つまり彼らは得ることで喜びを嚙かみ締しめると同時に、失う危機を払ふつ拭しよくすることによって、その喜びを倍加させているのではないか。

　高貴ではない……下等な人間たちは、そこまで俗ぞく物ぶつなのだ。何かを得るために戦うと同時、失わぬ喜びを得るためにもまた戦うのだ。

　人の子の分相応、真面目まじめにコツコツ働いていればそれなりの見返りは得られるだろうに、勝利する喜びを得るために自らを崖がけの縁ふちに追い込むということだ。

　度し難がたい。

　そうそう人の子と付き合った覚えはないが……知れば知るたびに度し難く。しかしその度し難さこそが、自分の求める〝熱〟の一いつ端たんかと、エルシアは尚なおまた思い知る。

「……もっとも。あなたが、信じているかどうかはわかりませんが」

「何かしら」

　彼は一度言葉を切った後、充じゆう分ぶんな含ふくみを持たせて告げた。

「僕は……未来視の魔眼です。聡そう明めいな頭脳を持つ、あなたであればわかるはずです。あなたが。いかなる、高貴な存在であれ。勝利が映った僕の目に、死角はなく。負けると決まった勝負に挑むほど。愚おろかなことも、ないのでは」

　彼が言いたいことは、エルシアにも言葉通りに受け止められた。

　川村ヒデオが未来視であるのなら、そうして勝負に乗ると言っているのなら、この勝負はヒデオの勝利が確定していることになる。そうでなければ彼の方から勝負という言葉をちらつかせ、この状じよう況きように持ち込む理由がない。

　ならば負けは愚か。負けると決まっている無む謀ぼうは愚か。高貴が下げ賤せんに敗北するなど想像も及およばぬ屈くつ辱じよくだ。決してあってはならぬこと。

「それでも。この僕に、挑いどむというのですか」

「……」

「負けるために……言い換かえるなら、暗黒神の端末に匹ひつ敵てきするほどの何かをむざむざ投げ打つために、勝負を挑むとでも言うつもりですか」

　未来視の、予言にも似た言葉が終わり。

　エルシアは一息の後、告げた。

「ええ。挑むわ」

「…………えっ」

　未来視の魔ま眼がんが瞬まばたきした。

「何かしら」

「いえ……ですから。僕の勝ちは、決まっており。それは何な故ぜかと言うと、僕はあなたが勝てなかった暗黒神に打ち勝った男であり……」

　ヒデオの話は続く。

　彼の言う理り屈くつはエルシアにもわかる。

　わかるにせよ……二度も彼の目を覗のぞき込んだ自分の目が確かであるのなら、この男はただの人の子だ。今こうして向かい合う間も、その目には微み塵じんのカラクリもなく、一いち抹まつのチカラすらも宿ってはいない。そしてミーコと葉月も、それは言っている。

　古くは『外側の人アウター』と人の子に恐おそれられた都合三人もの目を、そうも容易たやすく欺あざむけるものだろうか？

　しかし……ならばどうして、暗黒神を払うにまで至ったのだろうか？

　あの大会以来、多くの思考の時間を割さいてきたこの相反する二つの推論……彼自身と、自分自身が相対することで、何らかの答えを見付けることができるのではないか。

　そう考えれば、実りは多い。

　日々安あん穏のんと暮らすだけの自分が、「闇の端末」と「未来視の真しん偽ぎ」という、二つものことを望んでいる。勝てばそのどちらをも手にすることができる。

「……というわけですので、ノアレの縛いましめを解き、お帰りくださっていただけると、あなたが負けることはなく、時間の無む駄だにもならず、面めん倒どうくさくもなく、平和的に、つまりそういうことになるのですが、わかっていただけたのなら」

「構わないわ」

「……。」

　少しの間、未来視の魔眼が沈ちん黙もくした。

「……では……、では。そう。そこまで言うのであれば。ノアレを得るに相応ふさわしい対価を賭かけていただかなければ、勝負に乗るわけに」

「私自身」

「……。えっ」

　再び瞬きする未来視の魔眼を真っ直すぐに見み据すえながら、エルシアは毅き然ぜんと言い放った。

「私自身よ。私が欲しいのは、ロソ・ノアレの端末。その端末を封ふうじ込めることができる私が、あなたのものになる。それでどうかしら」

「僕の……。もの、というのは」

「言葉通りに。生しよう涯がい、あなたの思うがままになると誓ちかうわ。小国程度一夜で滅ほろぼし、天軍相手にも戦ってみせる。望むのであれば白いドレスを纏まといあなたの色に染まってもいいし、私がこの子にそうしたいように、剝むいてもいいし、食べてもいい」

「……乗った」

　普ふ段だん通りの、真しん摯しな眼まな差ざしで彼は頷うなずく。

　エルシアは薄うすく微笑ほほえみながら言った。

「そう。嬉うれしいわ」

　エルシア自身は微笑む程度の気持ちだった。

　だが気持ちが先行しすぎたそれは、他者から見れば極ごつ寒かんの冷れい徹てつ。

「私が勝てばロソ・ノアレの端末は私のもの。闇やみの加護を失ったあなたに私が抗あらがえない障しよう壁へきはない。その両目を抉えぐって未来視の真しん贋がん、確かめさせてもらう。そして私を侮ぶ辱じよくしたことを生涯、真の闇の中で償つぐなわせてあげるわ」

「…………………………………………。」

　エルシアの目には、何やらヒデオが急に震ふるえ出したように見えた。これが話に聞く、武む者しや震ぶるいというやつだろう。それに値あたいする敵と思われるのも、悪くはないものだとエルシアは感じ入った。

「ふふ……楽しいわね。人の子が勝負に熱を持つ理由が、今ならわかるわ」

「……え……え、ええ……。そ、そう、ですね……」

　そう、武者震いというやつだろう。でなければ冷れい房ぼうの効き過ぎか。

　どちらにせよ。そして未来視がどうであるにせよ、暗黒神を相手に最後まで立ち続け、そして打ち払はらった男であることは事実だ。両目を失う程度で恐れたり怯ひるんだり恨うらんだりするようなタマではない。その程度には、エルシアはこの川村ヒデオという男を買っていた。

　だからこそ、楽しいのだ。

　今、この瞬しゆん間かんが。




　これこそが、熱……！
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　エアコンの効きすぎも手伝い、また体だけでなく肝きもまで冷え切ってしまったヒデオは、カラカラの喉のどに麦茶を流し込んだ。

（……。）

　どうしてこうなったどうしてこうなったどうしてこうなったどうしてこうなった。

　勝てないって言ってるのに、千ち影かげと違ちがって彼女はあの大会で間近でその様子を見ているはずなのに、「そうね、勝てない勝負なんてやるだけ無駄だわ。そもそも勝負自体面倒だし、私って高貴だから下等な人の子となんて馴なれ合ったりしないのよ。それじゃあさようなら」と言ってことなきを得る予定がどうしてこうなった。

　いや、それは確かに、勝負に乗ると言ったのは自分だ。

　だがそれは罠わなだ。百パーセント発動確定の罠ではないか。こんな美人が剝くとか食べるとかよくわからないことを言うこと自体が卑ひ怯きようではないか。ほんのちょっとだけ邪よこしまな気持ちで口を滑すべらせただけであり、やっぱり今のなしノーカンとか言えば今ならまだ……。

（……そう）

　口約束。証しよう拠こはない。

　まだだ。

　今ならまだ、ひっくり返せる……！

「しかし、まあ、なんですか。勝負と言ってもです。あの大会のようなジャッジがいるわけでも」




「ここにいるぞっ──!!」




　先代聖せい魔ま王おう閣下、大登場。

　ガラと窓を開けた鈴すず蘭らんが、よっこらしょとサッシを乗り越こえ、入ってくる。

「……。いや。なぜ」

「暇ひまで遊びに来たらなんだか面おも白しろそうな気配がしたもんだから、つい炎えん天てん下かも顧かえりみず集音マイクを使って全すべての話を聞かせてもらったよ」

　ついってレベルじゃない。

「いやいやヒデオ君も隅すみに置けないじゃない。エルシアさんみたいなクール系がお好みですか。だったらうちの睡すい蓮れんなんかもどうですか……あ、麦茶もらうね。ふぃ～、暑い暑い」

　汗あせを拭ふき拭き、ぎゅ～っと麦茶を飲み干して。

「まあほら、言っても私、主しゆ催さい者しやだったわけだしね。公正公平で中立にジャッジするから、そこはどーんと大船に乗ったつもりで任せてよ。それで勝負方法は？　あ、必要ならなんでも用意するよ、なんでも。個人的には大がかりで派手な方が面白そうでいいかなー、なんて」

「あ、いや。それなのですが、その」

「なんでも用意するよ。なんでも」

「いえ。ですから、つまり」

　四苦八苦で言い訳に頭をフル回転させるヒデオ。それを見た鈴蘭はニヘラとすごい笑えみを浮うかべ、脅おどしを込こめた流し目で言った。

「全然関係ないけど敵前逃とう亡ぼう者には魔殺商会からペナルティをプレゼントしまーす。明日あしたから全身タイツで職場に通ってもらいまーす。……徒歩でな」

「……はい」

　だめだ！　最悪だ！　最悪だ！　天は我を見放した！　逃にげ切れない……！

「というわけで」

　一転、けろりと人好きのする笑顔に戻もどった鈴蘭が手を打つ。

「何で勝負するの？」

「「……」」

　ヒデオはエルシアと向かい合う。あたかも勝負は既すでに始まっていて、互たがいの出方をうかがうかのように。

　そしてエルシアも同じくそうだろうと判断した瞬間、ヒデオは先手を打った。

「では、ゲームで」

　ヒデオはビシとテレビの前のＰＳ２を指差した。失明かつそれ以上に何をされるかわからぬ危機だなりふり構っていられるか電子ゲームで電神ウィル子召しよう喚かんでイカサマだろうがなんだろうが……。

「却きやつ下か」

「え」

　ヒデオは鈴蘭を見た。

「いや、他人がゲームしてるの見てても私がつまんないし」

「……ですが。勝負は。参加者同士が決めるものであり主催者側はそれに関して一いつ切さい」

「大会じゃないし、主催者じゃないし、ただのジャッジだし」

　ごもっとも。

「というわけで、勝負方法の選せん択たく権がエルシアさんに移りました。何か提案は？」

「ちょ」

　ここで下手なことをエルシアに言われたらそれで終わる。魔ま法ほうで勝負とか言われたら比ひ喩ゆでもなんでもなく人生お先真っ暗が確定してしまう。

「大だい丈じよう夫ぶだってヒデオ君。最悪、ドクターがいるから！　今度は正真正しよう銘めい、目からビーム出せるようになるから!!」

　そういう問題じゃない!!

　期待を込めて拳こぶしを握にぎり締しめてからに、こういうところだけは姉し妹まいか!?

「あ、でもビッグガンマグナムはさすがに質量的な問題が難しいって」

　どこからそんな情報を仕入れてきた。そしてウィル子が言っていた体積的な問題はクリアできるのか。

　否いな、否、そういう問題ではなく……。

「で……エルシアさん、どう？　何か思い付いた？」

「魔法」

　っ!?

「いや、ヒデオ君一応人間だし」

　鈴蘭が手と首を横に振ふって否定する。

「エルシアさんに魔力で勝てるくらいの存在って、私でもあんまり思い当たらないというか……」

「勝負は勝負のはずよ」

「あー……じゃあね、例えばほら。背の低い人と高い人がいたとして、背の高い方が勝ちっていうのは勝負とは呼べないでしょ。生まれついての差とか、明らかにやる前からわかってるようなことは勝負以前の問題で」

「……それもそうね」

　先代聖魔王閣下の意外な良識のおかげで、エルシアは納なつ得とくの様子を見せた。ヒデオはほっと胸を撫なで下ろす。

　……しかるに女性であればスリーサイズの話とかに当てはま

「うらあっ!!」

「げふがっ」

　突とつ如じよヒデオは鈴蘭に横っ面つらをぶん殴なぐられ、壁かべに反対の横面を打ち付け鮮あざやかな２ヒットコンボを決められた。

「……何を」

「いや、なんとなく失礼な視線を感じた気がした」

　ヒデオに他意はなかったのだが、何かトラウマでもあるのだろうか？

　ジャッジに殴られ不戦敗という事態だけはひとまず避さけ。

「はい！　というわけでめでたく勝負方法の選択権がジャッジである私に移りました」

「いや。なぜ」

「順番的に」

　すごくいい笑顔えがおで鈴蘭が言った。心底自分が楽しむことしか考えてないらしい。そのポジティブシンキングが、ヒデオは羨うらやましく思える。

「じゃあ発表するね。えー、こほん」

　咳せき払ばらい一つ。後。

「その名も『激走!!　伊い織おり家地下迷めい宮きゆうに伝説のレアモンスターは存在するのか!?　ダンジョンレースっ!!』」

「「却下」」

「なんでよ」

　納得行かぬ、説明せよ。と言うように、鈴蘭がトントンと指でテーブルを叩たたく。

　まずエルシアが言った。

「埃ほこりっぽいところは嫌きらいなの。カビ臭くさいのも嫌いや」

　次にヒデオが言った。

「乗り物を使えない、ダンジョン内でのレースなど。先ほどの種族的観点から言っても、いかがなものかと」

　そしてモンスターと言った。エルシア以前にそいつに殺されて人生が終わる。こんなことで死ぬくらいなら暗くら闇やみを頑がん張ばって生きる方が人として正しい気がする。

「まあまあ、話は皆みなまで聞いてってば。まず埃っぽくないし、カビ臭くもない。あとレースって言ったけど、激走するのもあなたたち二人じゃない。それならどう？」

「「……」」

　ヒデオとエルシアは鈴蘭から視線をずらして、互たがいに顔を見合わせた。
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　実際、聖魔グランプリ、クロスフラッグスと絶ぜつ妙みようなゲームバランスを考案した楽しがり屋、鈴蘭の考案である。まだ日も高いし聞くだけ聞いてみようというわけで、またぞろ魔殺商会本社までやってきた。

「エルシア様だぞ!?」

「おお、エルシア様だ!!」

「きゃーっ、エルシア様よー!!」

「今日も素す敵てきなお姿ですー!!」

　彼女の姿を拝した覆ふく面めんタイツからは崇すう拝はいに近い声が、メイドたちからは黄色い歓かん声せいが飛び交かった。

「みんなの総そう帥すい様もここにいるよーっ☆」

　とびっきりの笑顔えがおで手を振ふる鈴蘭。

「……おっと、仕事に戻もどる時間だな」

「嗚呼ああ、もっとエルシア様のこと見たかったなぁ」

「さくさくお掃そう除じ終わらせましょ」

「そうね、エルシア様のおかげで私あと十年頑張れる」

　三々五々。

「……ヒデオ君ＲＰＧとか持ってない？」

「ＲＰＧのソフトなら家にありますが」

　そうは言っても、社員一同辞やめずに働いているのだからそれなり充じゆう実じつした日々であり、またそれを為なしているのはトップである鈴蘭の人徳であろう。

　そのとき、短い地鳴りのような音が轟とどろいてきた。どこかではなく、足元を見下ろしたエルシアが呟つぶやく。

「何」

　鈴蘭が人差し指を立てる。

「レアモンスター」

　大地を揺ゆるがす時点で人間、中でもその底辺に位置するような自分が太た刀ち打ちできると思えないのだが……ともあれ、来てしまったので館の中に入る。

　その間も時折、どーん……と地鳴りが響ひびいては、窓や何かがびりびりと打ち震ふるえる有様だ。不安に耐たえきれなくなったヒデオは、鈴蘭の後をついて歩きながら聞いた。

「……地下で。一体、何が」

「いやー、それがねぇ……。……あー、でもヒデオ君は……」

　一度口籠ごもり。

「……ま、いっか。マリアクレセルと顔見知りなくらいだしね」

　鈴蘭が廊ろう下かを歩きながら、見えてきた下り階段……館の地下を指差しながら言う。

「実はこの館の地下を、ず～～～～～～～～～～～～～～っと下りていくと、天界と繫つながっててね」

「……。」

　重厚な石積みの壁かべ、石造りの階段を下りていく。

「天界には魔モン物スタ貯ース蔵トレ庫ージって領域があるんだけど、封ふう印いんされていたはずの伝説のモンスターがそこから逃にげ出したらしくてね」

「…………。」

　下に向けていた鈴蘭の指が上を向く。

「でまあ、そいつがだんだんとこう、地上の方に上ってきてるみたいで……」

「………………。」

「このままだと館は崩ほう壊かい、地上に逃げ出した日にはそりゃあもう日本全国未み曾ぞ有うの大パニックってなもんで……助けて？」

　振り返った鈴蘭の表情は、声とは裏腹に真面目まじめに困っている様子だった。

「暇ひまで遊びに来たと。言って。いませんでしたか」

「だって私じゃどうしようもできないし、暇だし」

　エルシアが言う。

「つまりその魔物をどうにかすればいいのね」

「そういうこと」

「面おも白しろそうね。やりましょう」

「はい決定」

　鈴蘭が笑顔で頷うなずいた。

「否。僕は、その勝負に乗るとは、一言も」

「私が賛成、エルシアさんも賛成、多数決で決定」

　そうして鈴蘭が地下一階、辿たどり着いた部屋のドアを開ける。

　そこにはさながら、戦争被ひ害がいから焼け出されてきたようなズタボロの面々が、難民キャンプでそうするように座り込んでいた。

　ただしその面々というのが。

「おう、鈴蘭……かよ……」

　着流しも千切れ千切れのほむら。

「ぎゅるうぐるうえっく……」

　羽毛もむしれむしれのイワトビー。

「ほう、いつぞやの召しよう喚かん師しも一いつ緒しよかね……」

　全身粉ふん砕さい骨折のようなリッチ。

「……なんじゃ、珍めずらしいの。そっちにおるのはお嬢じようではないか」

　黒くろ髪かみほつれ着物も破けたようなミーコと、まあそうそうたる面子メンツである。全員……恐おそらく、ペンギンとしゃれこうべもだが……疲つかれ果てた顔をしている。

「ちょっと待って」

　危機感を含ふくんだ声にエルシアを見ると、彼女は一ひと滴しずくの冷や汗あせを流しながら言った。

「円えん卓たくのメンバーが四人も揃そろっているのはどういうこと」

「いやぁ、それがもう……みんな返り討うちに」

「「……。」」

　ヒデオは奇くしくもエルシアと同時に息を吞のんだ。イワトビーやリッチのことはよく知らないが、それでもミーコとほむらがどの程度のものかは知っている。それをエルシアが円卓のメンバーと一ひと括くくりにしたということは、ここにいる四名はどうあれ人知が及およばぬ程度の同格なのだ。

「担かついでいるわけじゃ……なさそうね」

　エルシアの声に、ミーコが応こたえる。

「いくら暇なわしらでも、そこまで暇ではないよ……」

　ほむらも大きく息をつく。

「おいらもだが、姫ひめもイワンもリッチの旦だん那なも、寝ね床どこ追い出されちまってよぉ……こうなったら一緒に神しん霊れい班にでも引っ越こすかい」

　ＶＴＲを逆回ししたように、前ぜん腕わん部だけを再生させたリッチが葉巻を咥くわえる。

「今の都会は夜にしても私には明るすぎるよ」

「わしもあまり賑にぎやかなのはのう……」

　ミーコがぐったりと肩かたを落とすと、素す晴ばらしいなで肩をいからせたイワトビーが力説した。

「ぎゅるうぅ、ぐええ！　ぐえっぐえっ！」

　ほむらが手の平に拳こぶしを打ちつける。

「おおう、そいつぁ名案だぜイワン。おいらたちが集まれば人間なんざノミシラミも同然よ。いっちょ暴れて連中みんな追っ払っちまやぁ……」

「面白そうではないか。わしもこのところよく寝ね付つけなくて、いらいらしておったところだよ」

　貞てい淑しゆくなイメージしかなかったミーコがにやりと笑うと、リッチも紫し煙えんを言葉と共に吐はき出した。

「ならば私だけ仲間はずれというわけにもいかんだろうね。まあ死体の処理は任せたまえ」

　四人が何やら物ぶつ騒そうな話に花を咲さかせ始めてしまい、珍しくあたふたとしていた鈴蘭だったが、てんで取り合ってもらえぬ。見る見る話は進み……やがて、あろうことかあの総そう帥すいが、顔に青線入れたような涙なみだ目めの笑顔えがおでヒデオとエルシアの元に戻もどってくる。

「今日中にダンジョンが静かにならなきゃ関東一円破は壊かいするって。助けて？」

「「……。」」

　問題が片付いたら呼んでくれと言い残し、四人のアウターはぞろぞろと部屋を出て行ってしまった。

　そのとき再び、どーん……！　と爆ばく音おんのようなものが聞こえてきた。地上にいたときよりはっきりと。随ずい分ぶん近く、鉄枠わくのぶ厚い樫かしのドア、石の壁かべがギシギシ軋きしむ。それと何人かの悲鳴も一緒に聞こえてくる。

　すると音の聞こえた方、ヒデオたちが入ってきたのとは別の、向かいのドアの外から、ドタバタと逃にげ帰ってくるような足音。後……。

「これは、戦略的撤てつ退たいなの」

　ボロボロのリップルラップルと。

「にゃ～……鈴蘭あれ無理ぃ～……」

　涙目でズタボロのヴィゼータと。

「アレは一体なんなのですか姉っ!?」

　やはり傷だらけで、鈴蘭に食ってかかる睡蓮と。

「なんだ妹、お前まで逃げ帰ってくるなんて。名な護ご屋や河かわ家の当代ともあろう者が意外と使え……だらしない」

「そうまで言うならご自分で向かわれてはいかがでございますか」

　姉の胸むなぐらをぎゅうぎゅう摑つかみ上げ目を逆三角形にする妹と、知らなーい、知らなーい、と目と顔を背そむける姉の壮そう烈れつなる姉し妹まい喧げん嘩か。

「待って」

　またエルシアが言った。いよいよ信じられぬような声こわ色いろで。

「リップルラップルでも手に負えないわけ……？」

　ボロボロではあるが、無表情のままこくこくと。

「恐ろしい……。そう、これは大変に、恐ろしいことなの」

「にゃ～っ!?　エルシア様がなぜここに!!　前門のエルシア様に後門のバケモノ!!　さらばワタシ!!」

　忽こつ然ぜんと姿を消した黒尽ずくめのヴィゼータを、エルシアはノアレをそうしたように何もない空間から引きずり出し、かつその場に叩たたき付け、雑ぞう巾きんを摑み上げるように床ゆかから引き剝はがす。

「伝説のモンスターって、何」

「しくしく、えぐっえぐっ……それがその……スライムですぅ……」
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　エルシアは改めてヴィゼータを投げ捨てた。

「……やっぱり担いでいるわけ？　仮にメイルシュトロームが溢あふれてきたにしても、あなたたちのようになるはずがないわ」

「まあ、落ち着くの。論ずるより、見るが易やすしなの」

　リップルラップルが今しがた入ってきたばかりのドアの方へ、こいこいと手招きをする。

　ヒデオがエルシアと共に向かおうとしたとき。

「ヒデオ」

　睡蓮から声がかけられた。

「……生きて、帰ってくるのですよ」

「……。」

　一八〇度足の向きを変えたヒデオが猛もう然ぜんとダッシュしようとした瞬しゆん間かん、

「いいから入るの」

　リップルラップルのドロップキックで、ヒデオは部屋から蹴けり出された。起き上がったときにはドアが閉められる。ノブを押しても引いてもビクともしない。

　一応、エルシアとは一いつ緒しよだが……恐おそる恐る、ヒデオは部屋の外……というより、広大な空間を持つ新たな室と言うべきか……を見み渡わたした。幸い、予想していたようなバケモノはいなかった。例えば、一歩一歩が地鳴りを起こすほどの巨きよ人じん族だとか、何トンもあるようなハンマーを振ふり回すサイクロプスだとか、爆ばく弾だんのような火の玉を吐くドラゴンだとか、あの地鳴りから想像できる限りの恐ろしいものは、いなかった。

　そもそもが、ヴィゼータはスライムだと言っていたが……。

「……あれかしら」

　エルシアが言う。

　部屋は体育館どころではない広大さだった。あの都市のダンジョン同様、光源もないのにどうして明るいのか、理り屈くつは知らなかったが……それでも向こうの端はしの壁が見えない。それほどの広さである。エルシアがどのことを言っているのか、ヒデオはちょっと気付かなかった。

「行ってみましょう」

「……」

　彼女の言葉にひとまず頷うなずき、慎しん重ちように歩みを進める。

　すると確かに、何かいた。以前に見た、バケツ一いつ杯ぱい分ほどのわらび餅もち……？

（……否いな。これは）

　大きさはそのようだが、わらび餅のような涼すずしげな透とう明めい感かんはない。

　銀色。言うなれば水銀状の、これはこれで美しい玉ころが、ぷよぷよとしていた。あまりにつやつやと柔やわらかそうで、つい触さわってみたい衝しよう動どうに駆かられたヒデオが手を伸のばそうとする。それを察したようにエルシアが魔ま導どう書を開いた。ヒデオがスライムに触ろうとしたのを、先手を打たれると思ったのだ。

「六二二ページ」

　禁きん呪じゆに等しい六百番台。天てん井じようの四方から四本、床の四方から四本の幻げん想そうの黒い剣つるぎがスライムを刺さし貫ぬく。

「さよなら」

　指を鳴らす。

　剣が光を放ち、電熱が爆はぜる。目も開けられぬほどのスパークにより、スライムは瞬時に沸ふつ騰とうし、爆散、蒸発。ヒデオがこわごわと目を開けたときには、じりじりと音を立てる八本の光の刃やいばが、きな臭くさい煙けむりをまとっているだけだった。

　やがてそれも、出てきたときと同じように床と天井に消えてなくなる。エルシアが振り返る。

「……所しよ詮せん。勝負なんてこういうものね」

　まるで期待はずれ。肩かたすかしでも食くらったようにエルシアが呟つぶやく。いっそ寂さみしげなほど。

「さあ次はあなたの番」

　エルシアがヒデオに歩み寄る。

「いや……、エルシアさ……」

「欺ぎ瞞まんを認め私への非礼を這はいつくばって謝るのであれば片目だけで許してあげてもいいわ」

　ヒデオはかぶりを振りながら、彼女の背後を指差す。ヒデオの視線が己おのれを捉とららえていないことに気付いたエルシアが、振り返る。

　そう、これで終わるようなら、ミーコたちが手を焼くこともなかった。

　そこにはすでに、拳こぶし大の水銀玉ができつつあった。いや、見る見る大きくなりつつある。元々スライムであった、辺りに漂ただよう煙を吸収しながら、瞬またたく間に元の大きさにまで膨ふくれ上がる。




　ィィィィィィィイイイイイイン……。




（……）

　耳鳴り……いや、高周波？　スライムが発しているのだろうか？　だが何のために……？

　ヒデオが考察する刹せつ那な、ぞっと総毛立ったようにエルシアが叫さけんだ。

「逃に」




　どぉーん、だろうか。ぱぁーん、だろうか。




　気付いたときにはエルシアが壁かべの端まで吹ふっ飛んでいた。ヒデオ自身、直ちよく撃げきではなかったが衝撃波をまともに受けて何回転かしたことを、体中の痛みが物語っていた。

　スライムは……元の場所から一歩……否、一ミリたりとも動いていないように見えた。しかし、再び高周波が聞こえ始めている。だんだんとその音が大きくなりつつある。

（……死……）

　その一字を思い描えがいた瞬間、壁かべ際ぎわで頭を振りながら起き上がったエルシアが再び吹っ飛んだ。スライムとエルシアを結ぶ線上に、同心円状の空気の歪ひずみが見えた。スライムが超ちよう高速で不可視の何かを放っているのか？　それとも例えば真空波や、超高圧の空気弾だんにより空気が歪んで見えるのか？

　ともあれ、再びエルシアが起き上がる。高周波が聞こえてくる。エルシアが吹き飛ばされる。起き上がる。高周波が聞こえてくる。

「……」

　鼓こ膜まくがどうにかなりそうなので、ヒデオが耳を塞ふさぎながら、そんなやりとりを観察していると……ようよう、エルシアは元来たドアの所へ辿たどり着いた。鍵かぎはもう開いていたのか、そうしてドアを開けると、中にばったりと倒たおれ込んだ。再びドアは閉とざされる。

　スライムは執しつ拗ようにエルシアだけを狙ねらった。

　そして攻こう撃げき直前の高周波。

　これは一体どういうことだろうか。

（…………否いな。）

　どうもこうもない。

　エルシアがいなくなったということは、この部屋には自分とこの水銀スライムだけになったということだ。そして最初に吹き飛ばされたおかげで、ドアまで彼方かなたに遠い。

「……」

　そのメタリックな輝かがやきの加減か。

　自分と、スライムの目が合ったような気がした。
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　ふらっふらと立ち上がったエルシアは、ようやく言葉を発した。

「……なに。あれ」

　鈴蘭が言った。

「よくぞ聞いてくれました。メタリックなスライムだから、私はメタルスラ」

　そこにリップルラップルが、まあまあと。

「まあ、待つの。そうは言っても、みかわしの服を被かぶったまま溶とけたミスリルを浴びたわけでもないの。そもそもの出自が違ちがうの。それにあの『ソニックⅡ』は、金色になるはずだったの」

　ヴィゼータが首を傾かしげた。

「金色？　なんでなんで？」

「……細かいことはどうでもいいの。それより、エルシアでも敵かなわなかったの。これは、ちょっとした一大事なの」

　意図せず苦々しい口調でエルシアは答えた。

「ページをめくる暇ひまがないのよ。上の屋や敷しきごと吹っ飛ばしてもいいなら、魔ま導どう書の変へん換かんなしで蒸発させてあげられるけど」

「ちょ、ちょっと待った」

　それは困ると、今度は鈴蘭が口を挟はさんでくる。

「いや、つまりねエルシアさん。ミーコさんたちみんなも結局はそういうわけなんだよね……勝てないわけじゃないんだけど、本気の本気を出しちゃうと自分たちの塒ねぐらごと崩ほう落らくしちゃうというか」

「なるほどね……」

　ようやくエルシアは合点がいった。

　あれだけの面子メンツが揃そろって負けるはずもないと思っていたが、しかし無理して勝っても意味がないということだ。そしてあれらよりは魔導書のおかげでチカラのセーブが利きく自分でも、いよいよ敵わなかった……いや、六百番台で焼き払はらっても再生した時点で、加減など言っていられる状じよう況きようでもない気がするが。

　ジャッジの鈴蘭がダメというなら、それが今回の勝負のルールであろう。

「……世の中には、わけのわからない存在がいるものね」

　魔物だ。たかが魔物にこうもいいようにやられ、悩なやまされるとは。しかもスライムなど、魔界であれば脅きよう威いというよりペットも同然の生体である。こちらの世界で言えば犬や猫のような、愛あい玩がん生物の代表格。

「とにかく、早くあのソニックⅡを捕ほ獲かくしなければ、大変なことになってしまうの」

　大層な名前であるが、はてさて。

　そのとき、睡蓮が言った。

「ときにヒデオはどうしました」

「どうって……」

　言いかけて、エルシアはドアを見る。

　そして冷や汗あせ一筋。

「……気にしている暇がなかったわ」

　素すで忘れていた。

　およそ人間に直撃すれば、今いま頃ごろは飛沫しぶきしか残っていないだろうと思いながら。
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「……」

　高周波は聞こえてこない。

　つまり、今のところは安全なのだ。

　何をもって攻撃対象の判断基準としたか。それさえわかれば、いくらか自由に動けるとも思うのだが……。

（……否……）

　もし仮に、このスライムが手当たり次し第だいに襲おそうのではなく、敵を敵と判断するほどの知能を備えているとすれば……逆に、何らかの方法で味方であると判断してもらうことも可能なのではないか？

「……」

　相変わらずスライムは動かない。

　なので何のヒントもない。

　かといってあれこれ試ためしてロックオンされたが最後、二度目はあるまい。

（……ある、まいが）

　何もしないままでは、いずれ自分も飢うえて乾かわいて死ぬ定め。

　味方であることをアピールする。言葉の通じぬ相手に。動物……そう、恐おそろしい魔物ではなく、動物という観点まで視点を下げてみる。例えば猟りよう師しや動物学者などは対象に警けい戒かいされぬために、その動物と同じように姿を真ま似ねることから始めるという。

　鶴つるを相手に、白いシーツを被って翼つばさを模したボール紙を腕うでに装着し、鶴と同じようなリズムで羽ばたく動作をしてみせる……というのを、アメリカのドキュメンタリーだったかニュースだったかで見た覚えがある。

「……。」

　スライムだ。羽もなければ、動くといっても時折ぷるぷると震ふるえるだけ。関節を持つ人間には不可能であろう。

　それでも。

　動きは無理でも、その特とく徴ちように近付く努力はできるだろう。努力。自分に最も縁えん遠どおい言葉だ。だからこそ、生死がかかったこんなときくらい、努力するべきではないのか……？

　ヒデオは意を決してそぉっと立ち上がった。

　スライムは、そのアクションに対して警戒する様子はなかった。何をもって警戒と判別するかも定さだかではないが、高周波は聞こえてこない。

（よし）

　ヒデオはおもむろにズボンのベルトに手をかけた。

「よくありません」

　静かな声と同時、ヒデオは直上から脳天を打たれて吹ふっ飛んだ。身を起こすと、そこに深しん紅くの髪かみの少女……いつかとはまた違ちがう学校の制服姿をしたマリアクレセルが立っていた。

　と……どこからともなくマリアクレセルの前に二枚の座ざ布ぶ団とんが現れる。一つにマリアクレセルが正座する。目の前のもう一つを、ぽんぽんと彼女が叩たたく。

「……」

　ヒデオを真っ直すぐに見ながら、ぽんぽんと。

「いいから。座りなさい」

　無表情だが、どうやら怒おこっているらしい。

　親に説教されるような雰ふん囲い気きさながら、ヒデオはスライムを横目に気にしつつもそろそろとそちらに行き、座布団に正座する。マリアクレセルと正対する。

「私が何を言いたいか、わかりますか」

　そんな学校の教師のような切り出し方をされても。

「あなたという奇き跡せきを大切に。そう言ったはずですね」

「……はい。あの……。それが……何か」

「あれだけいい話にまとまったというのに、なぜ自ら死地に飛び込むような真似ばかりするのですかあなたは」

　……。

　なぜか、神しん霊れい班に配属されてからこっちの日々が走そう馬ま燈とうのようにフラッシュバックした。葉は多た恵えに滝たきから突つき落とされても何とも思わなかったのに。

　ヒデオの言葉を待つ間、これまたどこからともなく現れた湯飲みで茶をすするマリアクレセル。

「……いや。しかしです」

「言い訳は聞きたくありません。霊に吞のまれそうになる。ほむらにケンカを売る。傭よう兵へいに啖たん呵かを切る。葉多恵の訓練に付き合う。魔殺商会に入り浸びたる……その他」

「はい」

「……しかも先だってはうら若き乙おと女めたちの前で脱ぬごうとし、今また脱ごうとしました」

　…………。

「まさか。見て。いたとでも」

「まさかではなく天地神明と森しん羅ら万ばん象しように誓ちかってこの世界のみならず天界魔ま界かい地じ獄ごく界に向けさらけ出すと言ったのはあなたです。天界が含ふくまれている以上私たちが聞かないわけにはいかないでしょうわかりますか」

　はい。はい、すみません、すみません。

「他意は。悪気は、なかったのです。それに。今回に関しては……誰だれが。見ているわけでも」

「その瞬しゆん間かん、あのドアが開き鈴蘭と睡蓮とヴィゼータとエルシアが不意に入ってくることを想定していましたか」

　ああ。

　……ああ、そうですね。なるほど。はい。思し慮りよが足りなかったと思います。

「わかりましたか。命を大切に……以前に、人として当たり前のことをもう少し大切にしなさい」

　すごく身につまされる言葉を聞いてしまった。

　ひんやりとしたダンジョンの薄うす暗ぐらく広大な空間の中、スライムをすぐ横に、座布団正座で女子高生に説教されるというシュールな光景を第三者視点で思い描えがき、尚なお悲しくなりながら。

「はい。そのように、生きたいつもりなのですが」

「ですが……まだ何か」

「いや、その」

　滅めつ法ぽう、色のない冷たい無表情と視線に射すくめられながら、ヒデオは横のスライムを指差した。

「当面の問題として……これは。そんなに、危険な。モンスターなのでしょうか」

「……」

「つまり……日本中が。パニックになるほどの」

　湯飲みを両手に、真っ直ぐ背筋を伸のばしたまま、マリアクレセルはそのスライムを見やった。

「……確かに、今までにない類たぐいの魔物です。もともと、『ソニックスライム』というただでさえ特とく殊しゆなスライムなのですが、魔物貯蔵庫から現れたこの一匹ぴきだけは、さらに特殊な……まさに突とつ然ぜん変へん異いとでも言うべき進化を遂とげたようなのです」

　ソニック。音速スライム？

「……音速で移動するような、スライムだと」

「行動前に発するタービン音のような高周波。あれは体内で構成物質を高速回転させることによって起きるものです。それによって生じた慣性エネルギーを魔力によって一方向へのベクトルに変へん換かん。結果、超音速の移動が可能になるのです」

　……。

「質量一トンのわらび餅もちがマッハ三で突とつ撃げきしてくれば、それはアウターでも吹き飛びます」

　体当たりだったのか、あれ。

　しかも……いや、純じゆん粋すいなわらび餅ではないのだ。仮に水銀がこれだけの量あれば、一トンくらいになるのかも知れない。

　そう言えば鈴蘭が言っていたが……なるほど。激走しているのはこのスライムだったわけか。スライムが地上に辿たどり着くのが先か、それを阻そ止しするのが先かのレースと。

「魔力的な作用で空気抵てい抗こうを低減しているので、衝しよう撃げき波は自体はそれほどでもないようです。でなければ、あの距きよ離りに立っていたあなたはいま無事ではありません」

　……。

「生きていて良かったですね」

「はい」

「わかればいいのです」

　ようやく心行ったように、彼女は茶をすする。

　しかし。

「ほむらさんたちでも、勝てないというのは」

「ほとんど不死身だからです。構造物内ということでアウターたちも手加減をしていたようですが……私が見た限り、いよいよ本気になったところで完全な死に至らしめることはできないでしょう」

　一息。

「……最悪、地上に出て世界に影えい響きようを与あたえるまでには、私が〝消しよう滅めつ〟させます」

「……。消滅……、とは」

　スライムを見る彼女の瞳ひとみが、言葉のせいか、気だるげなものに見えた。

「文字通り。存在そのものをなかったことにします。このスライムがいたという事実を知る、あなたたちの記き憶おくごと消去するのです」

「……そんな」

「可能です」

「否。そうではなく」

　強い口調に向き直るマリアクレセル。

　ヒデオは続けて言った。

「不死、ということは。生きているのでは」

「ええ。そうなりますが」

「……奇き跡せき、なのでは」

　短たん絡らく的な思考だとは、ヒデオ自身わかっていた。だがそれを聞いたマリアクレセルは、わずかばかり意外そうに瞬まばたきした後……。

　いくらか表情を柔やわらかく、そして真っ直すぐに頷うなずいた。

「その考え方は、私は嫌きらいではありません。この世界には……弱肉強食。得るために失う。一方が生きるために一方を淘とう汰たする。あれもこれもは有り得ない……そんな話を真実として見る向きもありますが、私はそんな話の方が嫌いです。では、どうしますか」

「脱ぬごうかと」

　マリアクレセルの無表情が再び強こわ張ばったような気がした。

「なぜ脱ぐのですか」

「いえ、つまり」

　ヒデオは先ほど考えた、言葉の通じぬ動物への接近方法を話して聞かせた。これは例えば、警けい戒かい心しんの塊かたまりとなっている立て籠こもり犯へ丸まる腰ごしをアピールするような観点からでも有効ではないかと。つまり服を着た状態よりはスライムの様態に近く、理解を得られるのではないか。

　ともあれロックオンされれば命が危あやうく、そうでなくとも自分がこのスライムを何とかしなければエルシアに両目を抉えぐられてしまう。

　ならば努力はするべきだ。

　不承不承のような無表情ながら、彼女は言った。

「……そこまで言うのであれば、手を貸しましょう。このスライムを真ま似ねたいのですね」

　一回瞬きした後に、ヒデオは全身に違い和わ感かんを感じた。手を見ると、ピカピカの銀色。いや、手だけではない。爪つま先さきから……触さわった感じ、頭の上まで。

「まさか」

「落ち着きなさい。ただの全身タイツです」

　ああ。なるほど。

　摘つまめば銀色の一枚だけ引っ張れるし、身体からだの一部に映った自分の顔だけはそのまま。魔殺商会社員のような覆ふく面めんタイツではなかったが……アキレス腱けんを伸のばせば容易にストレッチパワーが溜たまりそうな感じの、顔出し全身タイツだ。

　それを見ながらマリアクレセルは、無表情のまま盛せい大だいに溜ため息いきをついた。

「……私自ら生み出した中では最も下らない衣い装しようです」

　まさかこんなものを彼女のような者が常時ストックしている理由も思い浮うかばず、言葉通り何か不思議なチカラで生み出してくれたのだろう……と思うと、申し訳なくなる。

「しかし」

　これによって、全ぜん裸らで敵意がないことをアピールする以上に、より近しい仲間という存在として認にん識しきしてもらえる可能性は強まった。

　ヒデオは意を決して、スライムに近付いていく。

「……」

　ぷる、とその存在に気付いたようにスライムが震ふるえる。

　否、大だい丈じよう夫ぶ。敵意はないのだ。心底から。

「……」

　スライムだ。スライムの心だ。

　スライムの……心!!

（…………っ！）

　やあ、僕ヒデオ。君と違ちがってちょっと手足が生えているけど君の新しい友達さ。これからよろしくね。




　ッキィィィィイイイイイイイイイインッ!!




「ちょっ」




　スドォンッ!!




　言いかけ、気付いたときには、ヒデオは先のエルシアのように壁かべ際ぎわに倒たおれ伏ふしていた。

「……なぜ」

「このようなこともあろうかと。念のため、耐たい衝しよう撃げき性の魔ま導どう皮ひ膜まくを施ほどこしておきました。超ちよう強力なやつを」

「……いえ。そうではなく」

　これによってスライムと友達に、どうにかこうにか暴れることをやめさせ、戦うだけが道ではなく種族を越こえて共存共栄の道もあり得うるのだと教訓を得て一件落着とかそういういい話になる予定では……と言いたかったところに、またスライムが突つっ込んでくる。

[image: ]

「仲間は仲間でも、縄なわ張ばりを荒あらしに来た同族と思われたのでは」

　……猫ねことか犬とか、同じ犬猫に対してよく唸うなる。

　そうかもしれない。

　マリアクレセルが嘆たん息そくする。

「私もあなたであればと、一いち抹まつの期待はしたのですが……こうなったのでは仕方ありません。私自ら」




　ズドォンッ!!




　座ざ布ぶ団とんから立ち上がったマリアクレセルも同じように吹ふき飛ばされ、石の壁かべに頭から突っ込んだ。その頭を引き抜ぬき、いよいよもって怖こわい無表情になったマリアクレセルが言う。

「さてどうしましょうか」

「どう、しましょうか」

　そしてまた、高周波。




　　　　⑦




　鈴蘭たちのいる隣りん室しつには、けたたましい衝撃音が轟とどろいてきていた。向こうにはヒデオ一人しかおらず、また、人間などただ一撃で消し飛ぶようなものが、臼うすに杵きねを打つように、何度も、何度も、何度も、執しつ拗ように聞こえてくるのだ。

「なんか……なんか、すっごいどっかんどっかん言ってるんだけど……！」

　鈴蘭は背筋に冷たいものを感じながら、声を上うわ擦ずらせた。

「いやあああ、見たくない！　さすがに見たくないよ!?」

　睡蓮は半ばパニックに陥おちいったような鈴蘭の胸むなぐらを摑つかみ上げた。

「今さら何を言っているのですか姉上！　あなたは人ひとりを殺したのです!!　あなたが殺したのです!!」

「そうだけど!!　あ、いや、そうかも知れないけど！　でもそういうのって違うと思う！　嫌いやがるヒデオ君を無理矢理蹴けり込んだのリップルラップルだし！」

　こくこくと。

「命ある者、いつかは死ぬの。それがたまたま、今日だったというだけの話なの」

「でも」

　エルシアは言った。

「死にも種類はあるわ。彼は、今また世界のために死んだのよ。犬死になんかじゃないわ」

　……。

「……って雰ふん囲い気きだったら、ヒデオ君許してくれるかな？」

「ダメなんじゃない？」

　ダメダメと、ヴィゼータが素っ気なく首を振ふる。

「姉」

「なんだ妹」

「謝るようなことなら初めからしなければよいのです」

　一応、隣室にヒデオ以外の存在が現れたことは皆みな知っていた。それがリップルラップルの妹という、超ちよう越えつ的な存在であることも。だから、さすがに命の心配まではしていなかった。

　ただ……ヒデオを助けにドアの向こうへ飛び出すのは、各おの々おののチカラをしても相当にしんどいというだけで。その「しんどい」大なり「ヒデオの心配」という図式の後ろめたさを隠かくすための予行演習。

「そもそもわたくしやほむら、ミーコ様でも敵かなわぬような相手に、なぜヒデオを持ち出してくるのですか」

「え？　だって、ヒデオ君がいるとなんか面おも白しろくなりそうだし」

　エルシアは小さく笑った。

　あの抑よく揚ようのない男に、期待していたことは自分も鈴蘭も一いつ緒しよだと。

　そのとき、地上へと続く方のドアが勢いよく開いた。

「スライムはどうした？」

　貴たか瀬せである。上の館が家であるので、やはり寝ね不足のように、顔色は冴さえない。

「あ、ご主人様。聞いての通り、未いまだに元気ですけど」

　どかーん。どかーん。

「……そうか。とりあえず地表へ出たときの最終手段として、ドクターが例の物を完成させた。まだ幾いくつか問題があるらしいのだが……」




　ドカァ─────ン!!




「きゃあああああ!?」

「にゃああああああ!?」

　悲鳴を上げたのは鈴蘭とヴィゼータ。他ほかは元より無口もあるが、声を上げる暇ひまもなく吹っ飛んだ。いよいよ、ドアの結界も破られたのだ。

「ったたた……あ、マリアクレセルだ。元気？」

　鈴蘭の呼びかけに、ドアの向こうから吹ふっ飛んできた彼女が、むくりと起き上がる。トレードマークとも呼べる深しん紅くの髪かみもほつれほつれ、小こ綺ぎ麗れいな顔も制服も、石の壁かべに擦すり切れ、薄うす汚よごれていた。

「……どうしてあなたの周囲には問題しか起きないのですか」

「まあまあ、そう言わずに……。ところで何、その……それ」

　鈴蘭はぬめるような銀色をした人型の物体を指差す。

「ヒデオです」

　マリアクレセルの言葉とそのシュールな姿に、一同は難色を示すかの表情をした。ヒデオが意識を取り戻もどしたのは、そのとき。

「うわぁ、なんか心配して損した……ほら睡蓮、お前の後こう輩はいだってこれ」

「知りません。存じません」

　睡蓮と一緒に、ヴィゼータが首を振る。

「キモいね。キモキモ？」

「よくもこんな醜しゆう悪あくなスーツを造り出せたものなの。良識を疑うの」

　すぱこんとリップルラップルの頭をぶん殴なぐり、マリアクレセルは立ち上がる。一人だけ無言のままのエルシアの方を向く。

「彼が望んだ姿です。何か言いたいことでも」

「別に」

　ただ、こんなのに勝負を申し込んで熱だ何だと盛り上がっていた自分は高貴な存在としてどうなのかしら、とは思ったが。

　ずしり、重い気配。

　一同が向くと、ドアがあった場所にはプルリと震ふるえるソニックスライム。通常のスライムが、ぷるんぴょこんと跳はねて移動するのを。ずしり、ドアの敷しき居いを軋きしませる大質量。

「と……とにかく一時撤てつ退たいしましょう！」

　慌あわてて鈴蘭は言った。それから手元の無線機に告げる。

「最終防衛ラインを館正面玄げん関かんに再設定、態勢を立て直す！　館内に残っている者は総員待たい避ひ！　いいかお前ら、訓練じゃないぞ！　大切な物だけ持ったら前庭に集合、点呼も絶対忘れちゃだめだからね！」

「立ちなさいヒデオ、たかが溶き虫すらいむ相手にいつまでへばっているつもりです！」

　フラフラとした様子で睡蓮に肩かたを持たれるヒデオ。

　ずしり。

　気配に追い立てられるように、一同はその場を離はなれるのだった。




　　　　⑧




　日は高く、雲は白く空青く、山の緑に蟬せみの声も賑にぎやかだったが、沈ちん黙もくの重さは決戦さながらであった。

「あるじ様、何が始まるでありますか？」

　片目にバンダナを巻き、腰こしに日本刀を下げた風変わりな若いメイドが貴瀬に聞く。

「大惨さん事じ世界大戦にならんようにするための何かだ。まったく、澱おりの世界に棲すむうちの面子メンツがこれだけ揃そろってこの有様とは、いっそ笑えるな」

　木こ陰かげにのんびり佇たたずむアウター組を見やりながら、貴瀬は嘆たん息そくしていた。

「沙さ穂ほも斬きるでありますよっ☆」

「いや、沙穂やワタシが斬ってもダメダメだったから、ここまで追い詰つめられたわけでね？」

　羽根付き帽ぼう子しの影かげの下、ヴィゼータがかぶりを振ふる。

　屋外に追い詰められるとは妙みような表現だ。だが事実そうだった。地表……少なくともこの屋敷より外にあのモンスターが逃とう走そうすれば、そして人の密集する都内などに逃にげられたのでは……猿さるや猪いのしし一匹ぴきでも全国ニュースとなるのだ。推おさずしても知れる事態になりかねない。

　そんなことを考えながらヒデオは、広大な庭先の中で一ひと際きわ目を引く、奇き妙みようなオブジェクトへ目をやった。

　それは、銀ピカに光り輝かがやく巨きよ大だいな筒つつだった。それが台座に据すえ付けられた様は、まるで長大な大たい砲ほうである。仮にそれを砲口と呼ぶのなら、その照準が合わさっているのは両開きの正面玄関。

「で、ドクター。問題っていうのは……？」

　鈴蘭の質問に、ドクターは鷹おう揚ように頷うなずいた。

「ひ……ひひっ！　二つある!!　けど、まあ一つは大だい丈じよう夫ぶさぁ。そこのプリンセスが協力してくれればね……」

「……私？」

　エルシアが瞬まばたき一つ。

「そう、エネルギーの問題がねぇ……リッチやミーコ様もチカラはあるけど、必要なのは純じゆん粋すいな魔ま導どう力でねぇ。きき、キミがありったけのチカラを叩たたき込んでくれれば、それでいい」

　エルシアの静かな視線が、オブジェクトの方を見る。砲身の付け根、少し横に操作台のようなものがある。

「ありったけでいいのね。わかったわ」

　エルシアの真顔を見る鈴蘭の表情はややも不安だったが、鈴蘭は止やむを得ぬと続けてドクターに問うた。

「もう一つの問題っていうのは？」

「砲ほう弾だんさぁ……」

　話を聞いた全員が、頭に？を浮うかべた。貴瀬がずいずいと歩み寄ってくる。

「待て。そこの魔ま界かいの姫ひめの魔力を純粋に収しゆう斂れんしてぶち当てれば済む話ではないのか？」

「い、ひひっ、貴瀬ぇ！　それで済むなら睡蓮かリッチ辺りが、とっくに焼き払はらえているさぁ……」

　奇妙な眼鏡めがねの、片方のレンズだけを夏の日ひ射ざしにぎらつかせながら、彼は誰だれへともなく尋たずねた。

「スライム相撲ずもうというものを知っているかい？」

　リップルラップルが、はっ、と気付いたように、目を丸めて息を吞のんだ。

「そう……。そういう、ことなの……」

　一人だけ真意を汲くみ取り、得心するリップルラップル。さほど詳くわしくない鈴蘭が聞く。

「えっと？」

「……スライムは、自分の縄なわ張ばりを侵おかした他の個体に対して、体当たりでそれを主張するの」

　確かに手も足も鳴き声もないとなれば、まあ、そのくらいしか争いようがあるまい。それはヒデオにもわかる。

「つまり……何かをぶつけてあのスライムを押し返すことができれば、本能的にあのソニックⅡは自分の負けを認めることになるの」

「そっか！　そして負けを認めさせれば、とりあえずは地上から引き下がるってことだね!?」

　鈴蘭が納なつ得とくに手を打った。おお、そうか、なるほど、と周囲の社員たちからも事態打開の希望に感かん嘆たんの声が上がる。

　だが、そこへ冷めた声で述べたのが睡蓮だった。

「ただの大おお筒づつなら、弾たまなど所しよ詮せん鉄の塊かたまりでしょう。それが用意できないとは、何の問題があるというのです」

「ひひっ、じゃあ鉄の弾がスライムを押し返したとしようか。スライムは自分を押し返したものの正体が鉄の塊だと知ってどう思う？」

　むう、と論破された睡蓮が小さく唸うなる。

　ヒデオもその状じよう況きようを考えた。相撲……例えば国こく技ぎ館かんの土俵に自動車が突つっ込んできて、土俵の力士が押し出されても、それは誰もまともな勝負とは思うまい。その力士に非があるとは、力士当人も、観衆も認めないはず。

　リップルラップルがさも当然といったように、こくこくと。

「仮にあのソニックが、向かってきた砲弾を何かの生き物と勘かん違ちがいしても……その後、ぴくりともしない鉄の塊では、相手が自じ滅めつしたと勘違いしてもやむを得ないの。あのスライムの、勝ちなの」

「えっと……つまり……」

　鈴蘭が、いよいよ、話がヤバイ方向へ向かってきたのを察して口くち籠ごもる。

「つまりぃいひいいいいいい!!」

　対照的に、ドクターが。

「いっ！　いひっ！　いっっひひひひひっひぇひゃ!!　つまり、生きた誰かが砲弾!!　いいや、この世界のために生きるか死ぬかわからない者を何かのパーツのように呼ぶのはよろしくないかなぁ!?　ひひゃっ!?　そう、パイロット!?　パイロットと呼ぼう!!　あの砲から打ち出される弾体のパイロットとならなければいけないのさあああああああああひぃいいいいいっっゃっはぁあああああああッ──!!」

　白衣の男の哄こう笑しようが止やみ。

　凄すさまじい沈ちん黙もくの後。

　社員全員が、ざっざっざっ、と独裁国家の軍隊のように一糸乱れず規則正しく三歩後あと退じさった。

「……決まったな」

　極きわめて冷静に貴瀬が言った。

　鈴蘭の肩かたに、ポンと手をやりながら。

「は？　なに言ってるんですか。ちょっとワカリマセンね」




　総そう帥すい!!　総帥!!　総帥!!　総帥!!

　うおおおおおおおおおおおっ……!!




「聞こえるか鈴蘭……。世界の危機を憂うれいて自ら死地に飛び込もうとする君を慕したい、信しん頼らいし、応おう援えんするあの部下の声が。あのクソバカメイドがよくぞここまで成長したかと思うと、俺も感かん慨がい一ひと入しおというものだ。わかったら飛べ」

「自分の家のことなんだし自分で飛べばいいじゃないですか!?　ていうかー、私もうそういう系のキャラじゃないですしー、みたいなー」

「やかましい前に一回やったではないか!!　鈴蘭ミサイルなど一発撃うつも二発撃つも一いつ緒しよだ!!　往年の超ちよう電磁鈴蘭を晴れてここで披ひ露ろうしようという気き概がいはないのか!!」




　総帥!!　総帥!!　総帥!!　総帥……!!




　タタタタタタタタタタタタタッ……!!




　社員からの大合唱の声せい援えんに、護衛用に持っていたアサルトライフルで応こたえてから、鈴蘭は貴瀬へその銃じゆう口こうを定めた。だが、貴瀬が腰こしの後ろからピストルを抜ぬき放ったのも同時。

「鈴蘭……！　君はいつからそんな風になってしまったのだ！　我が社の社員だけあって、確かにふざけた連中だ！　だが、あいつらも今を生きているのだ！　一つの、命なのだぞ!!」

「でも……!!　でも、あいつらが死んでも代わりはいるもの!!　違いますか!?　私が言ってること、何か間違ってますか!?」

「何も間違ってはいないが!!」

　ヒデオは何となく理解した。

　この二人はどちらかが牽けん引いん役とブレーキ役というものではなく、どちらもが牽引役でありニトロブースター役だからこの会社もいつもあんななのだと。

　そんな不毛な言い合いが続く中……ドクターが言った。

「ひひっ。貴瀬ぇ……取り込み中のところ悪いけど、ボクとしてはもうパイロットを決めているんだよねぇ……」

「なに、本当か!?」

「よし、そいつにしましょう！」

　自宅兼けん社屋がかかっている貴瀬、自分の身み柄がらが危あやうい鈴蘭とも物もの凄すごい勢いで食い付いてきた。

　が、なぜか。

（……。）

　なぜか、そのドクターはヒデオの方を向いたままだった。

「ひひっ……見たまえ、アレを」

　大たい砲ほう。大砲であるらしいオブジェクト。

「見て……いますが」

　その肩に腕うでを回し、甘く囁ささやくように言うのだ。

「お望み通りの、アレが十六インチ三十二口径さぁ……!!」




　　　　⑨




「……。」

　え？

「ひぃ……確かに無理だったよ！　キミの体にアレを換かん装そうするのは無理だった!!　それは謝る！　ボクは生まれて初めて自分の才能を呪のろったよ!!　その限界を知ってしまった!!　何でも作れると自うぬ惚ぼれていた自分を恥はじて死にたくなったくらいさぁ!!　だから考えた！　逆転の発想！　コロンブスの卵！　装備できないのなら!!　キミ自身がソルカノンのライフリングによってドリルドしながら七色に輝かがやけるレインボー飛べばいいじゃないかああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　え？　えっ？　Ｅ？　エ？

「一体、全体、どうして、そう……」

　だが、ヒデオの反論より早く、周囲からざわざわとした声が聞こえてくる。

「お、おい聞いたか……!?　ドクターに自分で発注したらしいぞ、アレ……！」

「ああ、聞いた……さすが社長のお眼鏡めがねに適かなった男だ……！」

「それに見ろ、あの輝ける白銀の全身タイツを……！」

「くっ、眩まぶしい……！　命を投げ打ってまで世界を救おうという奴やつの漢おとこ気ぎと相まって、眩しすぎて直視できない……！」

「!?　そうか、あいつ未来視でこのことを予感していたんだ！　だから事前にあのキャノン砲を発注し、あのスライムに擬ぎ態たいするようにあんなタイツを……！」

　はっ、とヒデオが己おのれの姿に気付いたときには、すげえ！　さすが！　半はん端ぱない！　と感かん嘆たんの声数多あまた。

「違ちが」

「そうだったんだヒデオ君、さすが未来視の魔眼だね！　てことは死なないための未来とか秘策とかそういうのも視みえてるってことで遠えん慮りよなく装そう塡てんしていいよね！」

　ガッ、と鈴蘭に腕を摑つかまれた。貴瀬が大おお仰ぎように手を振ふりかざす。

「よし！　ならば仕方あるまい！　さすがの俺もこの川かわ村むらヒデオという勇者に敬意を表し、これをヒデオ専用特とく殊しゆ超ちよう電磁鈴蘭、その名も『超電磁鈴蘭ＭｋⅡスペシャル・ヒデオロケッツ！』と命名する!!」

[image: ]




　うおおおおおおおおおっ……!!




　ヒ・デ・オ!!　ヒ・デ・オ!!　ヒ・デ・オ……!!




「いえ。あの。ですから。こ」

　ばたん、と生体を砲身に装塡するための透とう明めいカプセルにヒデオは閉じ込められる。

　常識的に考えてだ。

　あのドクターが作ったものでだ。

　推すい進しん剤ざいはあのエルシアでだ。




　ヒ・デ・オ!!　ヒ・デ・オ!!　ヒ・デ・オ……!!




（……。）

　物理的にもだが、空気的にもまた逃にげられないことを悟さとる。

「大だい丈じよう夫ぶです、死にはしません」

　マリアクレセルが言った。

「その服なら、かなりの衝しよう撃げきにも耐たえられるはずです。最悪、私があなたの体を再構成します」

　それは死んだから生き返らせるということではないのですか。

　奇き跡せきでは、ないのですか!?




「その奇跡を無む駄だにしたのはあなたの意思です」




　オー、イエス。




　いい加減もう、ちょっと怒おこったようなマリアクレセルをよそに、カプセルは全身タイツたちによって砲身の後ろへ運ばれていく。操作台に立ったエルシアから、ぼそりとした声が聞こえた。

「あなたが死ねば、この勝負は私の勝利。死体から目を抜ぬいたところで痛くもないし、行き場を失ったあの子を引き取っても死んだあなたは文句を言えない……だから全力で行くわ。全力で」

「……。」

　彼女との勝負なんてとっくの昔に忘れていた。いっそ勝負なんてどうだっていい。

　だが装塡される。

　ずしり、ずしりと重い音が……砲ほう身しんの外にいる一同には聞こえてきていた。方々にバリケードを敷しき、確実に正面玄げん関かんに辿たどり着くよう道順を作ってある。

「目標、玄関ドアに再接近！　来ます!!」

　レーダーを注視していた観測メイドからの声。

「射しや撃げき用意!!」

　鈴蘭の声に、エルシアが操作台の引き金に手をかける。魔ま力りよく注入用のパネルに置いた手の平には、ノルカ・ソルカ姉し妹まいと戦ったときのような何となくではない、長い髪かみ、厚いマントが沸わき立ち逆巻くほどの、十二分の魔力を秘ひめ……。

　玄関ドアが今、内側より破られる!!

「ヒデオロケッツ、発射ぁ!!」

　鈴蘭の号令一下、エルシアはありったけの瞬しゆん間かん最大魔力を叩たたき付け、引き金を絞しぼり込む。




　カッ!!




　火薬を用いぬエネルギー兵器、爆ばく発はつ音はなくとも、もし溢あふれる光に音があったなら……そういう、音。そう感じさせる、目も眩くらむばかりの七色の光。

　轟ごう音おん。

　その威い力りよくは凄すさまじく、玄関のあった館の中心部分が瞬またたきの間に消し飛んだ。

　左右の両りよう翼よくを残して、半はん壊かい。

　貴瀬が半ば達観した様相で呟つぶやいた。

「……予想はしていたが、結局館は壊こわれるのだな」

「まあご主人様、家くらいまた直せばいいわけですし」

「姉上はそれが人命だった場合をどのように考えているのですか」

　睡蓮はあまりの光景に、暑さも忘れて冷や汗あせを流していた。

　観測メイドが再び声を上げた。

「弾だん頭とう、六マッハを超こえました!?　生身の飛行としては人類の世界記録です!!　たぶん!!」




　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?




「喜ぶのは、まだ早いの。ソニックがどうなったかを調べるの」

　リップルラップルが着弾地点へ、てってと駆かけていく。

　土つち埃ぼこりが晴れると、瓦が礫れきさえも射撃した方向に全すべて吹ふき飛び、二つの生体が衝しよう突とつした爆心地は意外と綺き麗れいなものであった。そして意外と綺麗に人のカタチを保ったヒデオと……それまでの弾力性を失い、本当の水銀が流れたようにぺしゃんこになったスライムの姿があった。

「え……。うそ。ほんとに勝った？」

　鈴蘭が爪つま先さきでスライムを、つんつんと蹴ける。

　と、スライムは目を覚ましたように元のふくよかさを取り戻もどし。同時、気を取り戻したヒデオの指先がぴくりと動くと、それだけで地下への階段がある方へ、物もの凄すごい勢いで逃にげていった。

「お、おお!?　みんなー、勝ったぞー!!」

　わあ～!!

　ぱちぱちぱちぱち。

「……大だい丈じよう夫ぶですか、ヒデオ」

　睡蓮に聞かれて体を起こすが、自分がどうなって何がどうなったか、覚えているはずもなく。

「まあ。多分。なんとか……」

　なぜかリップルラップルだけが勝利にも浮うかれず、スライムやヒデオにも気を取られることなく、キョロキョロと何かを探していた。

「？　それはなんです」

　ヒデオは睡蓮に頰ほおを指差され、触さわった。ぷるりともぬるりとも、何とも言えぬ快い手て触ざわりの何かが指に張り付いた。そのまま地面に滑すべり落ち、小さく丸い形を取り戻す。ピンポン球程度の大きさで、コールタールのように真っ黒く、ツヤツヤしているが……。

「ゲットなの」

　ずざー、と滑り込むようにそれを奪だつ取しゆするリップルラップル。

「やはり姉さんの仕し業わざでしたか」

　その背中へ急降下キックするマリアクレセル。姉の手の内にあった真っ黒い何かを、妹は取り上げる。

「え……？　あれ？　ねえ、それひょっとして……」

　何かを思い出した鈴蘭の声に、マリアクレセルは苛いら立だつような無表情で頷うなずいた。

「黒こく龍りゆう、ミッペルテルトの一部です。私が管理すると言ったはずです」

「私は……、私は、そう。偶ぐう然ぜん手に入れただけなの」

「どこまでスライム好きが高じれば気が済むのですか」

　無表情のマリアクレセルが一歩、歩み寄る。

　無表情のリップルラップルが、一歩、後あと退じさる。

「まあ、落ち着くの。何者かが、新種のスライムを生み出そうと、興味本位でソニックに移植しようと考えたに違ちがいないの。そして、その何者かは私ではないの。あと、信じる心は大切なの」

「えっと、つまり、リップルラップルが犯人？」

　鈴蘭が言うころには、アウターたちも集まってきていた。

「ほう。左様か」

　ゲートボールスティックのようなハンマーを両手に、ミーコが言う。

「では私の棺ひつぎを破は壊かいした直接の原因も、同じということでいいのかね」

　肋ろつ骨こつから格かく闘とうマンガのオーラのように紫し煙えんを立ち上らせたリッチが言う。

「今日ってぇ今日はよぅ、この悪童……」

　ほむらが、指の骨を鳴らす。

「ぎぇるぐうぅ……」

　イワトビーが撫なで肩がたをいからせる。

　最後通つう牒ちようのように、マリアクレセルが言った。

「何か言い遺のこすことはありますか」

　こくこくと。

　後。

「バーカ」

　言い遺したリップルラップルはさっきのスライムにも匹ひつ敵てきする物凄い勢いで、同じようにダンジョンの入り口へ向かって走り去った。

「あ、逃げた」

　鈴蘭が呟つぶやく。

「……狩かります」

　マリアクレセルの声に、ミーコが頷いた。

「狩るよ」

　特に急ぐでもなく、泰たい然ぜんと、むしろ悠ゆう々ゆうと……リップルラップルが消えた方に、人外の一行が歩いていく。

　ヒデオには、何が起きたか、どんな理由でそういう話になっているのかよくわからなかったが……とりあえず雰ふん囲い気きから、一段落は付いたのだなと思った。

「全く、人ひと騒さわがせな……帰りますよ、ヒデオ」

「……。」

　立ち上がる。意外に……大丈夫だったなと、奇き跡せきを感じながら。粉こな微み塵じんになって再構成されたわけでは……などとは、考えないようにしながら。

　そこにエルシアがやってきて、粛しゆく々しゆくとヒデオへ告げた。

「初めまして、旦だん那な様。あなたの下僕にございます」

「……。な」

　何か言おうとする前に、睡蓮にひっぱたかれた。

「お……お前は。何を」

「いや。これは違ちが」

「約束したのよ。彼が勝ったら、私は彼のものになると」

　ぺしーんぱしーん。

　右の頰ほおを打たれたヒデオが左の頰を差し出すより早く左の頰を打ち、コマのように回ってその場に倒たおれようとする胸むなぐらを摑つかみ上げ睡蓮は言った。

「何を、約束させているのですか、お前は」

「いえ。いえ。ですから。名護屋河先輩。これは」

　そんな様子を見ながら……エルシアは。

　負けたにもかかわらず、案外嫌いやな気もせず、薄うすく微笑ほほえんだ。

　互たがいに勝負に賭かけたもの。実は、自分は負けてもそう苦ではなかったかも知れず……今日の勝負は、ややも卑ひ怯きようだったかも知れないと思いながら。

　なぜなら、ただの人の子だからこそ負ければ屈くつ辱じよくなのであって……暗黒神を打ち払はらい、かつこの自分に勝つほどであれば、種族や生まれはどうあれ、間ま違ちがいなく敬意を払うべき高位であるのだから。

　だから……賭けたものの重みは違ったかも知れない。

　だが、それもまた勝負という駆かけ引きの一いつ環かんであろう。

　ヒデオは勝負と言っても、あれは偶然二人の協力で成し遂とげたことであり、勝ちも負けもなかったと言うのだが……エルシアは、曖あい昧まいに頷うなずいただけだった。

　従属すると言い出したのは自分だし……主従の関係であれば、また退たい屈くつしたとき……その名目で、彼の元へ遊びに来ることができるだろうから。

　そして何もない今日よりも。

　負けた今日は、退屈しなかったに違いない。

　そんなことを考えながら、エルシアは奇き妙みような充じゆう足そく感に満たされていた。




　　　　◆




　元の服がどこへ行ったのか。

　マリアクレセルが狩りに行ってしまったので、ヒデオは着き替がえることもままならず、アパートまで帰ってきた。ヒデオとエルシアを乗せた鈴蘭は、睡蓮を乗せてそのまま自宅へ帰っていく。

　車中ではエルシアとの勝負についての説明に始終追われたが……とにかく、帰ってくることができた。

　アパートのドアを開ける。

　中には、美み奈な子こと、葉多恵と……。

　むくれた恨うらみがましい表情のまま、光の鎖くさりに絡からまれたままのノアレ。

（……。）

「……忘れていたわね」

　ええ、忘れていました。

　タンッ！　と湯飲みを置いた美奈子が言う。

「通りがかりに寄ってみたところ部屋の中から呻うめき声が聞こえると葉多恵さんから通報を受け、彼女に頼たのんで鍵かぎを開けてもらいました。次はヒデオさんの言い訳を聞か……」

　勢い込んで顔を上げた美奈子が、ヒデオの格好に気付く。

　目め尻じりがさらに急角度になっていく。

〝……ざろうもんが……〟

　小さくて聞き取りにくかったが、怒いかりに打ち震ふるえる岡おか丸まるの声。

〝人の心というものが、ござろうもんがぁっ!!〟

「は[image: う]ぉっく」

　ヒデオは直接飛びかかってきた岡丸に横よこ面つらを張り倒された。

〝ござろうもんがっ!!　ござろうもんがっ……!!〟

　ひとしきりヒデオを打ち据すえた後、岡丸が言った。

〝いかに人外とはいえ、かような幼子を一人部屋に閉じ込めた挙げ句、己おのれはそのような珍ちん妙みよう奇き天て烈れつ摩ま訶か不ふ思し議ぎな姿でどこを徘はい徊かいしていたか!?　拙せつ者しやっ……拙者、悲しくって涙なみだが出てくらぁ!!〟

　そうは言っても十手なので、涙らしき痕こん跡せきは見えないのだが。

「いえ。話を。きちんと、理由がありまして」

　エルシアが言った。

「その子を縛しばったのは私。旦だん那な様は何も悪くないわ」

　美奈子が、背景に稲いな妻ずまスクリーンが入ったような表情に。

「なっ。なななんななななっんななんですかヒデオさん……いいいいいいいいいまエルシアさんがな何か何かすごくとてつもない」

「いえ。違」

「そそそういう、その、アレなんですか！　アレなゲームのし過ぎでゲーム脳で旦那様と奥様がお嬢じよう様さまとかそういうアレなんですかぁあああああっ!?」

「違」

〝っしゃあらっったぁ!!〟

　もはや感情が先走りすぎて何を言ってるかも不明な岡丸のござろうもんが・アタックにより、ヒデオはまたも言い訳の機会を断たたれてしまう。

「だ、大体あなたもあなたですエルシアさん！　なぜヒデオさんにどこが何をどうなって……！」

「勝負に負けたから。私は彼のものになったの。双そう方ほう合意の上よ」

　無言でヒデオのタイツの襟えり首くびを捕つかまえた美奈子は、その場に正座させた。

「……葉多恵さん。カツ丼どんお願いします。三日……いえ、一週間分」

「はいはい～」

「いいですかヒデオさん、言いたいことは山ほどありますが、まずは基本的人権について……」

　長く長く途と切ぎれることのない美奈子の説教は、結局夜半過ぎまで続いた。




　その後しばらくの間、魔殺商会男性社員の間では覆ふく面めん部分を丸く切り抜ぬく改造制服が流は行やり、全身タイツの色を銀ピカにブラッシュアップすべきだとの労働争議が起きたと言うが……それはまた、別のお話。






　あとがき




　ご存じの方はもうご存じかと思いますが、長らく活かつ躍やくの場を与あたえて頂いた「ザ・スニーカー」本誌がひとまず休刊となるそうです。書き手として、また何より一読者として寂さびしくはありますが……万感を込こめまして、今までありがとうございました。

　読者様へのご報告と致いたしましては、これに際しまして、掲けい載さい誌しがなくなった拙せつ著ちよ『レイセン』も連れん載さいの方は終しゆう了りようとなる次し第だいです。

　また『戦闘城塞マスラヲ』、『ミスマルカ興国物語』の両コミック版ともこの春で連載終了の運びとなるようです。浅あさ井い先生、浅あさ川かわ先生、そして両作品のファンの皆みな様さまにおかれましても、長らくありがとうございました。




　……。

　年末にこれらを立て続けに聞かされたときには、こんな偶ぐう然ぜんがあるものかと小一時間。

　マスラヲのアニメ化未み遂すいに続き始まった二つのコミック化により、俺イケてんじゃね!?　俺の時代来てるんじゃね!?　そのうちラノベすごいで十位圏けん内ないとか来るんじゃね俺スゲエ！　俺ひゃっはー！　とか調子乗っていたけどそんなことは全然なかったです。

　こ……これだから創作業は……。恐おそろしいというか……なんというか……。

　しかし読者様にいらぬ心配や詮せん索さくをして頂かぬため、この場を借りて私自身の率そつ直ちよくな気持ちだけは、はっきりお伝えしておこうと思います。




　二つのコミック版の一番のファンは俺だッッッッ!!

　レイセンのカラー見開きを一番楽しみにしてたのも俺だッッッッ!!

　ウワァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアンッ──!!




　そんなわけで林トモアキ（旬）はこの春よりいよいよもって通常営業となります。

　レイセンに関しましては連載の形は取れなくなりますが、編集部が言うには全然続けていいそうです。たくさんの応おう援えん、ありがとうございます。

　今後のレイセンはいきなり文庫で発表する形になるかと思います（いわゆる普ふ通つうのライトノベルですね）。しかしながら刊行ペースはどうなるか、また作品の形態を今まで通り短編の詰つめ合あわせにするか、一巻分を使った長編の形にするか等など、まだ具体的に決まってはいないのですが……Ｃｉｖ４で言うところの黄金期が終わっただけに違ちがいないと思いつつ、コツコツ頑がん張ばって参ります。




　で……、続けるは続けるとしまして。

　今まではミスマルカ（数ヶ月に文庫一冊）と、レイセンの連載（二ヶ月に短編一本）という文庫×連載という二に兎とを「やっほう！　俺売れてきたー！」と奇き声せいを発しながら追い立てていたわけですが（捕つかまえる気はない）、今後は文庫×文庫という未知の領域となるわけです。新境地なのでペースがわかりません。刊行ペースがわからないとは編集部のスケジュール的な問題でなく、個人的にそういうお話でして申し訳ない限りです。

　というかあんなですね。あんなですよ。丸二ヶ月は新作ゲーム買わずに（デビュー以来、長編に取りかかっているときは買わないようにしています）ああでもないこうでもないと生きた心ここ地ちのしない長編というものを両輪に履はくってどうなのですか。世の中には一ヶ月に一冊のペースで執しつ筆ぴつされる先生とか、多数のレーベルで掛かけ持もちされてる凄すごい先生もいらっしゃいますが……。

　俺そういう先生じゃねーし！　林トモアキだし！

　そういえば高校生の頃ころ、学校のすぐ近くのツタヤで学生服姿でエロ本を立ち読みしていたら隣となりに中年ほどのサラリーマンの男性が同じように成人誌を立ち読みし始めまして、「おいおい俺は天下の林トモアキだぜ？」とか思いながらサラリーマン氏が立ち去るまでその場に留とどまり続けたよくわからない思い出があります。サウナで「あの人が出るまで俺は出ねえぞ」とやせ我が慢まんする感じでしょうか。違うでしょうか。違っても別にまあ。

　何の話でしたっけ。

　なんかめんどくさいのでどうでもいいですね。はいはい。

　逆に言えば「連載がなくなって少し不安だけど、その分これからはゲームやネットの時間を少なめにして、より一層皆さんに楽しんでもらえるものを書いていこうと思います!!」って書いたとして皆様信じますか？

　……自分で書いてて結構な説得力があって切なくなりました。

　しかし連載がなくなるというのは、必ずしも悪い面ばかりでもありません。雑誌という形態の都合上、絶対に破れない締しめ切きりを設けられ、限りある誌面の中で一話一話をそれなりにキリよく完結させるというのは本当に難しいものでして、今後そうした制約がなくなるというのは、書き手としてはいくらか気が楽になる部分もあるからです。

　雑誌の締め切りを破ると、他の先生方にまでご迷めい惑わくがかかりますが……。

　自分の本なら何ヶ月ブッチギっても関係なーい！　誰だれにも迷惑かからなーい!!




担当Ｗ「僕と営業と制作の胃に穴が開きます」




　ごめんなさーい!!

　というような感じで今まで通り、無理せず適当に頑張って参ります（これくらいが自分らしい気がするのですが、どうでしょ）。とまあ本作品『レイセン』に関しましては、打ち切りという事態だけは避さけられそうです。

　ヒデオたちの戦いは、続くっ!!




　謝辞を。

　繰くり返かえしになりますが、浅井蓮れん次じ＋先生、浅川圭けい司じ先生、今まで本当にありがとうございました。自分の作品が自分の手を離はなれてアレンジ、または新たなアイデアを付ふ与よされ、マンガという新しい形態に生まれ変わっていく様子はとても楽しいものでした。ささやかながら、私から担当に「おう、先生方呼んでお疲つかれ様さま会やれよ」と申し上げておきましたので、そのような気配がないようでしたらスニーカー編集部に苦情を入れてみてください。一ファンとして、両先生の今後のご活かつ躍やくを楽しみにしております。お疲れ様でした。

　イラストレーターの上うえ田ださん。二ヶ月に一度のイラストの楽しみが減るというのは書き手としてほんとに寂さびしいのですが……イラストレーターとしては、私同様に定期の締め切りがなくなって気楽だったりするのでしょうか？　以後、お仕事のペースが変わるかと思いますが、即そくぼっち同士、今後ともよろしくお願いします。

　そして担当Ｗ氏。マスラヲ以来の毎号の連れん載さい、カラーページの確保、広告、特集、等々々々、これまでのご尽じん力りよくに感謝を述べれば限りはありませんが紙面に限りがあるのでそこは一つ。一いつ旦たんの区切りと致いたしまして、この場を借りてお疲れ様でしたの一言を述べさせて頂きます。また心機一転、共に新しい『レイセン』を頑がん張ばっていければと願う次し第だいです。

　いよいよ最後となりますが、読者の皆みな々みな様さま。「ザ・スニーカー」誌上での連載という機会を与あたえて頂いたことでマスラヲという作品が生まれ、のみならず、それにご支持を頂いたことでこのレイセンというお話もまた生まれ、今まで続けてくることができました。本当にありがとうございます。そのように温かいご声せい援えんとご期待をせめて裏切らぬよう、とにかく書けるだけは書いていきたい所存です。

　終わらないから、四巻を書店で見かけたら思い出してあげてね！

　そしてまた次巻、お会いできましたら光栄です！




　二〇一一年　二月


林　トモアキ　　
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